


は し が き

昭和 41年度から農林省は熱帯等の農業に関する試験研究を推進するため、在外研究員の派遣

をはじめとして、海外調査、 資料収集、 広報活動、 研究交流等を行なってきたが、 昭和 45年 6

月、 これらの中核機関として「熱帯農業研究センクー」が発足した。

本害は、 熱帝等の地城における農業事情と試験研究の実態を把握するため、 中華民国（台湾）

について現地調査を実施した報告害である。本調査が行なわれたのは、 熱帯農業研究センク一発
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足以前のことであったが、 従来の農林水産技術会議事務局熱帯農業研究管理室の業務は、 殆んど

すぺて熱帯農業研究センクーに引継がれたので、 ここにその報告書を発行する次第である。

本調査報告が今後熱帝等の農業に関する試験研究推進の指針となれば幸いである。

終りに 本調査を行なった農事試験場、坪井八十二作物部長および本調査にあたってご協力を

頂いた各位に対し、 謝意を表したい。

昭和 46年 8月

熱帝農業研究センクー所長
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は じ め に

中華民国（台湾）における農業の試験研究檄関の活動情況と併せて旦莱事情を知るために、昭和 4°4年

12月 12日から 12月 31日の 20日間台湾に出張したので、その調査結果を報告する。

調査は当初2名の予定で計画され、訪問先にも連絡後都合により筆者1人で行くことになったため

珈問機関が多い上、分担調査ということもできず、調査結果は意に満たないものとなったことを残念に思

9。しかし幸いなことに当時在台中の御子柴睛夫（農事試）、水之江政輝（東近農試）の両氏が調査に

協力されたので、極めて能率的に事が連んだことを感謝している。

またこの調査に当り中華民国当局の与れられた好意と便宜に対し心から謝意を表したいo とくに訪問先

の各級・各種の機関では親切な説明と資料の提供を受け、また糧食局の本局ならびに各地の管理処および

紐 J局からは移動。訪問のための自動車と案内のための職員を付けていただくなど、極めて好意ある配慮

をいただいた。これらの機関・職員に厚く御礼を申し上げる。

調査日程は表1に示す通りで、 12月という特定の季節における短期間の調査であって、 とくに季節性

のある農業事情については、しまんの一端を経験したに過ぎなかった。また 12月とい9月は0ちょうど我

が国における 2月に相当し、試験研究に関する会議の月であったため、訪問先の責任者、試験担当者が会

議出席のため不在とかo時間をやりくりして短時間の面会を準備してくれるなど、調査に不便なことや先

方に迷惑を掛けたらしいこともあった。これらの訪問先をまとめて図1に示しておいた。

① 瓜霙四珈 @Ill試也這芸分1li

⑧ 台北四碑改良褐 ④ 如員匹輝

⑤ 台北大学農学院 ⑥ a業気象姑

⑦ 統回a田水利会

⑧ 石門加臼 ・ 

⑨ 台中区a蜘幻這

⑩ 中興大学羹学院

⑪ 瓜林庁

⑫ 茶業改a鳩
魚池分場

⑳ 鵡帯植曲園

⑮ 畜試田租分所

⑯ 塁il!SIIB加証

⑬ 台悶四紐濱良嶋

⑬ 農試祖麻分1li

⑲ 磁菜試鹸所

⑳ 畜産試螂

@.e. 血＊

⑲ 晨試血鵬園芸分屑

⑱ “躙引鴫卿喩良蝙

図 1.訪問した各機謁

-1 -

---- .. ・- .• ,j 



・---， '隣瓢亨盲緊
' " "'  ' 

表 1 調 査 日 程

月 日 曜 行 程

昭和44年 12月12日 1金 I東京発os: as, 台北着11: 50 (現地時刻）在台北日本大使館た挨拶，

農復会(JCRR)植物生産組に挨拶．打合せおよび台湾農業について作

物別情況の説Pみを受ける。日程打合せ。 （台北泊）

13日 1土 I台湾省粗食局訪問。台湾染業の概要と粗食局の菜務の説明および日程打合

せ。 （台北泊）

14日 1日 1新竹農業改良場蘇場長と面会。 （台北泊）

15日 月 台湾省農業試験所訪問。所長から全省の試験研究機関および農業試験所の

概要説明を受け、農芸系、農業化学系見学。

台湾省林業試験所訪問。 （台北泊）

16日1火 I午前中、台北から台中へ移動o
午後、台中区農業改良場訪問。場長から場の概要説明をうけ、場内見学。

（台中泊）

17日1水 I午前中、農林庁（中興新村）訪問。主として農産科長から農林庁の業檄
試験研究機関との関係などの説明を受く。

午後、中興大学農学院訪問。

夕食後台中から嘉毅へ移動。 （嘉義泊）

18日1木 I午前中、台南区農業改良場朴子分場（玉米研究中心）訪問。分場長から場

の概要説明後、圃場見学。

午後．台湾省農業試験所嘉雖農業試験分所訪問。分所の概要説明を受けた

後、圃場見学。台南区農業改良場嘉義分場見学。

民雄鎮民雄地下水開発状況見学。 （関子嶺泊）

19日1金 1関子嶺出発e 途中亀子港の小農住宅、烏山頭水庫見学後、台南、嘉南晨田

水利会訪問。嘉南地区のかんがい状況の説明を受ける。

午後、台南区農業改良場訪問。秘書（副場長）から場の概要説明後、畑作

担当者の案内で圃場見学。

台湾省農業試験所台南棉麻試験分所訪問。分所長から概要説明を受け場内

見学。 （台南泊）

20日1土 I午前中、台湾糖業試験所訪問。（当日は選挙の日で、投票のため職員休務）

副所長から概要説明を受け、所内見学。

午後、台南から高雄へ移動。 （高雄泊）

ー

ー

I

――

s
 

21日1日1晨莱事情見学（高雄から屏東恒春を経て最南端まで）途中南部の大豆、

パナナ｀サイザルの栽培状況、台湾省畜産試験所恒春分所、熱帯植物園見

学 （高雄泊）
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22日

28日

24日 水

高雄区農業改良場訪問。場長から概要説明を受け場内見学c

付近の中級．上級農家訪問後、台湾省農業試験所鳳山熱帯園芸試験

分所訪問。場長不在0担当者から概要説明を受け圃場見学。

高雄から台南に移動。 （台南泊）

新化にある畜産試験所訪問。場長から概要説明を受け、飼料作物

系主任の案内で圃場見学。

午後、台南から台中に移動。途中の農村風景見学。とくに永靖郷では特殊

な多毛作の実情聴取と見学。 （台中泊））

午前中、台中から日月渾に。途中草屯農会見学。普及係から技循普及の概

午後、

25日

26日

27日

28日

29日

月

30日

31日

火

木

金

土

日

月

午前中、

午後、

後、

火

水

午前中、

要の説明を受ける。

日月澤の茶業改良場魚池分場訪問。分場長不在担当者より概要説

明を受け、場内見学。 （日月渾泊）

憲法記念日で休日（クリスマス休日）。魚池出発0埴里経由で霧社付近の

山地農業事情見学。

台中発台北に夕方着。 （台北泊）

午前中、台湾大学農学院訪問。院内見学。とくに農業陳列饂人工制御気

候室o

午後、 台湾省農業試験所訪問。農業試験評議会が開催されており、全国か

ら農業関係の研究者が集まっていた。応用動物系植物病理系、園芸系な

ど見学。

夕方、気象局の農業気象姑見学C (台北泊）

午前、水利局訪問。担当者から水利局の業誨農田水利会輪灌栽培など

の説明を受けた後、桃園農田水利会訪問。輪灌栽培の説明を受け、貯水池

用水路見学後、石門水庫の見学。 （台北泊）

資料整埋o （台北泊）

午前中、台湾省晨莱試験所士林園芸分所誌四後、晨業試験所へ。

午後、晨復会(JCRR)c台北区農業改良場訪問。場長から概要説明を受

け、圃場見学。 （台北泊）

糧食局へ離台挨拶。資料整理。 （台北泊）

台北発11: 30、東京着15: 05。
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第 1章

第1節台湾の国土

位置・地勢

台湾のことを英語でFormosa

1. 

という c これは数百年前ポルトガル人が台湾を見て．

Formosa (美しい島）といったことに由来しているといわれる。日本人が蓬莱島といい，中国人が

宝の島といったのも同じような意味で，土地は肥え，陽光の輝く，緑に包まれた「美麗的宝島」という

ことである。

台湾は面禎約 36,0 0 0乎方キロメートルで，日本の九州よりやや小さいc 南北に長く (877Km),

東西に狭い (142Km)木の葉状あるいはさつまいも状をした島である。北回帰線（北緯23°27')

が玉山（新高山）の頂上の北，嘉義市の付近を東西に横断しているc

面核の約 70 %は山岳および丘陵地で占められ，耕地ほ24.7 qbrcすぎない。図2.rc見られるように

中央よりやや東寄りに 3,0 0 Om以上の高峰が連なる中央山脈が南北に縦断している。

ほ乎地が少なく海岸線ほ断

崖絶壁が多い。反対に西部

は乎野がつづき農業の中心

になっている。

河 JIは全体で大小45ほ

どあるが，地形の関係上短

かくて急流が多く，

Km以上のものは濁水渓

(1 8 6Km)を始め6流し

かない。

高度別に土地面積の割合

を見ると，海抜100m以

下の乎地ほ29<1,,

,_ 1,0 0 Omの土地は38 

%, 1,0 0 Om以上の土地

台 湾 の

は3396を占め，農耕地の

拡大を制約している。

2. 

1 0 0 

1 0 0 

公一D 

仁コ平地

疇磁地

厖山

農 業

Ilha 

119° 

地

120° 

図 2. 台湾 の

121° 

地 勢

1蕊 OE

したがって東部

26°N 

25° 

lM• 

28° 

22° 

気候・土地

1) 気候

台湾t:t.::iヒ回帰線の南北にまたがっており，大部分は亜熱帯気侯であり，南部ほ熱帯気候である。植物

の生育は時折り降箱や降雪の見られる標高 1,00 Om以上の山岳地を除けば， 1年中可能である。台湾

の気候を 1口に云えば高温多雨と強風といえよう。夏は長くて暑く，冬は短くて温暖である。夏は通常

5月から 9月であり，冬は12月から 2月といわれており，春夏秋冬の区別は日本のようにはっきりし

-5-
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ていない。多くの乎地の気象台の記録によると 4月から 11月の間月平均気温は20℃を越している。

最暑月は 7月か8月でそのころの日最高気温は32℃を越すのが普通であるc 夏は南部と北部の気温差

は非常に小さい。

反対に冬は南部と北部の温度差は大きい。例えば恒春の 2月の月乎均気温が20.7℃であるのに，台

北は15℃で，その差は5℃以上ある。このことが さとうきび，バナナ，パイナップルその他の御’

植物が台湾の中部以南で栽培され台北付近にない主要理由である。台湾は一般に多雨で年降水星は

2,000皿前後であるが，地域差が非常に大きい。最も多い地域は台湾の北端と廓瑞で，年降水盤で

5,000皿を越すところがある。少ないところは西海岸地方と彰湖島で約 1,00 0四である。台湾の雨

の分布は季節風と山脈とが関係している。冬は北東季節風による雨なので北束部の限られた地域に多盤

の降雨があり，中央山脈の西側から南部は乾季となる。

夏は中部以南の地方に雨が多い。この雨の成因t1熱雷と台風によるもので，強雨が多く土壌侵食を起

こしやすいc 台湾はわが国同様に台風の多い国で，過去56年間に 89個（年乎均 1.6個）の強い台風

が来製している。

風といえば，台風以外に 1 0~ 月から翌年3月まで，北東の強風が高い山脈から守られない北部地区

と彰湖島を吹き荒らすことが有名であるc これらの地方では農作物の栽培には必ず防風林・防風垣を作

ることとしている。とくに新竹地方の防風垣は車窓からも目に付く景観である。 「新竹の風・基降の雨」

．という古諺があるc

以上は乎地の気候を中心に述ぺたが，高山の多い中部山岳地方；ままた特殊な気候をもっている。すな

わち降水量は平地より多く，年 3,00 010,lJJ以上が普通で， :4, 0 001...., 5, 0 0 0四に達するところもある。

また山地の気温は 1,00 Om登ることに大体6℃低下する。したがって台湾においてもこの山岳地方に

は温帯の気候が存在し，これが温帯地方の落葉果樹などの栽培を可能にしている。

2)森林

台湾の土地面積36 0万haの58 %約20 0万haは森林に覆われている。植生はきわめて豊富で

あり植種も熱帯型から中緯度型までのあらゆるものがみられる。高山には亜極林クイプさえある。山岳

地帯に分布し，標高 800mから2,50 Omの間にあるc 近づきがたいことと地形から森林地帯は農業

には一般に適さないし，山岳土壌は土質も悪く地力も低い。台湾では，高山が多いので標高差による気

候の違いから，樹種が極めて多い。林業試験所では島内を表 2.のように 4つの気候帯に分けている。

表.2. 台湾の林業から見た気候区分

気候・帯 面積（％） 標 高（北部） 標 高 （南部）

熱 市西 5 6 海面～ 3 o om 海面～ 6 o om 

亜熱 官匹 3 1 3 0 0 ,._ 1, 5 0 0 6 0 0 ,.., 2, 0 0 0 

温 帯 1 1 1, 5 0 0 -... 2, 5 0 0 2, 0 0 0 ,_. 3, 5 0 0 

寒 帯 2 2,5 0 0 m 以上 3,5 0 0 m 以上

有用樹種20 0種のうち広葉樹 15 4種，針葉樹20種，外来種26種となっている。森林の型は標

-6-



高ならびに気候帯と直接関係をもち，次の3つに分類ができる。

R広葉樹林：熱帯と亜熱帯気候帯にあり全森林面租の41%を占めている。

R混合林 ：温帯気候帯にあって，全森林面稜の7'16。

R針葉樹林：寒帯気候帯にあって全面積の11飯。

叫の合昨面秘ほ 59%に当るか．残りの41%のうち 19各が再植林地，

3)耕地

総面梢の 25%の90万haが耕地である。耕地は台湾海峡に沿った酉毎岸に開け．太乎洋に沿った

東海岸は地形瞼しく広い耕地はみられない。耕地は水田と畑（旱田）に大別され，水田はさらに両期作

田と単期作田に区別される。耕地面租の約60%が水田で残りが畑である。 19 6 8年のそれぞれの面・

2 2希が裸地である。
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積は次のようである。

面 積

総 計

水田

耕地

｛ 
両期作IE

単期fi田

8 9 9. 9千ha

5 3 5. 3 

3 3 6. 4 

1 9 8. 9 

｛ 
・第 1期作田

第 2期作田 18 6. 4 

1 2. 5 

畑（旱田） 3 6 4. 6 
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蜘 f乍[LIのうち第 1期作田というのほ稲の収穫が7月末以前になるもの，第2期作田とは8月以降に

なるものをいう。耕地面積は祁丑・畑ともに戦後しだいに増加しているが，最近でほやや停滞ぎみであ

る。その様子を下表に示す。この中単期作田がしだいに減少し，両期作田が増加・しているのに気付くで

あろうか，これはかんがい施設の整備によるものと考えられる。 ' 

表 3. 耕地面放の戦後の変遜（単位： 1,0 9 0 ha) 

水 田
年 次 総面積 畑

総 計 両期作 単期作

1 9 4 5 8 1 6. 0 5 0 4. 7 2 9 8. 0 2 0 6. 7 3 1 1. 3 

l 9 5 0 8 7 0. 6 5 3 0. 2 3 2 0. 3 2 0 9. 9 3 4 0. 4 

1 9 5 5 8 7 3. 0 5 3 2. 7 3 3 2. 7 2 0 0. 0 3 4 0. 3 

1 9 6 0 8 6 9. 2 5 2 5. 6 3~9. 1 1 9 6. 5 3 4 3. 6 

l 9 6 5 8 8 9. 6 5 3 6. 8 3 3 7. 4 199. 3 3 5 2. 8 

1 9 6 8 8 9 9. 9 5 3 5. 3 3 3 6. 4 1 9 8. 9 3 6 4. 6 

4) 土壌

台湾の地質は水成岩が主で，変質岩， 火成岩などは比較的少ない。山岳は比較的軟かい岩石でできて

し-•,~.
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砂．しばしば豪雨に見舞われるので，土壊侵食が常に起っているc
このため土壌の発達がおくれ慄し‘

肥沃土壌の形成をはばんでいる。台湾の気候は高温多雨のために，土壌は炭酸カ ュ
ルシ ームなどの製t

一方この国では多毛作が発達しているが，そのためにも
が溶脱し強酸性となり肥沃度も低下している。

地力りま使い果たされている。そこで土壌の肥沃度を再び向上さす
ためには適当な四又散布と施肥は輝

欠くぺからざるものである。台湾の土壌を大別すると次のようになる。

山岳岩石土壌

山岳森林土壌

黄色山麓土壌

赤褐色ラテライト土壌

海岸砂土

沖積土壌

1 0, 7 2 2血 2

8, 4 9 5 

5, 6 8 5 

2, 4 0 4 

8 2 

8, 5 7 3 

計 35, 9 6 1血2
てい

このうち沖積土壌が台湾でもっとも重要な土壌であり，低地のゆるやかな傾斜の表面に形成され

る。自然の流下水と共に重要な鉱物質が隣接台地から供給される。この沖積土壌は 8,6 0 0Km2 , 
鐸
ム

の面租の24%を占め，ここで人口の85希が養なわれ，農業を基礎どする経済が営なまれている。ロ

湾の水田土壌の殆んどは沖稜土壌であるが，母岩の違いによって水田土壌の肥沃度は場所による違いが

みられる。一般的に言って，粘板岩に由来する水田土壊が沢山の鉱物質を含み，細かい構造をしてい
る

-ラ
のて最高の生産力を示す。次いで砂岩，頁岩，片麻岩などである。水稲ほかんがいできる段丘のラプ

イト土壌でも生育し，その生産力は中程度である。丘陵や山岳地方の黄色土，赤色土に開かれた水田も

あるが，米の収量1な沖税土の水田より劣る。北部の水田土壌はPH4.2-..5.0の酸性反応を示すが．
甫

部では中性ないし軽いアルカリ性を示す。多雨と連続湛水，さらに 1年中の連続多毛作などのためfl:,

植歩ん召檄物が容易に溶脱されているので，台湾土壌は化学肥料の施用，緑肥作物と堆肥のすき込みなど

による肥沃化が必要である。

5) 水利用

台湾は降雨多く，水資源は豊富であるが地形急峻で河）IIの長さが短かく，また降雨の季節分布が悪い

ため，水害と干害が意外に多く．水利用上の困難が多いc 貯水池の数は少ないが，地形的に好適の地点

には大容量のものが作られているe 戦前は日月渾，烏山頭など 8個のダムで3億 3千万tの貯水量があ

ったが戦後は石’りダムなど 15個が作られて5億 3千万tの容量となった。現在工事中の曾文ダムなど

が完成すると合計 14億 6千万tに達する予定である。地下水利用の開発が本格的に進められるように

なったのは, 1 9 5 8年省政府に地下水工程処が置かれてからである。現在開発された深井戸は1,600

に達し，うち農業用の深井戸は70 0近くで，約8万haにかんがいしている。この他簡単な浅井戸は

多数分布している。台湾南部の屏東扇状乎野，北部の桃園台地，新竹．竹南の沖積乎野などは地下水が

豊富なところであり，とくに屏東平野では年間の地下水補給量は 6億7千万tと計算されており，至る

ところに揚水井戸が見られるe 農田水利会の灌漑面積は次に見られるように合計50万haに及んでい

る。

両作田

単期作田

321千 ha

44 
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旱 田 1 2 

輪作田 1 2 3 

計 50 0千 ha

3. 社会• 経済

1) 人口

台湾の人口は1,3 6 0万人(19 6 8年）で, 1 9 4 6年の60 9万人に比ぺ2倍以上になっているc

これだけの人口が3万 6000Km2に満たない土地に住んでいるので人口密度は370人／血8 I 香港

シンガポールに次ぐ高い値を示している。このような戦後の人口の急増は人口の自然増加率が高いほか

に， 1949年以来大陸からの大盤の移住者があったことによるもので， 1950-54年の年平培増

加率は7%に達した。その後3.6 % (1 9 5 5 ,_ 5 9年）， 3.2鳴(1960-64年）としだいに鈍

化しているが，世界の人口増加率をはるかに上回っている。人口の自然増加率もいちじるしく高く，こ

れまで 3% をはるかに上回っていた。しかし最近は次に示すように 3~を割ることとなった。

年 次 総人口 出生率 死亡率 自然増加率

1 9 5 2 8 1 3万人 4. 6 6 q/; 0. 9 9 鳴 3. 6 7~ 

1 9 6 0 1,0 7 9 3. 9 5 0. 7 0 3. 2 5 

1 9 6 8 1,360 2. 9 3 0. 5 5 2. 3 8 

これらの人口のうち農業人口は 60 0万人で総人口 1,360万人の約44'16.-C相当する (19 6 8)。

また炭家戸数は 1968年に 88万戸，そのうち自作農60万戸（全体の68鳴），自小作農18万戸

(20%), 小作農 10万戸 (12 %)で， 自作農が圧倒的に多い。これは後述の戦後の農地改革によ

るものである。

最近の農業人口，農家戸数の動向を次表に示す。絶対数，割合とも自作農力渭珈し，小作農が減少し

ている傾向がうかゞえる。

表 .4. 農業人口と農家戸数

農 家 戸 数 同左割合
年次 農業人口

総計 自 作 自小作 小作 自作 自、・ト作 小作

千人 千戸 千戸 千戸 千戸 鴨 鳴 伶

1 9 6 0 5 3 7 3.4 785.6 506.3 16 6.8 112.5 64 21 1 5 

1 9 6 4 5 649. 0 834.8 555.1 172.0 107.7 6 6 2 1 1 3 

1 9 6 8 5 998.8 87 7.1 598.9 176.3 101.9 68 20 1 2 

（農業年報）
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2)行政

台湾は第2次大戦径1945年に 50年ぷり如中国に復帰し，中華民国の 1省となった。しかし19

49年 11月30日重慶が中国共産党の手に落ち，中華民国の政府諸機関は台北にのがれ今日に到ぷ

いる。

中華民国の政府組織は中央政府と地方政府に大別される。中央政府には総統と 5院があり，地万即紆

には省・直轄市・県・郷（村）・鎮（町），区および県轄市などがある。

中央政府は5権分立制になっており，これは西洋の 3権分立と中国固有の考試，監察の制度を組合を

たもので， 5院とは行政院・立法院・司法院・考試院・監察院であるc

地方政府の第1級の単位は省政府と直轄市政府で，その下に県政府，市政府や直轄市所属の区公所が

設けられている。そのまた下に郷・鎮公所や県轄市公所が置かれている，その系統は下図のようであるc

図 3. 地方政府の系統

公 所

県 政 府口鎮 公 所

省 政 府

市 公 所

市政府 区公所

直轄市政府ー 区公所

台湾省の地万行政区域ほ台北・基隆・台中・台南・高雄の 5市と，台北，桃園・新竹・ 苗栗・台中・

南投・ 彰化・雲林・嘉義・台南・高雄・屏東・ 宜蘭・花蓮・台東・彰湖の 16県および陽明山管理局に

分れている。台湾省政府主席は中央政府によって任命されるが，省議会議員，各県市長および県市会議

員は，いずれも普選によって選出される。

中華民国国民政府ほ，最後の反共抗戦基地として，台湾の模範省化をねらい，行政区域整理や土地改

革を行ない，地方自治制度を採用し，台湾省民と大陸から逃れてきた中国人（外省人）との融和政策に

努めている。

肇府の組織は次のようであり，この中に農林庁がある。
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殷林庁は我11;:の農林省に相当する機関であるが，ここで注目すべきは，釦匝行攻を司る糧食局が農林

庁に属さないて，独立してこれと併置されていることである。また農業水利行政を扱う部局は農林庁に

はなく建設庁に属する水利局に一元化されている。

省政府は台中市外の中興新村（省政府のために全く新らしく都市計画されたもので，
プラジルのブラ

ジリヤに似ている）にあるか，糧食局，水利局などは台北市にある。、粗食局は米を中心とした食糎行政

を司る機関であり，全省に直属の管理処，分処を持ち食糧の生産，集荷，流通面で強大な実力を持って

いる。農民の凍用する肥料は米との物々交換であることもあって，農民への影響力ほ極めて大きい。し

たがってこれと農林庁あるいは水利局との間で，例えば技術普及，水利開発などの競合する面があると

いう。

経済

台湾経済は日本時代．ある程度の発展段階に達し，鉄道・道路・港湾・電力などの公共部門のほか，

精糖・機械・アルミ・石炭・食品など各種鉱工業が発展していたが，第2次大戦により多大の被害を受

3) 

けた。

戦後の混乱時代 (1945-48年）をへて， 19 5 1年末には生産が戦前の水準に復興した。

5 2年以降は，米国の援助．農工業生産の増大および輸出の伸びにより，ょうやく経済が安定して来た。

1 9 
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1 9 6 3年以降は炭産物・農産加工品の輸出が大いに伸び，また紡織工業・機械工業・化学工業が輪

出産業として成長するようになったc 米国援助の停止 (19 6 5年6月）にもかかわらず，外只導入の

結果国際収支は焦字となるに到った。

(lJ 物価の動向

台北市卸売物価指数は， 1956-1967年において年乎均上昇率は 4.5劣である。 19 6 0年ま

では物価上昇の変動が1.3 9 - 1 4. 1 5 %と激しかったが， 1 9 6 1年以降は， 19 6 3年の 6.46~ 

上昇以外は，最高 3.23 %の上昇に止まっており，中でも 19 6 5年は， 4. 63 %下落した。その後は

1 9 6 6年 1.4 7 % , 1 9 6 7. 年2.52 %各上昇となっている。 19 6 8年は台湾卸売物価指数で

1. 9 9 %の上昇である。 67. 6 8年続けての上昇傾向は，建材，木材等の値上りが大きいこどが原因

である。

¥2) 労勁事情，および賃金

1 9 6 6年の統計によると，労働年令 (15-59オ）該当者は 6,682千人で，その内就業人口は，

3,870千人となっている。未就業人口 2,812千人の内から，学生，仕事に応じ得ない女性や病人を除

いても，相当数の労働余力があるものと考えられる。

一方 19 6 6年の産業別就業人口；ま，農業53 % , 鉱工業 12.3 %であり，それぞれ国内純生産のう

ち 25.8 %及び 27.2 %を生産している。 1956-1966年において，農業の生産は57.5伶増に

すぎないが，鉱工業は 127. 1 %増で生産の伸びは鉱工業の方がはるかに大きい。これらの趨勢から，

今後，農業人口が生産性の高い鉱工業へ移動することが予想される。

なお 19 6 7年の台湾の賃金水準は，香港の％， 日本の％であるc

(3J 財政

中華民国の財政は，先進国にみられるような福祉国家的財政でもなく，また，低開発国一般にみられ

るような固家建設を急ぐための固家主導的財政でもない。

中華民国は， 「大陸反攻」を至上命令とし，近代的装備をもつ 60万の軍隊を 1,30 0万人の人口に

よって維持しているので，その財政は国防財政的性格をもた．ざるを得ない。

さらにこのような至上命令の実施のため，その政治体制上，中央政府と台湾省政府の二重行政機構

となっていることから，行政機椰維持のための支出が，財政上大きな負担となっている。

このように，膨大な軍事費と行政費の支出が国家財政の負担となり，歳入力5歳出に導かれて動くとい

う形の歳出主導型の財政となっている。

歳出内容をみると 19 6 7年度においてほ軍事費および行政費が51.9 % , 教育，科学，文化が

13. 4 % , 事業基金支出 13.2 % , 経済建設・運輸 7.5%, 社会福祉・衛生 7.4%, 債務支出 5.2%, 

その他 1.4 %となっており，軍事費および行政費が圧倒的な比重を占めている。

歳入の内容をみると，税収48.6 % , 税外収入（公益企業収益および公有財産の利息等） 20. 5 %, 

専売収益（酒，クバコの専売利益） 13. 6 % , 公債収入および援助基金収入11.5笏，その他 5.8%と

なっており，わが国と比較して，税収の比率が非常に小さい点が注目される。

なお， 19 6 8年の国民総生産は4,154百万ドル， 1人当り国民所得237.2 ドルであった。

また，国内純生産内訳 (19 6 8年）は，次のとおりである。

-12-
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虚 林水 産業 2 3. 2 弧

趾； 工 業 2 9. 3 

（ 製 造業 1. 2)  

商 業 5. 9 

逍！半：J ． 迪 偏 5. 1 

d 政及び国防 1 2. 9 

.7-'- の 他 1 3. 6 

叶 1 0 0 

(4.) 貿易

貿易収支は，戦後， 1963, 1964年を除き恒常的に赤字である。貿易規模は， 1952年の貿

易額がわずかに 3椋ドル強であったのに， 1 9 6 8年には18億ドル強と約6倍に伸びている。輸出は，

この削に約7倍，輪入iま約、l.7倍に伸びており，特[lc:1963年以降の輸出の伸びが著しい。これほ，

国内工業か愉人代替産業から輸出工業へ発展している反映である。 63年， 64年の増額が大きかった

のは， HiJ:者は砂糖の国際価格の値上り，後者は， ヴィエトナム特需，バナオの輸出等が伸びたためであ

る。

1 9 6 7年の輸出釦中に占める割合ふ農産品が18.0伶，農産加工品が22.0'JD, 工業品が..5 3.4 

% I .7cの他 6.6%となっている。農産品および農産加工品の主なものほ，バナナ9.4弧．米3.1免砂

糖6.5%, マッシュルーム缶 4.8 oJ,, アスパラガス缶 3.5希，パイン缶2.9 %, 木製品 3.7鳴等である。 ！ 

ーカ 19 6 7年の輸人の内訳ぱ，査本財37.6 %, 促エ原材料55.1 %, 消費財7.3'iiiとなっており ．！ 

商品別Kは，阪械E具 21.3%,絋石° 金属製品 14.6 % I 自動車!'船および部分品8.0伶，電気材料

6.5 % , J泉棉花 5.9 % , 羊毛・レーヨン製品5.4気原油・燃料油4.6 %, 化学製品 4.5'iii,豆類 4:4

％，木材製品 3.0% , 医薬品2.1<foとなっている。

扱t戒工具，金属製品 車輛等の増大ほ，明らかに工業の高度化の反映であり，紡織品，化学肥料の減

少は翰入代替産業発展の結果，自給体制が確立したためであり，紡織品に至ってぱ，大きな輸出工業に

まて発股した、3

中伶民固の貿易市場は，戦後一貫して日米2カ国に依存しており， 19 6 7年には，この2カ国が輸

出の 42. 2~ 恥輸入の 69.1 %を占めている。政府は，輸出相手先の増加を図っており， 19 6 7年に

は，輸出相手先は 11 0の国家ないし地区となっている、：

第 2節 台湾農業の一般概況

1. 台湾農業の発曳経過

1 9 4 5年以前の日本時代の50年間は．台湾は日本に対する食糧供給の重要基地として，また日本

のユ業生産物の市場としての役割を果して来た。この期間に農業の研究と展示，癖莱米の普及，洪水の

調節と灌漑の進歩，化学肥料の使用などにより，．農業生産は倍増された。ーカ農業会が設立され日本へ

移出するための米や他の農産物の集荷に当ると同時に普及教育事業も進められた。

しかしながら第2次大戦により灌漑組織は悪化し，化学肥料の使用は減少したなどのため，食糧およ
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び他の農業生産は 19 1 0年のレペルヘ転落することとなった。

1)戦後の復興期(1946--1952)

1 9 4 5年秋，台湾が中国国民政府に帰るや，生産増加のために農業と工業の復興が始められた。こ

の期間に， 1 9 4 9年中国大陸よりの軍隊，政府機関，国閉人などの移動により，台湾の人口は急激に

ふえた (19 4 8年 68 0万人， 1 9 5 0年軍隊を除いて76 0万人）。そのため政府は食粗の増産に

拍車をかけた。そして化学肥料の施用を水稲栽培に限定するための法令を定め，肥科は現金売りでなく，

収穫した米との交換で配給することにしたc 食粗増産政策がとられた結果，米とサッマイモの生産盤は

1 9 5 0年には戦前の最高生産載に達した。

2) 農地改革

台湾農業の発展を考える場合，忘れてはならないのは，農地改革の成功である。梨地改革前の小作関

係は，小作料率が50%以上という高率で，その上鉄租（不作の場合でも減免を許さない慣例），副産

物小作料，保証金などの慣行があり，小作契約はその 80%以上が口頭契約によって行なわれており，

契約期』も不定期或いは短期であり，地主は小作科や保証金の弓IJ::げ或いは小作地の取上げなどを勝手

に行えるという有様であった。

そこで地主勢力を消滅し，食糧の調達と財政資金の獲得を容易にすることが必要で，このため農地改

革が進められた。

農地改革は3段階に分けて行なわれた。第1段階は19 4 9年の「耕地三七五減租」による小作料率

の引下げ，第2段階は 19 5 1年の「公有地払下げ」，最終段階は19 5 3年の「耕者有其田条例」の

施行による自作農の創設である。

(lJ 耕地三七五減租

輝は19 4 9年 4月に「台湾省私有耕地租借方法」を公布し，耕地の最高小作料を生産物年間収穫

量の 37.5 %以下におさえて小作科の軽減をはかり，同時に小作制度の改善，農村社会の安定を求めよ

うという事業を開始した。しかしこの方法は小作科の定額に重点をおいたもので，固年4--7月までに

小作契約の書面締結を行なわせたが，耕作権の確立には不十分であり，地主の小作地取上げが可能であ

った。このたなさらに 19 5 1年 5月25日に「耕地三七五減租条例」を立法院で可決し，初めて耕

作権の確立を明確にした。

この条例は，小作料については最高小作科を37.5 %と餌浪し，保証金，小作料前納およびその他

37. 5 <1J, の小作料以外のいかなる要求をも禁止したほか，災害の場合の小作料減免を可能にした。小作

権については，小作契約はいつさい書面契約のみにかぎり，契約条件を明らかにすることとし，また満

期以前の契約解消を制限し，契約満了後の処理も地主が自己耕作をする以外は小作地の取り上げは認め

ず，そのさい地主の小作地取上げについても種々の詞浪をし，契約更新を可能ならしめた。さらに，県

市政府，郷鎮区公所は耕地小作委員会を設けて，小作争議の調停，解決にあたることも豆めた。

(2J 公有地払下げ

次に 19 5 1年 5月 30日に，行政院会議は「台湾省公有地払下げ自作農助成弁法」を可決し，公有

地（日本人の企業，団体，個人ならびに旧台湾総督府，各行政機関等の所有地を終戦後国府が接収した

土地）の払下げをすることにした。

これらの公有地は約18万甲歩を上回っており，国府は接収機関の性質に基づいて，国有，省有，県

-14 -



市有，郷鎮有とに区分・して所有権を確立した。この18万甲歩の公有地は，そのうち41.1鳴力洛公営

事業機関が掠料獲得のため必要とする自営農場および政府欄異，学校団体の農事展示，実験・育苗用と

して保留され，残りの 58.9 %すなわち 10万 70 0 0甲歩が農民に払下げられることとなった。 (1

甲歩は 0.97ヘククール）

(3j 耕者有其田条例

1 9 5 3年 1月 20日，立法院は「耕者有其田条例」を可決した。この条例により政府は個人地主の

小作地，共有小作地，宗教団体等の小作地について，一般には水田3甲歩またほ畑6甲歩の留保を認め

（ただし宗教団体等は個人地主の2倍），これを超過するもの総てを徽収し，これを農民に売り渡すこ

とになった。

地価については，当該耕地主要作物年間収祉の 2.5倍とし，地主に対してほ1・0伶を土地実物債券'
（年利 4% , 1 0年問 20回払い）により， 30%を公営企業株券によって支払われ，’ーガ小作ー入に対

.... ・: ; : E: 
しては年利4%, 1 0年間 20回払いの現物納入によって払下げられた。

改革の結果，地主 10万 60 4 9戸（地主総戸数の59.3伶)(J.),jヽ作地14万35 6 8甲歩（総小作・

地の56. 5 %)か徴収され， 1 9万48 2 8戸（小作農全体の64.lf)の良家に売り渡されたo

土地改革は農民の生産意欲を著しく高め所得の再分配を通じて，農村の民主化を促進し，農業投資を

活発にし，国民経済全体としての所得の増加と生活水準の向上をきたした》

3)農業の発展期 (1953-1968)

台湾農業の発展に大きく貢献したもの~. 5次にわたる経済建設計画がある。 1951年から米国の
経済援助がえられるようになったこともあって，経済安定会議が設立され， 1953年から第1次経済
建設4カ年計画 (1953-56)が始められた。この経済安定会議はしだいに発展し現在の国際経済

合作発展委員会 (CIECD)となった。引続き第 2次，第3次，第4次の4'-JJ年計画(1957~

1 9 6 8)が実施され，第 3次4カ年計画が飛躍的発展をとげ，第4次計画も大きい発展をした

これらの 4カ年計画の成功により作物，畜産，水産，森林生産は 1968年'1'Cl9 5 o·-•5 i年の乎

均あるいは戦前の最良年の約3倍となった。農業の平均年生長率は 1953~56が6.2峰， 1957

-6  0が 5.0%, 1 9 6 1-6 4が 6.4 % , 1 9 6 5 _, 6 8が6.6和，この16年間呼疇は6.0

“を示した。この農業の生長と対照的に人口の自然増加率は 1951年の3.84鴨から， 1958年の

3. 41 %, 1 9 6 8年の2.38 %に減少し芦これは家族計画が広く行なわれだしたしァとを示すもので

あるc

4次にわたる 4カ年計画により，政府はさらに， 1 9 6 9年から第5次4カ年計画を実施している。

各計画の農業部門の概要は次のとおりである。

(1) 第 1次経済建設4カ年計画 (1953-1956年）

この計画は「台湾の工業をもって農業を培養し，農業をもって工業を発達させる」 ことを最高原則と

し，農業と工業の増産をはかり，生活水準を引き上げ，物価を調節し，国際収支の均衡を達成すること

を目的として，資金 78億元（農業に 30億元）を投じた。

農業についてはアメリカの援助を受け，米，さとうきび，茶，バナナ，パインアッブル，シトロネラ

などの輸出作物と小麦，さつまいも，落花生，たばこの増産（後者は自給達成）という一目標を立てた。

その結果， この期間に耕地面積の増大によって農産物の収穫も増え，とくに棉花，小麦，ピーナッ，
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パインアップル等の増産が著しかった。戯業生産指数では，

,:t 127. 1 となっており，年乎均6.2 q6の高度成長をした。
(2J 第 2次経済建設4カ年計画(1957--1960年）

経済の改善と発民とな期し，第2次計画は，前計圃

引き続いて生廂プJU)増強，国民所得の増大就栗

第 1次計画ではかなりの未完成部分があったので，

よりも詳細かつ現実的になった。計画の主要目的は，

抜会の増大および苗出OJ振興による国際収支の改善などであった。

投資総額は200低元で， その内塁業に.;,7鉛元を割当て，米，

に重点を骰いt.:.,

その結果農業生産は，

，，ミナナ，綿花，

その結果，

1 9 5 2年を 10 0とすれば，

砂糖， 茶，

0とした場合 19 6 0年には154.5となった。生産の増大が目立ったのは，

パインアップル等の増産

4年間に 21.6 %年乎均5祐の成長をとげ，虚業生産指数は 19 5 2年を10

パインアップル，犬豆，

小麦等であった。

(3J 第3次経済雄設4カ年計画(1961-1964) 

第 3次計画も第1次，第2次計画の基本ラインに沿って，批工業生産の増大，屈用の増大，国民生活

水準の向上，国際収支の改善等を目的とし，農業匠ついては生産性向上のため，農業用生産財の増産を

はかることを基本方針とした。投虹総額は 5百億元，その内農業に 83依元を投じた＾

製業生産は 4年間に 27.9笏，年乎均6.4%の高成長を遂げ，農業生産指数は19 5 2年

を10 0とした場合 19 6 4年には 197.6になった。生産の増大が著しかったものは，

柑橘． パインアップル，綿花等であった。

とくにエ鉱業の発展が

著しく，

なお，第3次計画は，全体として台湾経済を大きく飛踏させることに成功し，

このため農業は上記のとおり生産が増加したにもかかわらず，国内総生産に占める割合は，

（この期間に鉱工業の占める割合は，年間に 32..5祐から 27.7釦に低下しt.::o

に―;

(4J 

・ーした。 9ヽ
'

1 9 5 6年

バナナ，大豆，

4
 

24. 7笏から 27.5 9o 

第 4次経済建設4カ年計画(1965-1968年）

台湾経済の発展に大きな役割を果してきた米国援助ii.,

れた。そこで中華民国としては，早急に完全な自立経済の達成をはからねばならなくなった。

このような情勢に対処して，政府は「農業・工業の発展による一層の産業構造の高度化および綸出の

増進による経済的自立」歪期し，第4次4カ年計画を立案した。

その結果農業卑産は4辱訳： 29. 2希の増加年乎均6.6%の高成長を遂げた。生産目標を超過したも

これまで， 1 9 6 5年6月末をもって打切ら

のほ，農作物ではパナナ，柑橘，茶，

(5J 第 5次経済建設4ヵ年計画(1969--1972年）

第 5次4カ年計画においてほ，工業発展の加速化，農業の近代化，交通運輸建設の強化，財政政策お

よび金融政策の適正な連用，輸出の振興を基本方針とし，農業の近代化については，長期公共投資の増

加，農産物の市場拡大，農産物価格の安定および那業所碍の向上を図ることとしている。

4) 農業の発展に寄与した要因

そさい， パインアップル等である。

台湾では何故このような急速な農業の発展が達成できたのであるうか。それには多種の要因が考えら

れかつそれらは互に関連しているのであるが，もらとも主要なものは次の 5つに大別できよう。①天然

資源，②技術要因，⑧組織要因，④経済的動機，⑥人的要因。

食
J

、̀

l

I

I

1

9

9
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台湾の天然資源についてはすでに述ぺた通り，温度，土壊，水なども中程度k恵ぐまれている。農業

技術の進歩によって農業の生産力を高めた点は大きく，全農業生産の増加量の％は技術進歩に負うもの

と考えられるということである。それは次のような進歩した技術が農漁民に広く実行されたためであるc

植物生産では改良品種，栽培法，多毛作体系の採用，かんがい水，化学肥料，農薬の適正使用および土

壌管理の改善による山麓斜面の利用などであり，動物生産では交雑豚と肉牛の採用，人工受精の使用，

病気の防除，飼科と草地の発達である。林業では大規模苗圃の管理法の改替，森林の更新，有用外国樹

の導入，森林資源の空中調査，空中写兵判読法と地図作成法の応用による土地利用などであり，漁業で

は漁獲技術の進歩と近代化，遠洋ならびに近海漁業用漁船の数および大きさの増加などがあげられる。

組織要因には行政組織農会組織，研究教育組織，技術を村や農家へ伝える組織などがあげられる。

行政組織，晟会とも省県，町村段階の組織がある。農復会 (JCRR Jは農業問題の立案，・共同実施の

さいに政府を補佐し，各級の行政組織と農会に協カジているc 農会は各種の目的を持っているが，地方

政府とくに町村公所と農民との橋渡しの役目を果しているc

紐はまた農民の経済的勁機を次のような方法で高めて来た。①農地改革R砂糖の支持価格とクバ

コ，パイナップル，ジュート，バナナの保証価格• 協定価格 ⑧パナナ， .::d".Vンン，パイ：ナップル，マ

シュルーム，野菜など稼出作物に対する市場システムの改良 ④肥料，農薬，農具，飼料などの必要品

の供給 R 生産を目的とする農業信用貸の供給などがこれであるc

人間的要因としては，①進歩的安定政権，R最近の訓練を受け，長い経験を持った農業指導者グルー

プ，R農業の発展のために公立，私立組織で働いている農業大学，職業学校の多数の卒業生，④聡明な

学問のある農業人口があげられる。これらは農業発展できわめて重要な役割を演じて来た：農民の多く

は少なくとも小学校の教育を受けており，彼らは聡明で勤勉で新らしい技術の修得に熱心である。彼ら

は農業専門家や普及員に助けられて．生産と販売の技術を改良して来たし，土地・労働・資本の生産性

を高めて来た。

5) 農業発展のための政府の将来計画

台湾政府は将来の農業発展の目標を次の 3項目に置いている。

(lJ 人口増加に見合って，現在の人口 1人当り1日の摂取エネルギー 2,500カロリーを維持し，かつ

蛋白質摂取量を 68'iから 75'iに増加できるような食糧生産の増強

(2J 農産物輸出の増大

(3J 農産物加工業の発展

そして重点的将来計画として，次の6項目をあげている

(1) 土地および労働生産性の向上

(2) 農産物市場の拡大

(3) 傾斜地の有効利用

(4) 研究上のあい路の除去

(5) 農業投資の誘導

ァ．多目的貯水池の建設

ィ．地下水等新水源の探索

ゥ．沿岸地・河川敷R開発

-17-
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工．傾斜地資源の保全

(6) 人口増加抑制のための家族計画の推進

2. 主要農業生産物

戦前は台湾の農業生産額のうち，米と甘蕪が70%近くを占め，残りは豚・バナナ・パインなどであ

った。そのうち米は50希以上，砂糖は90 q6以上日本市場に依存していたc しかし戦後の台湾農業1i

このような日本時代の植民地農業から解放され，主体的条件と市場条件の変化のなかで独立農業とし
て

の道を歩んで来たc

戦後の各種産業の生産額の変遥を表s.re示した。ここに掲げた年次は， 1 9 5 2年が第 1次4カ年計

表5. 各種産業の生産額と農業の位陛
（単位：億元）

年 次 総 計 農 業 工 業 林 業 水産業 その他
農業の占

める比率

1952 1 2 8. 4 6 1. 5 5 1. 5 4. 7 6. 6 4. 1 4 7. 9 % 

1 9 5 6 2 7 1. 5 1 l l. 6 1 3 2. 8 6. 6 1 2. 0 8. 6 4 1.. 1 

1 9 6 0 5 3 3. 7 2 1 8. 7 2 6 0. 8 1 4. 2 2 4. 7 1 5. 1 4 1. 0 

1 9 6 4 9 2 4. 3 3 1 2. 1 5 4 4. 1 1 7. 1 2 9. 7 2 1. 4 3 3. 8 

1 9 6 8 1,4 8 2. 1 4 0 6. 3 9 5 7. 6 3 0. 4 5 1. 9 3 5. 8 2 7. 4 

（注） 農業には畜産を含む

画が始まる前年， 1 9 5 S年がその侵終年， 1 9 6 0年が第2次4カ年計画の， 1 9 6 4年が第3次(/),

l 9 ,:; 8年が第4次のそれぞれ最終年というよう ('C, 戦後の注目すべき年であるc

表によると戦後各種産業が急速tこ発展したrーとがよくわかることくに目立つのが工業であり，農業も

発展はしているものの，全体の生産額の中で農業の占める相対的比：直、ましだいに低下しているc

次に農業内における各種作目か生産額の勁向を表 6.に示した。表りてよれ(・'!, 米を含めた普通1乍物は依

表 6. 農業生産物の生産額
（単位：億元）

年 次 総 計 普通作物 特用作物 園芸作物 畜産物 養 蚕

2 1 8. 7 1 2 0. 0 2 8. 6 1 6. 3 5 3. 7 0. 0 5 
1 9 6 0 

(1 0 0) (5 4. 9 J (1 3、1) (7. 5) (2 4. 6) (0.0) 

3 1 2. 1 1 4 6. 5 5 6. 9 3 3. 2 7 5. 4 0. 0 6 
1 9 6 4 

(1 0 0) (4 7. 0) (1 8. 2) (1 o. 6) (2 4. 2) (0.0) 

4 0 6. 3 1 8 1. 7 4 2. 5 6 9. 8 1 1 2. 3 0. 0 6 
1 9 6 8 

(1 0 0 J (4 4. 7 J (1 0. 5) (1 7. 2) (2 7. 6) (0.0) 

（注） （ ）内は各年次の総計を 10 0とした比率。
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冒

急として農産物の中の大宗ではあるが，その比重ほしだいに低下し，園芸作物と畜産物の比重が増加し

ているc

さらにこの関係を主要農作物と畜産物について示したのが表7.である。表には戦前の生産量甑馬の年

0値を 10 0としたときの戦後の変遥を指数で示してある。

表 7. 主要農作物・畜産• 林産• 水産の生産盤 （農業年報）

種 類 日本時代の最高年 1 9 4 6 1952 1 9 5 6 1 9 6 0 1964 1968 

米 1 0 0 t 19 3 8) 64 1 1 2 128 1 3 6 160 . 180 

甘 語 1 0 0 l '3 7) 7 5 1 1 8 1 4 5 1 6 8 1 8 9 195 

小 麦 1 0 0 ( '4 1} 2 0 253 4 1 3 6 9 5 3 0 1 261 

落花 生 1 0 0 (. '3 7) 1 1 8 1 8 9 2 5 8 3 2 2 365 336 

大 豆 1 0 0 l '2 2) 5 8 208 376 7 4 9 8 1 9 10 3 8 

キャッサバ 1 0 0 （ '4 0) 7 4 97 121 1 5_9 .2 4 2 -3 4~ 

茶 1 0 0 ( '1 7) 1 7 67 78 101 1 0 7 142 

甘 蕪 1 0 0 ('3 8-3 9) 6 3 7 55 5 6 5 6 6 1 

ク ，，ヽ． コ 1 0 0 l '4 2) 4 9 1 155 1,6 2 229 210 

黄 麻 l O 0 ( '3 9) 8 141 11 3 1 3 5 107 86 

亜 麻 l O 0 t '4 3) 5 2 9 6 181 -360 , 3 3 7 

サイザ Jレ 1 0 0 （ '4 2) 3 6 3 62 393 5 7 9 .475 

シトロネラ 1 0 0 ¥ '3 9} 4 783 6 4 1 530 870 387 

’‘ ． ナ ナ 1 0 0 ( '3 7) 24 49 27 52 1 2 a、 295 
J ゚ヽ イ ン‘ l () 0 l '3 9) 1 2 43 5 7 1 1 4 1 4.2 2 1.4 

柑 橘 1 0 0 (. '4 1) 5 2 72 9 1 1 3 6 264 453 ： 

野 菜 1 0 0 (. '3 6) 78 141 1 5 2 1 8 2 221 275 

牛 1 0 0 ( '1 0) 5 8 80 8 6 88  80 11 4 

豚 1 o o l '3 5) 4 1 1 3 9 1 6 2 1 6 9 145 161 
鶏 1 0 0 ¥ '3 8) 6 4 7 9 95 1 0 8 120 194 

家 鴨 1 0 0 ,( '4 2) 6 0 105 1 2 1 1 3 8 1 6 0 263 

木材生産 1 0 0 ( '4 2) 1 9 76 84 140 182 190 

水 産 1 0 0 t '4 0) 4 3 102 1 6 2 217 3 1 5 444 
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各作物，種類とも全体として生産量の伸びほ極めて顕著である。とくに普通｛伺勿では大豆・落花生・

キャツサバ，特用作物ではサイザル・シトロネラ・亜麻，園芸作物では柑橘・野菜，畜産物では家鴨の

伸びが大きい。 そのほか水産の発展の著しいのが目立っている。

このような全体的発展の中で， ひとり甘蕪のみが戦前の生産量にはるかに及ばず，

伸びもこく最近までは極めて低調であったことがうかがわれる。

1) 主要農作物の生産

台湾の農作物の稲頴はきわめて多いが，主要なものほ，普通作物では，

おもろこしなどが，特用作物では甘蕪・茶・クパコ・シトロネラなどが．

イン・柑・野菜などの作付面稼．生産量が多い（参考資科参照）。

パナナ・米はそのまま，甘蕪・マシュル—ム・アスパラガス・パインなどは加これら農作物のうち，

工品として輸出されている。

(1) 

米ほ台湾農業でもっとも重要な作物である。

米

とくに戦後の急激な人口増加に対し，

きたのも米の増産に成功したことによる。

台湾て社気候温暖なため年2回の栽培が可能で，かんがい水の十分なところでは広く 2期作が行なわ

また陸稲も栽培されるが，面積で1.5劣，収穫量でo.7 q6にすぎず，ほとんど問題にならな
い。水陸稲いずれも梗米と襦米が栽培され，水稲襦はさらに蓬莱米と在来種に分けられる。

これらの米の種類別VC1968年の生産状状況を示したのが表8である。この年は栽培面絞で79万

れている。

ha, 収穫量252万t

（玄米）， ha当りの収量

は3.2tであった。

図5.ほ戦後の米の生産を

示したものであるが．稲作

面積がほとんど増加してい

ないにもかかわらず，生産

量が顕著な増加を示してい

る。 この原因は単位面積当

またバナナ，牛の

米・甘藷・大豆・落花生・と

また園芸作物ではパナナ・パ

その食稲を確保で

りの収量の増加によるもの

である。 そしてこのような

収量の確実な向上ほ，農地

改革などによる農民の増産

意欲にもよるが，主として

品種改良，施肥法改善など

の技術の進歩によるもので

ある。

（蓬莱米J

台湾の水稲は大別して日
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表 8. 米の種類別生産
(1968) 

米 の 種 類
栽培面租 収 稜 量 収量/ha 

(1,000haJ (1,000 t) (t) 

米 7 8 9. 9 2,5 1 8. 1 3. 1 9 

（ 3 4 0.1 ） 
4 4 9.8 

（ 1,2 2 0.1 ） 
1,2 9 7.9 

（ 3.5 9 • 
2.8 9 ） 

水 稲 7 7 8. 0 2,5 0 0. 0 3. 2 1 

（ 3 3 9.1 ） 
4 3 8.9 

（ 1,2 1 8. 7 ） 
1,2 8 1.3 

（ 3.5 9 
2. 9 2 ） 

水稲梗米 7 6 1. 6 2,4 5 2. 8 3. 2 2 

（ 3 3 1. 6 ） （ 1,1 9 4.4 ） 3.6 0 
（ 2.9 3 ） 4 3 0.0 1,2 5 8.4 

蓬 莱 米 5 6 8. 6 1,8 5 2. 8 3. 2 6 

（ ?. 2 2.5 81 2.3 （ 3.6 5 

3 4 6.1 ） （ 1,0 4 0.5 ） 3.0 1 ） 

在来梗米 1 9 3. 0 6 0 o. 0 3. 1 1 

（ 1 0 9.1 
8 3.9 ） 

（ 3 8 2.1 
~2 1 7.9 ） 

（ 3.5 0 
2.6 0 ） 

水稲襦米 1 6. 4 4 7. 2 2. 8 8 

（ 7.4 （ 2 4.3 3.2 8 

. 8.9 ） 2 2.9 ） （ 2.5 7 ） 

円 橋 米 1 2. 0 3 4. 8 2. 8 9 ・

（ 6.0 （ 1 9.0 3.1 5 

6.0 ） l 5.8 ） （ 2.6 3 ）、

長 襦 米 4. 4 1 2. 4 2. 8 4 

（ 1. •l 5.3 3. 7 2 

2.9 ） （ 7.1 ） （ 2.4 1 ） 

陸 稲 1 1. 9 1 8. 1 1. 5 2 

1.0 1.5 （ 1.4 9 
（ 10.9 ） （ 1 6.6 ） 1.53 ） 

陸稲梗米 1 1. 1 1 7. 1 1. 5 3 

0.8 1.2 （ 1.4 6 
（ 1 0.3 ） （ 1 5.9 ） 1. 5 4 ） 

陸稲襦米 0. 7 1. 0 1. 3 7 

（ 0.2 
0.5 ） 

， ヽ0.3 
0.7 ） 

（ 1.6 0 
1. 2 8 ） 

（注）（ ）内の数字は，上が第1期作，下が第2期作を示す。

-21-

I 

L_ __一-----



本型（蓬莱種）とインド型（台湾在来種）の 2つのクループに分けられる。蓬莱種は一般に台湾在来に

比べて適応性が広く．多肥に耐え早熟で肥えた水田で多収を示すc 一方台湾在来は用水施設不良で水の

供給が不規則な地区に適し，田植の遅延，いもち病．害虫にも被害を受けにくいという特性がある。

蓬莱種は戦前，日本人の食味に適するものとして， 1920年ころより一般に栽培され，年々作付頁

積が増大したが，戦後一時減少した。蓬茉種は肥料不足の場合は多収性を発揮できなかったためである

肥料の供給ができるようになって，蓬莱種の作付が再び増加した。が，

蓬莱種にも多くの品種が

あり， 1929年に育成さ

れた「台中 65号」は有名

で広く長く栽培された。戦

後の品種改良でこの品種に

優る新品種が数多く育成さ

れた。嘉農242号，台南

5号などは多収であるばか

りでなく，いもち病にも抵

抗性があった。一万インド

系の中で「台中在来1号」

は台湾ではじめて交配によ

って育成した品種であり，

この品種のもつ短稗・耐肥

性・適応性広く多収性の点

がかわれ，台湾で広く栽培

されているだけでなく，多

くの東南アジア諸国でもて

万 ha
80 

70 

＾ 栽
培
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面 50

積
....., 40 

水稲（計）
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蓬莱米の栽培面積の変遷

.1960 1968 

はやされている。

このように戦前には蓬莱種は在来種に比ぺ明らかに多収性であった。戦後まもなくは蓬莱種の品種改

良に力をそ如ぎ多くの優良品種を作出した。しかし近年台湾在来のインド系の品種改良にも力を入れ，

この種にも優良品種が多数作出されるに到った。図7は戦前戦後の蓬莱種と在来種の面積当り収量の変

遷を示したものである。これは単に俊良品種の普及効果を示すものでなく，施肥・水管理その他の栽培

技術の進歩の効果をも示すものであるが，戦前在来種が蓬莱種に比ぺ，低収で不安定であったことに比

べると，戦後は在来種にも蓬莱種に劣らない優良品種が出現したことを示すものであろう。

(1期作と 2期作）

台湾は気候が温暖なので年2回の稲作ができる。第1期作は 1月から 4月に移植し，

収穫される。第2期作は6月下旬から 8月ifC移植され， 9月下旬から 11月下旬に収穫される。

＇ 
‘̂ 

5月から 7月に

（写真1)

移植・収穫の時期は場所によって違い．その様子を次表に示す。第1期作では南ほど明らかに作季が

早いが，第2期作ではそれ程明瞭ではない。次に第1期作より第2期作の栽培面積が多いが，面積当り
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収最は第1期作が明らか

に多い

（参考資料 4.

(2) 甘藷

甘藷は米に次ぐ主要f乍

物である。

参照） c 

細にもされ

るが主として豚の飼料と

なる。 19 6 8年の作付

面租は24万 ha,収稜

最34 4万 t'

の収謙は14.3 tであっ

た。甘藷の栽培は大考<

分けて秋植と春植がある

ha当り

が，秋植が約 85~ を占

めている。栽培は全省に

わたって行なわれている

が，台南・雲林・彰化・

嘉競県が主産地である。

戦後の生産状況の変遷を

表

（注）

小麦

（
ヘ
ク
ク
ー
ル
当
り
収
組
）

t 
3.2 

a.o 

2-8. 

2-6 

2-4 

2.2 

2-0 

1、8

1-6 

1-4 

9. 

19Z? 

図 7. 

1980 

水稲の田植お

1940 

よび収穫期

台湾経済総合研究（下）

1950 

蓬莱米の．収最の変遷

• 細．

第 1 期水稲 第 2 期 水 稲
地区

』，

田 植 収 穫 田 植 収 穫，

ムロ 北； 2中 -..3下 6下....7中 7中~8下 10下-11下

ムロ 中 1下--4中 6上 -1上 7中,_8上 10中,._1 1下

ムロ 南 1中,_4上 5下-1中 5 f~  7下 9下~11下

高 雄 1上 -2上 5中-6下 6下~7下 10中~11下

図 8.に示す。近年の生産量の増加傾向は主として面積当り収羞の増加によるものである。

1968 

(3) 

小麦は台湾では重要作物とはいえない。主として第2期作と第1期作の間の冬作物として水田に栽培

されている。栽培の中心は中部地方で台中県がもっとも多い。 1968年の栽培面戟ほ8千ha足らず，

生産量は 1万 7千 tで，最盛期の 19 6 0年の2万5千hatc比べると顕著な減少を示している。小麦

の普及はクバコ・亜麻・野菜・甘藷など他の冬作物との競合関係にあるので， これらの作物間の価格差
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に支配されるところが大

きいc 戦後の生産状況の

変遷を図9に示す。

(4) 

大豆は落花生と共に台

湾では食用油と豚の振白

質飼料として重要である。

大豆

大最の大豆を輸入してい

るので，外貨節約の面か

らも国内産大豆の生産増

加ほきわめて重要視され

ているc 1 9 6 8年の栽

培面積は5万ha, 生産

量は7万 t余で，栽培の

中心地は南部から中部お

よび東部で，屏東•高雄

県が主践で，識・ 花

蓮県がこれに次いでいる。

図 1o. に戦後の生産状況
の変遷を示す。

(5) 落花生

洛ィ七生ほ甘蕪・甘藷・

陸稲などのよい輪作用作

物として適しており，

た最近食用・飼料および

食用油の需要が増加した

ので，栽培面積も戦後増

加した。雲林県が栽培の

次いで嘉羨．中心地で，

彰化県などが多く，

ま

また

東部台湾でもかなり栽培

されている。 1 9 6 8年

の栽培面積は10万ha

弱．生産量11万 t程度

であった。生産状況の変

遷を図 11. に示す。
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(6) とおもるこし
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多くはないが．

とおもるこしの栽培ほ

食糧と家

畜の飼料の需要が増えた

ため最近栽培面栢が急増

した。台東・花蓮県など

東部台湾に栽培が多く，

麟・台南県がこれに次

いでいる。 1968年の

栽培面校2万 ha余，

産祉は5万 t余であった。

戦後の変逃を図 12. に示

生

す。

{7) 茶

台湾茶の約 75%は輸

出される。現在栽培面校

は3万 6千ha, うち摘

採できる茶園が3万4千

ha余． 粗製茶の生産量

ほ2万 4千 t余である。

台湾茶は大別して， 緑茶

・紅茶・包種茶・烏龍茶

の4種がある。

j
_
|
1
 

これらの

うち緑茶と紅茶か輪出さ

れる。栽培は主として北

部（台北・新竹・桃園県）

と中央部（南投県）であ

るが．東部台湾にアッサ

ム茶園の増殖を計画して

いる。

(8) 甘蕪

甘蕪は米とならぷ台湾

の主要作物であるが．戦

後ほ食糧の確保が至上命

令となり．甘庶作は大き

な圧迫を受けるに至ljった＝

その第 1は北部はすぺて

米作とし．甘庶作は南部
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に集中するといういわゆ

る南糖北米政策が推進さ

れたことである。 その結

果戦前北部にあった 6エ
場はすべて整理され．

部の 12工場も 4工場に

中

玉蜀黍 18 
減少された。南部は工場

数は28から 19に減少

したが．能力は倍増され

このような状況下でた。

作付地も北部には全くな

くなり． 中部も半減し大

部分が南部に集中した：：

（写真2)

すでにみたように他

の作物が日本時代の最盛

期の生産量をはるかに越

えて 2-4倍と進展して

（
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1968 

いるなかで． ひとり甘蕪

作のみが60'1,程度に低迷しているのは，北中部を追われ南下したためて1まない。他作物との競ロム関係

が大きいとみるべきであろう。すなわち価格保証が米f乍に有利で甘蕪作に不利であることのほか，甘蕪

心 1-l直で18カ月，株出で12カ月という長い生育期間のため．甘藷・落花生・大豆・とおもろこしな

ど短期換金作物に比ぺ農民に魅力的でなかったのであろう。

1 9 6 8年の収穫面積は9.6万ha.収穫量は82 0万 t余．産糖量は87万 tであったc その主産

地は前述のように西台湾の中央部以南に集中し，台南県がもっとも多く．次いで嘉義・高雄・塞林・屏

東の諸県である。

(9) 野菜

台湾では約70種の野菜が栽培され. 1月から 3月がもっとも主要な栽培季節であり．

1 2月がこれに次いでいる。夏は野菜の生産が最低になる時期で特殊な野菜に限られることとなる。

次いで台北・台中・苗栗

1 0月から

野菜生産の中心地ほ．量においても野菜の種類においても彰化県が第1で．

県の生産が多い。

台湾の野菜生産は多くの問題に直面している。その主なものは次のようである。①夏の気候に適する

優良品種．とくに葉菜類の品種のないこと ②しっかりした野菜種子の生産ならびに流通組織のないこ

⑧重要野菜の種子を地区別に生産する技術のないこと ④野菜の貯蔵・加工の方法が劣っていること

となどである。

野菜の栽培型は次の 4つに区分できる。

a. 家庭菜園：農家の自家消費用に作られる野菜で，各戸小面積で栽培されるc その生産を合計すれば
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野菜の全生産に占める割合は大きくなるか．ほとんど市場に出荷されないので経済的意羞ほきわめて小

さい。 ― 

b. 市場栽培：大都市周辺に発達した栽培型で．市場の要求を満すため周年栽培が行なわれている。

r:. 間作野菜：第2期作の稲の収穫後から第1期作の稲が植えられるまでの冬期に水田に栽培される。

冬期．稲の休閃中に作られるので主作物との競合がなく．大面絞に作付けできるので．台湾の野菜栽培

の主要型となっている。中央部，南部に多く．全野菜栽培面積の半分を占めているc

d. 促成栽培： 夏の出荷をねらって．晩春から初夏に早生品種をまき付ける栽培型で．トマトやキャベ

ツなどが標邸の高い地方で栽培されている。生産蛍は問題にならないほど少ないが．需要の多い夏季に

出荷されるので価格は裔いc

最近増加した野菜では．たまねぎ・すいか・アスパラガス・さやえんどう・マシュルームなどがある_o

アスパラガスは台湾のような高度の輪作体系をとるところでは導入しにくいと考えられていたが 19

5 5年台北区農改場で．つゞいて台南区．新竹区などの農改場て拭験栽培をしその成績がよいことから．

1 9 6 0年こ・るから農家での栽培が始まり， 1 9 6 4年ころから急に増加し 1966年には1万haを

越す栽培面校となった。

またマシュルームは．台湾省農業試験所が JCRRの協力をえて， 19 s・o年以来栽培技術⑪計究を

行ない， 1 9 5 5年冬季栽培法を確立し．て以来一段と盛んになった栽培法にはもう一つ夏季栽培法が

あるが．これらを合せて生産量は1963-1964年tc2.3万tが19 6 s・-196 6年にs・.s万t

1967 ........ 1968年に 52.4万 tと伸びている。主要産地は彰化・台中県で．．これに次いで苗栗・台

南•新竹県などが盛んである。

UO) バナナ - -) 

バナナは台湾の重要な輸出f伺勿である。主として畑地・山地に栽培されているが．近年は南部水田地

帯への進出が目ざましく．米作との競合が考えられるようになって来た， ― 

現在の主産地は台湾中部と南部であるが，中部は山地バナナ．南部はポ丑バナナである。その中心県

は中部は南投・台中県．南部は屏東・高雄県であるか．南部は肥沃な水田で栽培されるので，面積当り

の収量は中部の 2倍に及ぶことが特徴的である。（表 10.) 

表 10. パナナの産地と産量

地 区 収穫面稜 収穫量 ha当収量

千ha 千 t t 

中 ｛ 南投県 1 2. 0 1 ヽ~ 〇.6 9. 2 

部 台中県 4. 3 5 5. 6 1 2. 9 

南｛ 屏東県 1 0. 5 2 2 4.1 21. 4 

部 高雄県 7. 5 1 5 o. 0 1 9. 9 
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Ull パイナップル

パインはパナナに次ぐ輸出作物である。 19 6 8年の収穫面積は 1.18万ha, 収穫frt31.l万tで，

その主産地は彰化・南投・台東・高雄・台南の諸県である。

U2l 柑橘

現在．柑橘は生産泣からいうとバナナ．パインに次ぐ第3の重要果樹であるc 産地は南部より北にか

たより，主要産地は台北県が飛び抜けて多く．新竹・品義・台中の諸県がこれに次いでいる。

台均の即裔類の脚印れ多いか．多くの欠点がある。すなわちポンカンとかクンカンのような主要品種

はいずれもダプダプの支で．芳香を持つが貯誠と結送に適していない。これが欠点の第 1で，次の欠点

として．各品柚が混植されていることがあげられる。

そこで改良オレンジのような竣良品種が外国から導入されるとか．この国で育成されるならば柑橘の

栽培面積ほ拡大されると考えられ．とくに東部台湾はその有望地であろう。

（上記以外の作物については．参考貸科参照のこと）

2) 家畜生産

台湾の畜産総生産額は 11 2低元余で．塁業生産総額の中で占める割合は27. 6 %となっており．普

通作物に次ぐ重要産物であるc

畜産物の中では豚が主力でその生産額は 73低元で畜産総額の 65 祐余を占めている。次いで鶏•あ
ひる・が鳥・水牛・黄牛などがあげられる。また牛乳 (1.5万 t) ・鶏卵(4.3億個）・家鴨卵(4.0

億個）などの生産がある。

3) 林業生産

1 9 6 8年の森林面稜は22 2万 ha余．蓄校量は2.4億立方米である。同年の植樹面積は 3.3万

ha, 伐採面積は1.1万 haであり．その材稜は 15 6万立方米であった。

4) 農産物の流通

一般に台湾の農産物の商品化率はきわめて高<.最低の米・甘藷も 55%が商品化されている。

台湾の農産物の流通組織はそれぞれの農産物ごとに特有な仕組をもっているが．ここでは米と甘蕪に

ついて述ぺる。

(1) 米

年々台湾の農家は玄米にして2-30 0万トンを生産し．その45希を食糧，種子．飼料などに消費

し．残りの55%のうち 30%は政府の購買ルートにのり．残りの25%は自由な市場価格で取引され

ている。政府の糧食局(Provincial Food Bureau Jは肥料や衣料などの現物と米との交換

ゃ這の税金の物納などを通じて米を集荷して統制に乗せている。これらの業務とあわせて政府米の貯

蔵や調製加工等を農会が政府から委任されておこなっている。政府米(Government rice)は

軍人，公務員．学校の先生．鈎山や製塩で働く労働者のような計画に含められた人達とその家族に供給

されている。また政府は．米の値段が余り激しく変動する際には政府米を注入することによってその安

定をはかるよう操作している．。

自由米(Free market rice Jは通常のコマージャル・ペースで様々な市湯を通過して，消

費者の手にとどけられる。

(2) 甘蕪と砂糖

贔
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製糖には2つの型がある。 1つは台湾糖業公司 (Taiwan Sugar Corporation, 

の組織で．全省的企業であり近代的な設備をもっている。他ほ私企業で，赤砂糖(brown

を饂しているが数丞的に問題にならない。 TSCは全砂糖生産の約 98~( 年間 ao-100万トン）

を生産しているが．房料•ほ契約染家や自営農場から集めてくるc 原料の生産地は豊沃な中央乎原や南部

台湾で. TS Cほ原料や生産資材の運搬（ときには住民にも利用できる）のために鉄道網を持っているc

TSCと契約している農家は渡した甘蕪からとれる精製糖の 55 9hを取分として受けとるが. 1部は消

費市場に 1部ほまた輸出用としてTSCに売ることになる。毎年1o-1 5万tの精製糖が消費市場に

大部分が菓子などの加工用に向けられている。

sugar) 

出廻っているe 個人経営の工場で製造される赤砂糖ほ．

3. 台湾雑観

1) 糊仔栽培

T'SCJ 

温暖な気候に恵まれた水利のよいところでは．水稲の2期作ができるが．稲作と稲作との間の期間に

野菜その他の畑作物を作る多毛作がよく発達している。これは食糧増産と農薬収入の増加をねらいとす

るきわめて労働集約的な農法である。多毛作の作付方式を例示すれば次のようである。

2
 
毛作

3
 
毛作

4
 
毛作
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糊仔栽培（後作を前作の間作にする）を示すc

閑）

冬作―-

稲の第1期作と第2期作の間に比べ．第2期作から第1期作に移る期間が長いので．

を入れて 1年に 5作という多毛作の研究が台中区農業改良場で行なわれ，実際にもかなり行なわれてい

この期間(IC2作

るという c

ここで面白いのほ前作の立毛の間に後作の種子や苗．を植えるやり方である。畑でほ麦間に甘藷や落花

生を植えることはわが国でも行なわれているで珍らしいことではないが．台湾では稲の間にやっている。

これを糊仔（コア）栽培という（英語では relay

この方法は戦前に始まったことで， 「元来甘蕪苗を水田t'C早期挿植を行なう

第2期：水稲の出穂期前後まだ落水しない水田の稲株間の泥土面

その状態があたかも泥土をもって甘蕪苗を田面に「のりづけ」したような状態を呈す

ることによって生じた台湾の方言である」という c この方法により後作物の生長期間を延長できるとか．

労働のピークを崩すなどの利点が多いことから．甘蕪に限らず落水期以後の水田で行なう水稲条間播

と訳している） c 

ための万法として案出せられたもので．

planti咄 あるいは relay interplant--
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種．幼苗の条間移植などKも拡張して瑚仔と呼ぷようになった。その作物は甘語をはじめ各種畑作物・

野菜が多いが特殊な場合にはぷどうの糊仔栽培すらあるという。（写兵 3)

このように水田には年中何かが栽培されているe 私か訪ねたのは 12月であるが．早生の大豆が黄11..

み，甘藷・クパコが背々と育ち．耕地はすべて畑作物で被われていたc ここがもう 1-2カ月すると一

面の水田になると開いて鵞いた次第c 台湾には日本のような水田と畑という区別はないようであるc

しかしこの固でもすでに都市近郊には貶業労働力の不足が始まり．槻械，ヒが話迎にのぽっていると開

く。 4毛作・ 5毛作という集約栽培，とくに糊仔栽培のような集約栽培がいつまて続けられるものであ

ろうか。

2) かんがい施設

台湾ほ降水蘇（年 1,7 0 0 - 3, 0 0 0 Tr.l!l)からみれば水ft源は豊窪なようであるか，年間の降水分布

が悪く．北部を除き大部分は冬期問極端な乾燥が涜く。天然の湖沼が少なく，河川は勾配が急て降雨は

一に海に流入し．せつかくの雨も利用率が低いc

戦前作られた貯水池（ダム）には有名な日月漑・烏山頭水庫（ダム）をはじめとする 8個のダムがあ

り，戦後は石門水庫疇白河水庫など 15個のダムが作られ． これらの水が台溶染業発朕の支えとなって

いるc さらに現在曾文水庫。後龍水庫などが建設中で． これら完成をみれば．台湾腹業は一段と安定向

上するものと期待されている.,

台湾の冬は北部を除き日照に恵まれた乾期である。豊富な湿度と日照の上に水がえられれば作物の生

育にはこの上ない好環境となる。

一方．多くの河川扇状地冗は地下水の豊富なところが多く，最近ばこの地下水利用についても注目さ

れ，深井戸，浅井戸が各地で多数作られている。

台湾では治水・用水関係はすぺて台湾省政府の建設庁水利局が一括して取扱っており 日本のように

農業用水のみ農林省が扱うというように分離されていない。

現地における用水関係の運営・管理は農田水利会という国笥団体が行なっている。大きい水利組合(J)

ようなものであるが。本部には立派な庁舎があり．必要な現地にかんがい管理処や水源管理処あるいは

工事事務所などの出先機関を持っている。役員は 3年ことに農民を主体とした会員から選出されるが•

執行部には農業技術者が多数いて水利局から依託された調査や試験も立派に実施しており，ほとんど役

所と変りない組織であるc

(1) 嘉義県の地下水開発

このように農業用水の開発運営は水利局一ー農田水利会の系統で行なわれているが地下7.k.5利用のた

めの小規模な井戸の開発には，糧食局が行なっている。 7.Jo利局との分担は詳しく聞くことはできなかつ

たが．ダムの建設を待っていては現下の食糧増産に間に合わないこと，ダムができても遠隔の地ではそ

の恩恵に浴さないことなどの理由で．小規模の井戸は糧食局の系統で開発してよいということのようで

ある。

嘉義県ではこのような小規模の井戸の開発が盛んに進められており，その中の 1つ民雄郷の現地を見

学したが，これまで水稲の作られなかった丘陵地に広い水田が開かれ，農民は大変喜んでいる様子であ

った。

糧食局からの補助によるこのような地下水の開発は， 19 6 2年から始まった民雄丘陵地帯開発事業
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に端を発し現在に到っている。すなわち 19 6 2年の初年度は嘉義県と民雄郷で試堀費を折半して2個

の井戸を堀り， 1 9 6 3年には，粗食局と県および郷が％づつ負担し 10個の井戸を堀った。曲績がよ

いので19 6 4年には農民が自弁で47個の井戸を堀っており，この3カ年に計59の井戸ができ，

1,2 0 0 haの水田ができた。

これを契機に 19 6 4年に第1次奨励開発が始まり， 19 6 9年までに嘉謡県全体で71 2個の井戸

が開発された。この事業が好評なので引読き第2次開発が19 7 0年から始まっている。

糧食局からの補助金は 1次・ 2次とも井戸の種類によって違うが， 1次では70m以上の深さで5馬

カ叫の揚水ボンプのもので1万元， 2次ではさらに 1o_om以上で-~-5 馬力以上のボンブの場合を追

加し!これに 1.5万元の補劫を行なうこととしている。

写真の井戸ほ民雄郷で見た 1例であるが，これほ19 6'1年に堀つた井戸で，深さlBOm,-10イ

ンチのパイプを使い 10 馬力の揚水ポンプを付けて捻り，約 lc_~ha_の水田をかんがいしている。
：『 （写真4. 5) 

民雄郷は丘陵地なのでかなり深い井戸になっているが，屏東平野では地下水位が高く浅井戸て溶湯に

地下水利用ができるので，各地に古くから井戸が作られ広く農業用に使われている。この地方て社河川

水の利用より地下7虹岬が多いように見られた。大きい農家は個人所有のかんがい用井戸を持っているc

（写真6. 7) 

(2) 嘉南地区の輪作方式

嘉南農田水利会地区ほ嘉南大サIIといわれる台湾南西部の平野地帯で，北ほ濁水渓から南は台南市の南

の二仁淡に到る 11 OKm, 東は中央山脈！且鷺から西は台湾海峡に到る 7!Kmの間の広い地区である。

この地区のかんがいの起源は戦前 19 3 0年烏山頭水庫(19 2 0年着工，責任者八田与ー）および

濁水渓かんがい施設ヵ完成したときに始まる。嘉南農田水利会はこのときにできた嘉南大サII水利組合を

引続いたものである。戦後嘉南大サII農田水利協会，嘉南大ガII水利委員会などの改組を経て， 1956年

現在の嘉南農田水利会となったものである。

この地区は現在烏山頭水庫を水源とする 9.7万ha,濁水渓を水源とする 3.8万haぷよび新虎尾渓

を水源とする 1.3万haなどの 3系統14.8万haのかんがい面積を持っている。（写真8. 9) 

これらの水源からのかんがい水量では，これだけのかんがい面殺をまかなうには水量が不足したので

輪流かんがいがここの地区ではじめられた。そしてこの地区独得の3年輪作かんがいおよび 3年2作水

稲 1作甘蕪かんがいなどが行なわれるようになったo

その方式は大要次のようであるe 大体 15 0 haの水田を1給水区とし,1給水区はさらtc3小区に

等分し，この小区間で水稲，甘蕪，畑作物を輪作し，各小区とも 3年に 1度水稲が栽培できるようにす

るのである。すなわち，標準的な耕仰l員序は次のようである。

甘 藷 緑肥・落花生
i 甘蕪→緑肥→水稲→ ｛ → ｛ →甘蕪
r 其他雑作 陸稲・大豆

tS) (Q ⑲ 閥 田⑲

：
 I
 

［
 

これの繰返しで3年輪作となる。この様式を図示すれば図13. のようである。
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←第 1年 中 第 2年 ＊ 第 8 年~
かんがい期

第 1小区 ■■ • 
作 物

V/////f/////hん入 G一I M p 

かんがい期 ． ．． 
第2小区

以。 Ell I ＼ ~/祝菖作 物 M p 

かんがい期 ■ •• 
第8小区

作 物

＇ M ＼ 
p 

図 18. 8年輪作かんがいの標準図

ただし，濁水渓の系統で地下水を開発しこれを補助水源とすることのできる地帯には 19 6 0年以降

3年ム作水稲のかんがい方式が行なわれるようになった。その標準的な耕作順序は次のようである。

甘蕪→｛
雑作（落花生） 雑作（甘藷）

→水稲→｛ →水稲→甘蕪→
緑豆・米豆•田晋 （豆類）落花生・大豆

(S) (M1) (R) (的）⑲ (8) 

これを図示したのが図14. である。

以上の3年輪流かんがい区の中にも 1部の地帯では別水源を併用してかんがい水量の多い地帯もあり，

また全く別の水源のみで水不足なくかんがいされているところもある。そのようなところでは毎年 1作

または2作の水稲作を行なっているところもある。将来曾文水庫ヵ完成して水に余裕ができれば，一番

制浪の多い3年輪作かんがいから3年 2作水稲あるいは1年 1作水稲など，水稲の多作方式に移行する

ものと考えられるc

(3) 桃園地区の輪流かんがい

樹地区の輪流かんがい (rOta ti Ona I i r r i g at i on Jは，前項嘉南地区の3年輪作かんが

いとは異なるc 間断かんがいあるいは輪番かんがいと思えばよいc かん、力かの間隔ほ粘質土の場合7~

8日，砂質土で2-3日で， 1日の給水量はそれぞれ 7~8u, 1 5~2 0四が標準とされている。

輪流かんがいの基本単位は 50 ha程度の輪区で，これを 5~6個の単区に区分している。各輪区こ
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←第 1年 ~ 第 2年 ＊ 第 8 年~

かんがい期
第 1小区

作 物

かんがい期

第2小区
． 
ー•作 物 M2 

かんがい期

ー•第8小区

作 物

図 14. 8年 2作水稲 1作甘蕪かんがいの標準図

とに 1-...2人の水管理人によって配水が行なわれているc

公乎な配水をするためには量水・分水の設備が必要であるが，このための施設が未端水路に到るまで

当雌の水源である布緯の様子を写真10, よく整備され管理されている。桃薗地区の分水施設，

1 1, 

3) 

1 2に示すc

台湾の農家

,
1
,
1
_

．

9
•
9
.
L
h

・
1
1
,
9
,

、
ー

•
9

ー•

一

9 0万 haの耕地で87万余の農家が農業を営んでいるので，

さである。しかし経営規模別の農家戸数は次表にみられるように，

1 ha未満が67%という零細さである。

その平均耕地面積は1ha余という狭

0.5 ha未満の農家が38鳴を占め

このような小農の収入ほきわめて少なく，その住宅もおそまつである。糧食局は生活改善の1つとし

て小農のために住宅建設資金を低利（年6分）で融資する政策を進めている。貸付対象農家は原則とし

て，耕作している水田面積が0.5ha未満の小作農，あるいは耕作水田面積が0.3ha未満の自小作農

である。畑I・辺例えば水田面積の½というような率で水田面積に換算するのである。将来ほ耕作水田面積

1 ha未満の小作農， 0.8 ha未満の自小作農， 0.6ha未満の自作農まで拡大する予定という。

（写真13) 

しかし台湾の農家は2-3haの耕地面積でも生活は苦しいと，たまたま泊り合せた温泉宿での農会

幹部の農家の話であった。今回は農家を詳しく見学できながったが，台湾南部の大農2軒を訪ねる機会

1軒は個別経営で水田 6haを耕作している。この水田に第1期，第2期の水稲，第2期作の

後に大豆を中心に西瓜などを作っている。第1期の収量はha当り 7.2t (籾），第 2期 4.8tが平均

をえたc
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表 11. 経営規模別森家戸数
(1966) 

総 計
階 層 自 作 自小作 小 作

戸 数 ，，， 

千戸 千戸 千戸 千戸
0. 5 ha未満 3 l 8. 3 3 7. 9 2 5 6. 0 1 9. 3 4 2. 9 

0. 5 - 1. 0 2 4 1. 8 2 8. 8 1 8 1. 8 3 7. 6 2 2. 4 

1.0-1.5 1 2 5. 9 1 5. 0 9 5. 2 2 2. 1 8. 5 

1. p - 2. 0 6 8. 2 8. 1 4 9. 5 1 4. 4 4. 2 

2. 0 -.. 3. 0 5 5. 5 6. 6 4 0. 0 1 2. 2 3. 4 

3. 0 -- 5. 0 2 s.:・2 3. 0 1 8. 1 5. 7 1. 4 

5. 0 ha以上 5. 5 0. 6 3. 9 1. 4 0. 2 

計 8 4 0. 3 1 0 0 6 4 4. 6 1 1 2. 7 8 2. 9 

ということである。 4人で耕作しているが，田植， )(1.J!Diの農繁期に人を雇う。台湾では1haいくらと

いうような請負制が普通だという。ここて社田植は 1ha当り 75 0元，稲刈は 14 0 0元（食事なし）

であるという。人が集まらないということはなく， 1haの所要労力は田植は 10人で1日，稲刈は

1 0人で 1.5日ぐらいという。この農家は12馬力のクボクの耕転機と古い 5馬力の耕転機を持ってい

た。

台湾の農家の構造は母屋が3部屋に分かれ，中央が玄関で中は仏埴・神棚があり応接室をも兼ねてい

る。両側が居室になっているのが普通である。大きい家はこの母屋を中心にコの字形に倉庫・畜舎など

が竹．れ，これらの前庭が物干場になるc この農家は右側の棟の一部に立派な応接間があった。

（写真14. 15) 

他の農家は鳳山の近くであるが， 4人兄弟の共同経営で 23 haの水田を耕作していた。このような

大農は日本にも少ないので，その住宅，倉庫，施設，装備はすばらしく驚かされた。台湾には兄弟が分

家しないで一軒として共同生活をしている場合が珍らしくないという。耕転機は 14馬力を 3台，防除

機は動力噴霧機7台もっているという。（写真 16 J 

訪問した農家の主人ほ，私の質問ほ完全にわかるし，先方ほ乎素使っていないので，話はたどたどし

いが日本語で答えてくれた。これなら農村調査は日本と同様に日本語で十分できると思った。

（写真17 J 

4) 大学入試と留学

台湾の大学入試のやり万は面白い。国立・省立・私立を問わず，大学入試は同一日に同じ問題で行な

われるという。受験生は入学希望校を 1位から 20位ぐらいまで/ll{v:を付けて申込んでおく。どの大学

へ入学させられるかは成績と希望J卿立によって決められる。國員がよければ希望順位の上位大学へ入学

できるが，悪ければ順位の低い遠隔の学校へ入れられることとなる。親元をはなれる子供も大変であろ

うが，下宿代に親も苦労だろうと尋ねたところ，そこほよくできたもので同じように遠方からこの町に

来る学生を下宿さすので下宿代は相殺できるとのことであった。
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ところがこのような公乎な方法にも最近困った現象柄起きているという。•高級中学（高校）時代は女

生徒の方が落付いてよく勉強するらしく，大学入試の成績は一般に男生徒より女生徒の方がほるかに良

｀いとい応その結果国立台湾大学などの優秀校では各学部とも女子学生が多く，ークラスの1o-S・O瘍

を占めているということである。このような傾向は日本の大学の文学部系統にも見られると聞いていた

が，この国では農学部にも現われている。いま本年在学の台湾大学農学部の男女別の学生数を調べてみ

ると，次のような結果であったc

L ・ヽ一

女子学生が多い学科

園芸学科 男 55人：女 12 3人

｛ 病虫害学科 66 1 7 7 

男女同数の学科

農学科 6 5 69 

｛ 農業化学科 1 3 3 1 5 9 

男子学生が多い学科

農業工学科 1 4 4 : 33 

森 林学 科 1 3 7 : 5 2 

畜産学科 7 2 : 24 

獣医学科 9 6 24 ． 
畔によって傾向がかなり違うが，女向きの分野では男子学生の2倍以上の女子学生がいることにな

る。

台湾の大学卒業生にはアメリカ留学するものが多い。これは国是として推進しているょうである。留

学生になるのは優秀な学校の瑚戦優良なものであるが．優秀大学に女子学主が多いことから，アメリカ

留学の資格をとる女子学生も多い。そして留学した女子学生はアメリカで同国人と結婚して，台湾には

ほとんど帰って来ないそうである。

・・ 教育制度の再検討ヵ泌
次代を担なう大学卒の男性の質の低下，留学による頭脳の流出が問題となり．

要だという声を度々閣かされたものである。
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第 2章 台湾の農業に関する試験研究概況

第 1節 農業技術に関係ある組織と機構

ー

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

農林庁

農林庁は省政府に属しわが国の農林省に似た業務を行なっている（第 1章第 1節参照）。

農林庁の主要業務は次のようである。

農業生産計画の立案と執行

農業の試験研究

農業の普及教育

優良品種の増殖と配布

(5) 

農民団体の指導と監督

農業経済資料の収集と分析

農業生産物の市場買売の促進

再植林と林産工業の管理監督

漁業生産の管理監督

傾斜地利用と土壌保全の改善

農林庁の内部組織は下図のようであり．国立の農林水産業の試験研究機関はすぺて農林庁に属してい

る。

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(10) 

QI) 

植物保護と家畜防疫

図 15. 

台

湾

省

農

特

植

畜

農

農

農

農 林 庁 の

産科

産科

物保護

牧科

業経済科

民組織科

業普及科

科

組

農

林

庁

織

所

秘

総

主

人

業

安

書

務

計

事

務検

全

室

科

室

室

査

組 室

農業試験所

畜産試験所

家畜衛生試験

林業試験所

水産試験所

台北区農業改良場

新竹区農業改良場

台中区農業改良場

台南区農業改良場

高雄区農業改良場

花蓮区農業改良場

台東区農業改良場

蚕業改良場

茶業改良場

林務局

漁業局

山地農牧局

種苗繁殖場

農業航空測量隊
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2
 

農業試験研究機関

1) 組織と機能

現在 20以上の農業試験研究機関に約 1/JOO名の科学者，技術者が働いている。研究機関の組織と機

能の概要を示生ば次のようである。

組 織 機 能

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(6) 

(7) 

(8) 

(ll) 

台欝省農業試験所とその分所

7つの地区農業改良場

茶業改良場

蚕業改良場

(5) 台洞種子事 業

国立台湾大学と省立中興大学の農学部

省立農業専門学校

植物研究所

(9) 

仰）台満煙草試験所

台洞糠業試験所

中国農業機械公司（私立）

(12) 台欝加里研究財団（私立）

基本および応用研究

試験と普及と研修

茶業の試験と普及と研修

蚕業の試験と普及と研修

種子の生産・加工・貯蔵の試験

教育と研究

教育と研究

基斃研究

砂糖の試験研究

クバコの試験研究．

農業機械化の促進と機械製造．

肥料試験

このように台湾における農業の試験研究ほたゞ 2つの民間機関を除けば，すぺて政府あるいはそれに

準する公的な研究機関によって行なわれている。このうち農林庁に属する試験研究機関の組織は前項の

図の通りである。中央に専門別の試験機関があり地区に地区改良場のあることは，我国と似ているが，

改良場で普及に J]を人れており，推広（普及）課を組織内に持~. 普及活動を義務付けているところに

特徴がある。

どないということである。

ければならない。

なお閣くところによると近い将来農業試験所は台中市の近郊に移転し（現在は台北市で台溝大学の隣）

7つの地区農業改良場は 4つに整備統合されるとのことである。 し

2)予算

試験研究機関の予算は当然農林庁から出される。しかしこの経常予算はここ数年実資的増額はほとん

したがって新らしい研究課題を始みるときは，必ずこれまでの課題を止めな

このような農林庁の予算のほかtcJCRR (農復会），農業研究中心からの予算があり，

なお依頼研究の形で糧食局その他から研究費が入る。とくに次項で述ぺるJCRRか・らの経費ほ重要であ

り，全体の研究費に占める割合もかなり大きい。 JCRRからの研究費は直接農民に役立つテーマに与え

られる立前のようであるが，必ず印刷費が付いており結果の報告が義務付けられている。またこの予算

芍温室の建設，自動車，特殊備品の購入もされている。農林庁の予算と.JCRRからの予算との割合ほ年

によって違うが農業試験所は前者が 50~40%,改良場は70~50%である。農業研究中心というのは

台薦大学，中興大学および農業試験所の協同で運営され，主管機関tc,台爵大学がなっている。国家科

学発展委員会から研究贄が来る。ただしこの研究は基礎研究で個人に支給される。これを受けるのは大

学と試験所の人が多い。

．．
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3) 業務管理

各政府機関には総務関係に必ず業務検査室や人事室がある。これらの組織は機関の長に属しながら仕

事の上では直接上部機関の同じ職務の組織に連がっているらしい。業務検査室は業務の進行を報告し，

また予算の使い方を検査する係であるが，研究機関でも行政と同じような方法で 1週間ごとに報告を求

められるので困っている様子であった。人事室は人事の事務を行う室である。この国では成績考評が最

近完全に行なわれるようになった。公務員は行政でら研究でも同じ方法で行なわれ考評のしかたは次の

ような項目につき点数を与える。

①試験あるいは学歴 (22点）＠澤作あるいは発明 (7)③訓練修学 (5)(! 痒歴 (1年につき 1)@

成績(1等 6, 2等 4, 3等以下 0)⑥単位主管の考評 (5)⑦委員会の考評 (5)@湘樟g長官の考評

(10)。（ ）内は最高点を示す。研究職は技正（技師），技士（技手），技佐（研究補助員）と分

れており，技正ほ簡任（直任官）と存任（高等官），技士は非任と委任（判任官），技佐ほ委任となっ

ている。これらの昇任は定員があれば技佐から技士には 4-5年，技士から技正には 7-8年を要する。 ＼ 

上級職に欠員ができたときは，候補者の中から点数の高いものがえらばれる。最近はこの成績のほかに

乎素の記録をとっておく 3カード制を始めた。新らしいこの成績考評について 44年 12月 28日の聯合

報は張記者の論評をかかげていた。その大要は次のようである。

『年も終りになるとまた公務員の成績考評が始まる。この 1年の服務成績如何の 1つの総決算の考評

である。今年の成績考評については公務員は例年より特別の関心を示している。これは現在の成績考評

は 3つの成績と 3つのカードの具体的事実に根拠をおいており，既往の如く上官個人の主観的印象によ

ることがなくなったことのほか，さらに今年から考評の結果は本人と密接な利害関係があるようになっ

た。すなわちこれまでのようにいたくもかいくもない関係ではなく，例えばもし 3年連続して 1等をと

ることができたら，政府は優先的に 22万元（約 200万円）を貸与して， 1軒の家を建てさせることに

なった。 3つのカード制度というのほ，公務員服務法と公務員成績査定法の規定により，各機関に動楕

記録，工作記録，品性生活記録の 3カードを設置し，記入するのである。勤惰記録カードは公務員の出

勤管理を強化し，遅舞，早退あるいは無届欠動の人に対し，人事機構が毎日記載する。直属上官がこれ

を考評査定したあと人事機構に送って統計分析する。品性生活記録カードは，各直属上官と人事機構が

共同して責任を持って記録する。この 3カード制実施以来．これまでのような遅郷早退の習性がなくな

り，動務時間には誰も動務しているようになった。また仕事の分配が乎均化し，行政能率も向上して来

た。さらに最近 1年間違法のために法院で審理された公務員の数は過去 3カ年の平均人数の70%.-Cま

で減少したという収穫もあった。この 3カード制度による総査定が年末に行なわれるのである。以前は

平素の記録が少しもないので各単位主管ほただ主観的判断によって決めており，公乎を期しがたかった

のは事実である。成績考評のしかたほ階級が 5等まで分れており， 1等は考評を受ける人員の％を越え

てはいけないことになっている。らし客観的根拠がなければ，どんな人を 1等にするか管理職にとって

大きい困難であった。そこでクライ廻しとかクジ引きなどの方法も考えられた。しかし現在は個人の乎

素の成績に対し具体的かつ確実な 3つのカードがあるので，年末の成績考評に公正客観的に使うことが

できるようになったし，年末にこれらのカードを使うように定められた。ただし 1等に列したものは％

の人員に制限しているため， 2等になった人に対しては前の考評点数によって登録し，これを昇給の根

拠とするとか，時を失せず奨励金を与えることができる』。以上のほかに優良新品種の育成者には，そ
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の貢献度によって昨年から最高 20万元 (180万円）の棄賞金がもらえることになった。 とうらろこし

の台南 5号，水稲の台南 5号はいずれも優秀な品種であって，昨年ぐらいの育成なら，褒賞に相当する

のだが少し早く世に出すぎたといわれる。

4) 会 議

12月ほ台湾の試験研究機関の会議ツーズンである。訪問した試験場で場長や主任に会えないときは

会議で出弧中という場合が多かった。わが国の各部門の総括検討会議の開かれる 2月に相当するようで

ある。

農業試験評議委員会（写真18)

麟の試験研究に関するテーマの調整や設計の審査をする会議で，省政府からの依頼で大学教授（評

議員）がこれに当る。委員会は農林庁の主催で開かれこれら大学教授の他に農林庁の担当者，各機國の

長， JCRRの主任者が出席して行なわれる。この会議では各場所（農業試験所，各改良場等）から出

た試験研究のテーマに重複ほないか，重要テーマが落ちていないか，設計の立て方ほ合理的かなどを中

心に審査する。毎年大体 12月下旬に行なわれる。しかしこの評議会議の下部組織として技術小組例え

ば稲作技術小組，玉米（とうもろこし）技術小組というように作物ごとの小委員会があって，農業印験

所や各改良場から次年度テーマとして農林庁農産科（特産科があるが，研究テー~tt隣する予算ほすぺ

這産科で一括取扱っている）に提出されたものは，それぞれ稲作技術小組．玉米技術小組などに仕分

けされ，小組であらかじめ検討される。全体の評議委員会では小組での検討結果に基づいて審査される

かなり形式的な年中行事のようである。このように農業に関する卸験研究のテーマと予算につい

てほこの評議委員会が最終決定機関（形式的には省議会の承認をえて決定になるが）であるが，．ぶもし

砂ことに予算との関係が檄妙である。経常研究費ほ据置予算で，この評議会議のときには総額が決っ

したがってこの会議で新らしいテーマを承認して~. 古いテーマが完了しているか，あるいほ
止めない限り．実際にほやれないことになる。どの古いテーマを止めるかは各機関にまかされている。

農業試験評議会のほか林業，畜産，茶業，蚕業などにもこれに準ずる会議がある。

(1) 

ので，

ている。

図 16. 新らしいテーマ審査系統図
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(2} (稲作）試験場所業務会議

稲作をはじめとし雑糧，畜産など専門分野ごとの農林庁が召集する全国会議である。ここでは晨栗・

畜産試験所と各区改良場のその年の試験研究の成果の報告検討が行なわれる。わが国の専門別総括検討

会議に似ている。これも 12月に行なわれる。専門分野により多少の相違はあるのであろうが一般には

関係各場所から提出された報告書は，業務会報としてまとめられ（綜合業務報告書，専題報告書）それ

によって会議が進められる。

この会議では成果の検討が中心で，予算たは直接関係ない。しかし前項の評議委員会での説明（とく

に技術小組における説明）とは重複する部分もあり次年度のテーマを審査する場合にはそれまでの成果

が当然問題になるので，両会議の統合が検討されているとのことである。

(3) 稲作改進会議

稲作のほか作物関係でいえば，維租改進会議，園芸改進会議，特産改進会議，植物保護改進会議など

がある。行政担当者，農会の推広（普及）関係者が集まり，その年の試験結果に基づき普及できる技循

の打合七を行なう。そして例えばどのような展示圃をと:.::.に設置するか，どのような品種の種子をどの

くらい配布するかなどの検討を行なう。

(4) 各地区農業推広会議（「推広」とは「普及」を意味する）

各地区ごとに年 1-2回の予定で，それそれの区の農業改良場の担当者と農会の担当者が集まって普

及に必要な事項の検討を行なう。

(5) 台湾省糧食会議

糧食局と農林庁の合同会議で，主として増産計画の検討を行なう。

5) 成果の公表

成果の公表は，上記各種会議に提出する報告書のほかに，各試験研究機関ごとの年報がある。農林庁

では'-れらの報告に基づき専門分野別の試験研究簡報（伊lぇぱ雑糧作物試験研究簡報）を編集刊行して

いる。これには大別された項目別に各場所の試験項目と成果が示されている。以上のほかに試験場所ご

とに詳しい研究報告書を刊行している。これは改良場より試験所の方に多い。またJORRからの補助金

で行なわれたものは特別の報告書を場所ごとに刊行している。また学会発表したものはそれそれの学会

誌（中華農学会報，台湾農業，中国園芸，中国農業化学会報，植保学会刊，農業工程学報など）に印刷

されるが，その別刷が著者の所属機関の名を付して公表されている。

3 JCRR (農復会）

1) J ORRの機構

通称JCRR(農復会）といわれる機関は，正式名を The Sino-American Foint Commission 

on Rural即 construet ion (中国農村復興聯合委員会）といい，大戦直後の中国農村の復興のために，

1948年臨時に作られた中国と米国の聯合委員である。中国政府の台湾移動と共にこの機関も移ったが，

農業の進歩に寄与した実績が買われ，現在まで 20年余存続されている。

最高幹部としての委員は当初 5人で 3人が中国人， 2人がアメリカ人で，委員長は中国人委員の中の

1人がなっていた。しかし 1964年以降中国人が 2人，アメリカ人 1人の 3人で構成されるようになっ

た。
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中米両国の機関であるから負II寸の当初から技術関係のアメリカ人も平均して 8~10人いたが， 1964

年以降は上記の委員 1人の他は全部中国人となった。

JCR的機構は図 17に示すようで，総務関係と各種の専門技術を司る 9組（部）からなっている。

9組のそれそれの分野は図で見られる通りであるが，

でいる。

これらに属する中国人技術者は 100人余に及ん

図 17. JCRRの機構図
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政府に国際技術協力委員会があって，東南アジアおよびアフリカなど発展途上国に対する農業技術援

助に関係する事項を処理しているが，この長はJCRR の総秘書が兼務しており，国際協力の面でも，

JCRRは活動している。

なおJCRRは正式の政府機関ではない。

府の各段階の機関と密接な関係を持っている。その様子を図 18tc示す。

したがってその職員も公務員ではない。しかしJCRRは政

-41 -



彎`疇讐

行 政
（監督関係）

院 1---------------------------------------------., 
＇ ＇ ＇ I 
, 
I 

＇ ： 

国際経済合作

発展委員会

台湾省

政府

C R 

！ ， 
I 

---------_, 
ヽ

----------------------1 

[「―-----r-------: 
I I 

＇ 
＇ 

衛 生処・---: 

＇ ＇ -------------―ー’I 
＇ I 
＇ ＇ ， I 
I 

＇ I 
I 

＇ I 

＇ ------------------------------------------: 
＇ ＇ 
＇ ＇ I 
I 

＇ ， 
----------------------·--·-----—; 

！ 
I 

＇ 
＇ I 

.. -----':" --------------. ------. ---. ------------: 
所 I- I 

＇ I 
＇ ， ， ， 

-----------------------------: 
＇ 

,---------------------_, 
＇ I 
’ ， 

農 司

生産委員会

農業技術顧問室

糧 食 局 I―1
： 

水 利

復

農 林 庁

局

興 課

民 政 庁

土 地 局

ビ Rl 

（

機

能

関

係

）

復一
興 股

農民 漁民

図 18. JCRRと政府機関との関係

-42-

-・ 一鼻i



L"~----- ・・

JCRRはこの他農会・農田水利会・漁業会などの民間団体とも直接密接t.1,;関係をもっている。

2) J ORRの援助方式

JCRRの事業目標は次の 5つに置かれている。

(1) 裁村の生活環壊を改善する。

(2) 食糧その他の重要作物の生産を増加する。

(3) 農村ならびに国家復興の国民潜在力を増強する。

(4) 各級政府機関が農村復興のために行なう事業を援助する。

(5) 教蓑ある背年達に事業計画に参加する機会を与える。

JORRの予算は中国の出資金とアメリカの資金で運用されていたが， 196_5年 6月30日アメリカ

の経済援助が打切られてからは，経済社会発展のための中米基金の一部で運用されるように変った。

JC邸の資金援助には，補助金と利子付貸付金の 2通りがある。いずれの資金も C.れがお役所的管

理下に入ることを避け，無駄を最小限に減らし，最終利用者に直接送金されること，一援助対象の課題

の遂行の各段階に JCRRがいつも詳細な監督をすること，これがJORRの援助方針である。このよう

な方法で援助が効果的に運用されたことは確であるが，公立機関内における予算の流れーと管理系統を

複雑にしているという欠点ほまぬがれないところである。（写真 19)

3) JCRRの主要成果

台湾農業の生長率は第 4次にわたる 4カ年計画を通じ，平均 6%1/C及び，この 4カ年計画の成功の

結果として 1965年には農業総生産高ほ 1950,:._-52年の平均生産高の2倍以上となったo・このような

農業生産のすばらしい上昇は，農業技術の進歩と改善によるものであり，その基礎は農林水産業にお

ける試験研究の成果とその普及に負うとこるが大きい。そしてこのような試験研究に対し， JCRRは

巾広く技術的ならびに資金的援助をして来たし．：また普及の面でい農会，農田水利合，漁栗会あるい

は 4Hクラプなどに対し援助と協力を行ない，大きい成果をあげて来たという。． ． 

そして←のような成果をあげ辺原因ほ， 1つには現存の官僚機構から狼立した援助資金の運用と特

別有利な月給制により優秀な専門家を保持しえたという JORRの独特の体質によるものであると

JCRRの資料では自賛している。

4 糧食局

政府の食糧政策の中心ほ食糧の確保と米価の安定である。米の供給を皇富にするために増産奨励を

行なう一方，直接米の流通機構に対して管理統制を行なっている。このような食糧行政を担当してい

るのが糧食局である。

糧食局の業務には食糧の管理統制，貯蔵。輸送。調節および食料工業などがあるが，そのため政府

米の集配．米穀業者の管理，米作に対する肥料貸付けなどを行なっている。

糧食局の設立は 1946年 2月であって， 1949年にはそれまでの肥料運錆委員会を廃し，局内に肥

料連銅処を新設した。

現在の糧食局は省政府の内部機構であるが本局は台北にある。省内は 7つの糧区に分けられ糧食管

瑯がそれそれの中心都市に置かれている。管理処の下に必要に応じ分処が配置され，さらに各県市

および主要郷鎮には糧食生産調査員が駐在している。その他直営の精米工場，肥料倉庫などがある。
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糧食局の組織を図 19.に，管理処および分処の配置を図 20.に示す。

秘書室

第 1 科

第 2 科

第 3 科 I ← 隆分処
台北糧食管理処

第 4 科 I し分処，
~ 
I 

第 5 科 I rl桃園分処
新竹糧食管理処

:1 戸
6 科 I □苗栗分処

日南投分処

台中糧食管理処

局 1 仁督導室 I ヒ分処

嘉継分処

台南糧食~
雲林分処

屏東分処

高雄糧食管理処

統計室 I し分処

人事室

台東糧食管理処

検査室

安全室 I l花蓮糧食管理処

専門委員

技 正

肥料運銅処

図 19. 糧食局の組織
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讐

し..---. 

；第 1-5科は祖食業務を分担し

ている科であるが，第 6科ほ技術

指導を行なう科で最近できたもの

である。

台湾では水田地租，公有地の地

代，払下げ農地の地価などはすぺ

-c.籾で徴収される。また稲作肥料

ら籾との交換で支給され，生産資

金の返済も籾で行なわれる。とく

に米肥交換がもっとも特徴的で，

肥料と籾との交換比率は硫安 1kg

につき籾 0.9kg(1960年以前は 1

: 1であった）で，肥料を受け取

るときこれに相当する籾の 40% 

をます納め，残りの 60%は収穫

後に返すことになっている。

糧食局の業務の大部分は地方農

会に委託して運営されている。例

.~ 
玲:?:

図20・'糧食局の管理処と分処の配置

えば肥料支給の時期が来ると，農村に宣伝車を出し，あるいは部落ごとの肥料講習会を開いて施肥技衛

の徹底をはかり，また町村ごとに肥料の展示田を設けて，実物指導をしている。糧食局から 15%の補

助を出して品種および種子の更新を奨励している。また農薬の供給と使用法の指導と解毒剤の無償供与

を行なっている。

稲作面積を拡大するため小型の灌漑施設の設置．農業機械化の促進のための耕転機・動ガ賓霧機』散

粉機の購入などには低利資金を貸付け，正条密植を奨励し，そのための正条密植器の購入の際ほ半額の

補助金を出している。また耕地の高度利用をほかるため，第2期作と第 1期作の間の甘譜，ー小麦，玉蜀

黍，大豆，菜種などの種子，肥料，農薬，および生産資金の貸付けを行なっている。養豚を奨励し飼料

を安く供給すると共に，養豚資金の貸付け，豚舎やサイロtょ．どの建設資金の補助などを行なっている。

糧食局はこのように食糧の管理統制，貯蔵，輸送などの業務のほかに増産奨励にも力を入れ，さらに

は農家生活の改善にまで巾広い活動をしている。

5 農会

台湾の農会はわが国の農協に相当する農民の協同麒畿である。全省vciつの省農会がありその下tt:20
の県・市農会が，またその下に 328の郷鎮農会がある。このような段階の農会によって組織されてい

るが，郷鎮農会の中に部落単位の農事小組があり，この小組を通じて会員に連がっている。全省の小

組の数は4,854会員は約 90万人といわれる。、各段階の農会はいずれも大体図21.のような内部組織で

構成されている。
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会H理□且 事幹
代

I~j I事
表

大

会←I可' 
事

会

図 21 農会の基本的組織

農会の会員は正会員と賛助会員とからなる。満2o:t以上の人でその収入の大部分が農業によっている

ものは誰でも正会員になれる。各正会員は農会の役職職員の選挙権と被選挙権を持っている。ただし賛

助会員は選挙の権利を持っていない。賛助会員は農会監事に選ばれることはできる。ただしその人数は

監事総数の％を超えることはできない。

農会の資金は資本金，入会費，年会費，事業収益のほか，公私団体からの委託事業手続費，農業普及

やその他公益事業に対する寄付金，公私団体からの補助金と貸付金，農業金融団体からの経費などであ

る。

農会の事業は①農業普及業務＠経済事業③信用業務④家畜保険などで，普及業務は，成年の農民を対

象とした農事普及教育，農村男女青年を対象とした 4Hクラプ普及教育，成年婦人を対象とした家政普及

教育が行なわれ，中央ではそれに必要な新聞，教材などの発行，ラジオ，映画などの視聴覚教育を行な

っている。郷鎮農会では種畜場を経営しているものもある。経済事業の中心は，政府委託事業としての

米の貯蔵加工，肥料の分配，バナナ，マシュルーム，玉ねぎ，豚，卵などの集荷販売と青果市場の経営，

農具，飼料，種子，農薬および生活用品の供給などである。（写真20)
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6 技術普及の組織

1) 普及事業の組織

台湾の森業普及教育事業は農村成人のための農事普及教育， 13-22オまでの農村肯少年のための4

IIクラプ普及教育，および農家婦人のための家政普及教育の 3つの分野に分れて行なわれており，さら

にこれらの 3分野に関連した情報活動を行なっている。

1952年 12月， 411クラプの活動が始められ， 1955年 4月に農事普及教育が，さらtc1年おくれ

て家政普及教育が追加されて今日に至っている。

普及事業の実施は各級農会で行なわれており，農林庁の監督，農復会，農業試験改良機関および関係

機関が経費と人員の援助を行なっている。その組織を図22.tc示す。

農業試験所 I j省農会「 I農林庁ト ー

「—普及科
血 "If, ~, --. ------~J C R R I 

↓ 
I 

t 
＇ 

I 
地区 I し．

農業改良場 I—•7 I普及課

I 
＇ 
I 
I ,-
I普
I 
’’ 

I ， 
I 
―-—l 農 家

;;.. 行政関係ー~監督関係

----—ー→ 援助関係ー---→協力関係

図22. 農業普及教育の組織

ー
，
＇

99,L
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省政府（染林庁）に連なる行政機関，省虚会に連なる臭会の組織と JCRRの援助で普及活動力犠成さ

れているが，各級農会には指導助言委員会がある。この委員会は図には示されていないが，関係各機関

の代表者と優秀農家から構成されており，委員長（召集者）は多くの場合県・市，郷鋲などの長である。

農林庁の普及科は 1963年にでき，塁事教育股， 4Hおよび家政教育股，広報股，視聴覚教育股の4

つの係からなっている。

省農会の普及科は農事普及股，農村背年教育股，家政普及股，普及情報股の 4係で構成されている。

このほか省農会の普及科長に直属する農事。 4H。家政の 3分野についての現場監督者がいる。

同様に各県市農会には郷鋲の普及指導者を援助するための数人の監督指導者が，各郷鋲にはまた 1~

7人の助言者がいる。

2) 普及活動の概要

これらの各分野における活動の概要は次のようである。

。(1) 農事普及教育

農事研究班は綜合研究班と水稲研究班，養豚研究班などの専門研究班とに大別できるが， 1967 

年には合計4,869班あり班員は 88,955人で年々増加している。

模範農家を設置しその農家経営を付近農民に観察学習させているが，その農家数は 4062戸に及んで

いる。

また共同作業により互助協力の精神を養ない労働効率を高め農民収益を増加さすため共同栽培を奨励

している。それには水稲，雑穀，園芸作物，工芸作物などがあるが，例えば水稲共同栽培では次のよう

な成果をあげている。

水稲共同栽培の成果例 (1967)

・ヽ：:季別 個所数 参加農家 共同栽培面稜 収量 対照田比

第 1期作 359 8,195戸 5,65zha 5。22t 113。5

第 2期作 398 9,502 む252 4。76 112。6

(
5
,
 

以上のほか貧農の輔導事業，綜合養豚，指導員の訓練，各種現地観察会などを行なっている。

なお農村の現場では食糧，肥料を取扱っている糧食局の管理処は食糧増産のために農会を通じて実質

的な技術指導（普及）活動を盛んに行なっていることも看過できない。（普及組織と糧食局の活動の分

担調整がどうなっているかほ調査しなかった。）

(2) 4Hクラプの普及教育

水稲組，野菜組とか家政組などの各種作業組の設置 (1967年は合計 5,027組，組員70,341人），

農場の共同経営展示圃の設置，全省4Hクラプ員による水稲増産競作（最高は 1期作で玄米 6.63t), 

4Hクラプ年大会，全省 4Hクラプ聯合キャンプ大会，会員交換（国際および省内），指導員訓練などが

その内容の主なものである。

(3) 家政普及教育

家事改善班の組織（班数 2,452班，班員44,005人）およびメクン発生装置の設置，竹工芸研修な
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と特殊行事のほか，料理の競演，キャンプ大会，経験発表，廃物利用展覧会，就職講習，家政基本学科

諮習など多方面に活動を行なっている。

(4) 農報情報教育

月刊誌「農友」の発行，各作物別事項別のパンフレットの発行，普及教育の成果報告書および統計

書の印刷．スライドおよび映画の製作と巡回上映，雑誌およびラジオによる農業情報の伝達および農民

節大会 (2月 4日）の開催と模範農民の表彩などを行なっている。

3) 予算

農業普及教育の資金源は政府，農会， JCRRに大別できる。 1966年度の 1例を次に示す。

農林庁 7,296,045元

① 政府機関 1 3 _8 87 _ 3が炉 i (i 7 .i o/iり

956,221 

(2.3) 

R 農 会

5,625,093 

(13~2) 

531,lOQ 

(1.3) 

1,550,020 

(3.6) 

15,620,171 

(36t7) 

③ JORR 

言t

13,887 ,35評
I 

(32.6%) 1県市臼
費公所

省農会

17,707,29汗 県市農会
(41.9o/o) 

揖農会

11,000,000 元

(25.Bo/o) 

42,624,650冗

4) 研究と普及の共同

卸験研究機関と普及機関との協力関係は先の組織図でも明らかなようtc,きわめて密接である。とく

に地区農業改良場には後述するように普及課があって， c...c.. を通じて各級農会と密接な連絡を取りつつ，

普及活動に協力している。

農会自身には普及専任の課題別専門家がいないので，農業大学，師範大学の教授，農業試験所や農業

改良場の研究者，農林庁の農業技術者が普及事業に課題専門家として援助している。

このように研究と普及の両機関の間はきわめて密接な共同関係にあり，次のような方法が採用されて

いる。

(l)普及研修活動：1引国立台薦大学，省立中興大学，省立師範大学に委託されている。

(2)普及に必要な研究もまたこれらの大学に委託されている。

(3)台中地区については中興大学に普及機関と共同活動する専門家のチームが組織されている。

(4)課題研修は農業試験所と農業改良場によって行なわれる。

(5)地方普及員の求めがあれば農業改良場のその分野の専門家は技術援助をする。

(6)普及情報活動は農業改良場がその視聴覚設備によって行なわねばならない。

,

L
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(7)指導的農家の課題研修は地方農会の求めに応じ．梨業改良場が援助しなければならない。

(8)教育者，研究者はつとめて各種普及の会合に参加するようにする。

(9)教育機関や研究機関は地方の普及員や農家のために普及教材を準備しなければならない。

UOl虚業改良場はその地区の普及年次大会を主催する責任を負わされている。

U嗚村地区の農業技術問題は地方普及員の協力をえて研究機関で調査分析しなければならない。

(12)地方普及機関は大学の普及コースの学生が休暇を利用して農業実習を行なうのを援助しなければ

ならない。

第 2節試験研究機関の概況

短期間に沢山の試験研究機関を訪門したことと，多くの機関では展示室がよく整備されている反面，

その内容を印刷した要覧のないとこるが多く，報告に統一を欠く点があるが止むをえないった。次に機

関別の概要を記すこととする。

1 台湾省農業試験所 (TARI)

所在：台北市古亭区羅斯福路四段

1)沿革

台湾の農業研究の始まりは農業試験場が日本の台湾総督府により最初に創立された 1895年にさかの

ぽる。その後 1921年，農業研究の範囲が広がるに従がい農業試験場は農業，林業，工業および公衆循

生の研究を扱かう 4部からなる総督府研究所と呼ばれる新しい中央機関の農業部となった。 1939年，

農業部はこれから分離され 7つの分所を持つ農業試験所に改組された。（写真21)

弟 2次大戦の援台湾は中国の 1省となったとき試験所は 1945年台湾省農業試験所と正式に称するこ

ととなった。その機構は家畜の研究が加えられた以外は戦前と同様であった。その後 1958年には家畜

の研究は畜産試験所として独立し， 1964年には農業機械部が新設された。また最近茶業の研究は茶業

改良場として独立した。

2)機構

農業試験所の機構は次図のようである。
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農 芸 系

森業機械系

園 芸 系

所

長
秘

書

製業化学系

植物病理系

応用動物系
士林園芸試験分所

嘉義農業試験分所

総

主

人

務

計

事

課

室

室

鳳山熱帯園芸試験分所

台南棉麻試験分所

業務検査室

安

図

全

書
組

館

各種委員会

図 23. 農業試験所の組織

3)人 員

定員および現有人員は次表のよう
である。

-i ； 
: 
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表 12. 農業試験所の人員

云河｀ 総計 簡 任 蓉 任 委任 雇員

総 計 288(255) 

所 長 1 (1) 1 (1) 

秘 書 1 (I) I (1) 

技 正 38 (38)・ 5 (5) 33 (33) 

技 士 73 (59) 26 (I 9) 47 (40) 

技 佐 99 (82) 99 (82) 

総務課長 5 (5) 5 (5) 

課 員 19 (19) 1 (1) 18 (18) 

弁 事 員 4 (4) 4 (4) 

雇 員 25 (25) 25 (25) 

主計室主任 5 (5) 5 { 5) 

主計佐理員 8 (7) 8 (7) 

人事室主任 1 (1) 1 (1) 

人事管理員 4 (4) 4 (4) . 
人事室課員 2 (2) 2 (2) 

人事助理員 2 (2) 2 (2) 

安全組長 1 1 (0) 

9
,
 

0
`
 

鉗数字は定員，（）内は現有人員

4)予算

研究費は毎年台湾省政府から支給されるがそれだけでは十分でないので，試験所はJCRRと研究課題

を契約することによって補助金の形で多くの財政的援助を受けている。また研究課題によっては，台湾

省糧食局ゃ肥料会社からも資金をえている。 1965年度に農業試験所に支給された予算は次のようであ

る（分所を除く）。

政府予算 6,156千元 56。9%

J C R R 

糧食局

4 .4 48 

220 

4 1。1

2。O

計 10,824千元 100 

なお 1969年度の経費収支は次のようである。
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表 13.

5) 

染業試験所の予算

項 目 予 算 額 決算額 剰余額

庁 費 5,458千元 5,223千元 235千元

農芸試験 2.975 2,795 180 

園芸試験 4,877 4,738 139 

農化試験 1,718 1,653 65 

植物病理試験 1,033 1,001 32 

応用動物試験 1,437 1,369 68 

繕作物試験 1,822 1,816 () 

農機試験 355 328 27 

農場試験 579 507 72 

ムロ 計t 20,254 19,430 824 
. 

(1969) 

主な研究課題

(1) 

(2) 

l3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

土壌調査

土壌地力調査

各種作物の肥料必要量試験

這の窒素生理研究

土壌微生物の研究

農産物の化学成分調査

7環の品穆改良

(8) 作物の放射育種

(9) 逗と落花生の品種改良

(10} 

IJ.1) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(1.7) 

(18) 

作物の生理遺伝細咆学の研究

甘藷の品種改良

繕作物の生産

クローパーの普及

果樹と野菜の改良

蘭の生産

病気の防除試験

害虫の防除試験

農業機械の改良

I
L
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6)研究報告

定期刊行物(II 

(2) 

ァ．台笥省農業試験所年報（年 1回）

1946年から毎年 1冊

ィ，農業研究（年 4回）

1950年から季刊，

不定期刊行物

ァ，農業試験所彙報

ィ．農業試験所専報

1958年 1時停止したが続刊している。

以上の 2刊行物は，戦後刊行したが 1950年に停刊とし，次の試験報告に改め引続き

A
 

刊行している。

ゥ．台湾省 農業試験所試験報告

7)最近の試験研究項目

（農芸系〕

稲の改良試験

水稲豊凶考照試験(1) 

稲の品種保存

IRRIからの導入品系観察試験

水稲新系統の生産力検定予備試験

水稲新系統の生産力検定試験

水稲早熱系統の区域試験

(7) 蓬莱稲系統の区城試験

柚稲品種の栽培法試験

高山地区の水稲改良試験

陸稲の直播栽培法の研究

水稲の雑種強勢の研究

放射線による突変稲玄米の粗蚤白含有撮

黄萎病に対する水稲品種の耐病性検定

7這品種の白葉枯病の耐病性の試験

稲の三転座異型体の細胞遺伝学的研究

稲育種の基礎研究

畑作物の改良試験

(1) 落花生の品種保存

(2) 落花生の交雑育種

(3) 落花生の系統の生産力検定予備試験

落花生系統の生産力検定試験

落花生新品種地方試験

12) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(8) 

{9) 

(J.O) 

(ll) 

02) 

(13) 

(14) 

(15) 

l6} 

B
 

(4) 

(5) 

.
1
.
~

、
•
•

ーt
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(6) 碑交維育種

(7) 導入大立品種の保存および繁殖

(8) 甘藷の放射線育種研究

゜
特用作物の改良試験

(l) 繕暉作物の試験

(2) 緑肥作物の試験

(3) 施肥時期が・ントロネラの油に及ぽす影響

(4) 薬用作物の品種保存

(5) ウドの肥料試験

D 作物の生理と遺伝の研究

"-.-••-←よ一.....

(1) 畑作した水稲の吸水特性の研究

(2) 水稲の遺伝因子分析

(3) 稲の稲熱病抵抗性の遺伝因子分析

(4) 稲の各種環境下における量的特性の遺伝研究

E 1961年から 69年までの農作物種子種苗の国際交換統計

（園芸系）

A 野菜の改良試験

B 

A 

B 

゜

(l) 北京球茎甘藍の自花不稔系統の育成

(2) 結球白菜の夏季栽培試験

果劉改良試験

(1) 柑橘の砧木試験

(2) 柑橘苗木の管理法試験

(3) 植物生長物質による柑橘落果防止試験

（農業化学系〕

土壌化学

(1) 台湾の水田土壌の生成と化学的研究

(2) 台湾の赤黄ポドゾル土壌の研究

土壌物理

(1) 土壌保水力の研究

土壌微生物

(l) 遊離窒業固定藍藻類の研究

D 土壌の肥沃度

.. -.. ・ 

(1) 赤色ラテラ．イト土壌における燐韻石粉末の有効性とi持続性試験
E 肥料と施肥

(l) 台湾の水田土壌に対する尿素の吸着の研究

(2) 硝酸化抑制剤の稲作栽培効果試験

(3) 水稲穂肥の必要性診断の研究
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(4) 水稲に対する緩効性窒素肥料の肥効試験

F 植物栄養

(1) 水稲の養分吸収の研究

(2) 堆肥とゼオライトの水稲収麓および土壌養分損失に及ぽす影響

(3) 水稲生育と排水不良土壌の関係研究

(4) 米の品質比較試験

（植物病理系〕

A 稲作病害

(1) 稲熱病の病原菌生理型の研究

(2) 稲白葉枯病の研究

(3) 稲菌核性病害の研究

B 野菜病害

(1) アスバラガスの病害調査と茎枯病の薬剤防除

c 果樹病害

(1) 柑橘の黒星病の研究

(2) 柑橘のウイルム病の研究

D マシュルームの研究

(1) マシュルームの優良品種の選抜

(2) 胞子と細畿で繁殖したマシュルームの活力比較試験

(3) マシュルームの胞子着生状態の観察

(4) マシュルーム菌種の長期保存法の研究

(5) 好熱性セルローズ分解菌の利用法

(6) マシュルーム胞子の発芽に及ぽす糖類の影響

(7) マシュルームの主要病原菌の生理的研究

(8) マシュ Jレームの病害の薬剤防除試験

(9) エチルプロマイド燻蒸によるマシュルーム虫害予防効果

〔応用動物系〕

A 昆虫分類と益虫の研究

(1) 台湾アプラムシ寄生蜂の分類研究

(2) 柑橘害虫の天敵利用

B 害虫の研究

(1) 水稲媒虫の生態調査とその防除試験

(2) 野菜害虫試験

(3) マシュルーム害虫誤睾

(4) 穀倉害虫の薬剤抵抗性'J)測定

(5) 紅グモの薬剤抵抗性の研究

.m 

.. |
＿
,
．
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（農業機械系）

A トラククーの水田作業試験

（嘉義農業試験分所〕

所在：嘉羨市王田里 16号

1)位置・面積

嘉義市の北東部にあり，圃場面積は 50ha, (甘藷 26ha,果樹 16ha,水稲 3ha, その他）

2)組織・人員

当所の組織は農芸系，園芸系，植物保護系の 3系と総務関係からなり，総員は 32人でうち研究員は

24人である。（写真22)

3) 主要業務とこれまでの成果

（農芸系〕

農芸系では甘藷と稲の育種を中心に研究が進められている。この分所で育種の研究が始・められたのほ

1922年で，育成された甘藷，水稲の新品種は多数にのぼっている。これまでに人工交配で育成至れた

甘藷の品種（台南番号）は 60以上に及び，その 70o/oは全省で広く栽培されている。そのうち主要なも

のについてはここで原々種として増殖されている。

3れまで育成された台南品種はでん粉質でピクミンは少ないので，元々家畜の飼料用のもので食用に

は向いていない。そこで最近は食用に適する赤皮の品種およ冽置詰用の4型赤皮の品種の育成に意を用

いているが，台農 54, 55, 57号はこの目的にかなうものである。これらはいずれもピクミンの含量

が多くその上多収である。なかでも台農 57号は他の 2品種よりい広い適応性を持っており，とくに優

秀である。この 57号は現在漸次全省に普及されつつある。（写真23)

このような食用品種の育成と同時に冬の間作に適した品種の育成が当所の主要な育種目標｀となってい

る。

当所の水稲育種もかなり長い歴史を持っており，多くの優良品種のうち，いもち病抵抗性の光復 1号，

嘉農242号は戦後当所で育成されたものである。これらは良質の蓬莱稲で広域適応性をもちきわめて多

収の記録をもっている。とくに嘉農 242号はすばらしく， 1955年以来全省水稲多収穫競作会で毎年一

等賞を獲得している。 242号の乎均収量は 1期作で玄米6.031/ 2期作で5.03t,最大収量は 1期作ha, 

の s.00 tであった。この品種は南部と中部に広く普及し， i962年で5万ha以上の栽培面積を持っ
ている。

（園芸系〕

園芸系では経済性のある各種亜熱帯果棚の形態的•生理的観察と研究を続けている。一方柑橘．（ポ
ンカン，ネープル，ザポン），コーヒー，バイナップル，バナナ，マラバ栗，レーツ，オーストラリヤ

くるみなどの研究も進めている。

また亜熱帯果樹の植物園を持っており，世界の熱帯，亜熱帯地方から 170種以上の果蘭が集められて

おり，これらの果樹についての研究記録や栽培法が照会に応じて果樹栽培家に提供されている。（写真

24) 

外国から導人されたもので台湾に適する品種は増殖され，全省の栽培家に配布されている。またバイ

ナップル，コーヒー，レーシなどについてほ，当場で選抜も行なわれている。
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当場では最近新らしい増殖技術を取入れて苗圃管理人の研修を行なっており，増殖のために無病で良

質の母樹を選抜することも行なっている。

〔植物保護系〕

植物保護系では水稲のメイ虫，ウンカ類，甘藷のアリモドキゾウムン，サルハムシや果樹蝿，ダニ，

棉の害虫など各種害虫などの生活史と防除法の研究をしている。病気では水稲のいもち病，紋枯病，．白

葉枯病，甘藷の蔓割病，ウィルス病などの研究を行なっている。また外国から導人された新農薬につい

て適用の時期と扱度について圃場試験を行なっている。

4)最近の試験研究項目

A 甘藷試験

(1) . 全省甘藷新品種地域試験

(2) 甘藷交雑育種および系統選抜試験

(3) 甘藷系統高一中ー初級試験

(4) 甘藷在来品種収集と特性調査試験

(5) 蔓取りの時期，回数と甘藷の茎葉，塊根収最試験

(6) 冬作甘藷の耕種法改善試験

(7) 苗の来歴の違いと塊根収量試験

B 水稲試験

(1) 水稲の雑種後代の分離と淘汰

(2) 水稲の高級系統比較試験

(3) 水稲いもち病抵抗性品種検定試験

(4) 水稲の豊凶要素測定試験

:) 早生水稲の栽培法改良試験

(6) 水稲の穂肥施用法試験・

C 園芸試験

(I) 熱帯果樹の母樹園経営管理

(2) 植物ホルモンによるバナナ収量，収稜期調節試験

(3) パナナの袋使用試験

(4) 腐敗防止支柱の耐用年数，防風効果試験

(5) ポンカンの摘果試験

(6) 柑橘品種の収集と保存

(7) 柑橘砧木試験．

｀

ヽ

ー

(8) パイナップル優良系統選抜試験

(9) 熱帯果実の加工試験

(10) 台湾各地産のコーヒーの品質検定

D 植物保護の研究

(1) トピイロウンカの生態と薬剤防除試験

(2) 稲の主要害虫の生物防除試験

‘ヽ

-58-

ヽ―-「A鱗叫I



(3) 二化瞑虫の薬剤防除試験

(4) 甘北ウィルス病の研究

(5) 柑橘紅くもの薬剤防除試験

(6) バペイヤ炭紺病の生態生理研究と防除

（台南棉麻試験分所J

所在：台南市東門路光率街 1号

1)組織

当分所は奥業試験所の分所で次のような内部組織である

゜

゜

分

所

長

衣著繊維作物系

工業繊維作物系

繊維機械系

植物保護系（含む除草）

嘉毅工作姑

恒春工作姑

総務課

主計課

人事管理員

業務検査員

安全員

各種委員会

図 24. 台南棉麻試験分所の組織

2)施設

当所には各種繊維の検査室があり，多くの繊維機械が整備されている。また多くの採繊機や洗繊機な

どがある， （写兵 25)

これらの中には日本，米国などから輪入したものが多いが，棉麻所A~O型動力採繊機，棉麻所高板

式苧麻脚踏採繊機など当所で考案製作した採繊機もある。

3)最近の試験研究項目

A 棉作試験

(1) 棉の品種比較試験

(2) 棉品種の地域試験

(3) 棉品種の特性調査と品種保存

(4) 棉の交雑育種

(5) 印度棉の播種期試験

(6) 陸地棉の種子活力試験

(7) 棉の原原種増殖
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•·a 亜麻試験

(1) 繊維亜麻の純系選抜

(2) 種子亜麻の純系選抜

(3) 亜麻の交雑育種

(4) 台南地区の種子亜麻品種の比較試験

(5) 繊維亜麻 C.I. 1799品種の密度試験

(6)鵬輯C.I. 1799品種の肥料用蘇試験

(7) 亜麻種子の増殖

c 苧麻（ラミー）の試験

(1) 苧麻系統の高級比較試験

(2) 苧麻品種の収集と保存

D 黄麻（ジュート）試験

(1) 黄麻の純系淘汰

(2) 黄麻の特性調査

(3) 黄麻新系統の収量試験

(4) 黄麻の播種期適応性試験

(5) 黄麻の交雑育種

(6) 黄麻の品種保存

(7) 収穫期の違いが繊維の収量および品質に及ぽす影響

(8) 播種期の違いが繊維の収羞および品質に及ぽす影響

(9) 黄麻とケナフの新系統の光周性試験

(10) 黄麻の新系統展示

(11) 黄麻の種子増殖

E ケナフ試験

(1) ケナフの育種

(2) 収穫期の違いが繊維の収量および品質に及ぽす影響

(3) 播種期の違いが繊維の収量および品質に及ぽす影響

(4) 尿素混合農薬の葉面施用試験

F サイザル試験

(1) 肥料三要素試験

．
 

(2) 適当な刈取葉試験

(3) サイザル畦間の被覆作物試験

(4) 栽植密度試験

(5) 老株移植試験

16) 施肥法展示

(7) サイザル畑の地力維持試験

G その他の繊維作物試験
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カポックなどの簡洋な試験

l

l

 

ー

サンヘンプ， ＜ず，

繊維作物の品種保存および種子種苗交換

梢物繊維の調製と品質検査の研究

(1) 

(2) 

(3) 

4
 
,'` 

J
 

くずの採繊法の試験

黄麻 0)没水醗酵法と品質の関係

台約各地産黄麻とケナフの精洗麻と麻袋品質の測定

植物繊維の品質検査

繊維作物の機械化の研究

(l) 

(2) 

(~) 

(4) 

k
 

亜麻の機械整地と播種法の展示

繊維作物の病虫害試験

〔鳳山熱帯園芸試験分所J
所在：底雄県鳳山鎮鳳生路

1) 創

黄麻の機械瑶種法試験

数麻の機械係I}皮の繊維強度に及ぽす影響

裁麻の中耕除草機~)改良試験

立

1940年 5月

2) 組

分所の内部組織は下図のようである。

織

分

所

長

（注）

図 25.

(1) 

(1) 

果 樹

野 菜

熱帯園芸系

植物保護系

園産加工系

総務

主

課

室

安

計

人事管理員

業務検査員（兼任）

組（兼任）全

鳳山熱帯園芸試験分所の組織

業務検査員は熱帯園芸系の技佐 1人が兼務している。

(2)安全組長は総務課の課員 1人が兼務している。

熟帯園芸系は次の 5組にわかれている。

パイナップル組：バイナップルの品種改良と栽培技術の改善

組：バナナを始め熱帯果樹の品種改良と栽培法の改善

土壌保全組：傾斜地果樹園の経済的有効な士壌保全方法

組：野菜の育種および栽培法と採種技術の改良
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奥業機械組：果樹野菜用<1;耕わ；啜使邦主

(2) 植物保設系iょ・^イナッソ Jし ; _c.,'.;;-!+': 喧： L ;_ :; ]!-!{/J~fみど虫とそ O;_'.•_:防止ら研克

(3) 園産加工系ぱバイナッフ;:. 応恐史柑:}; ,;. .__. 野，:tv;JJ皿L利用hi去 cl~応究 (:r;:貞ユti)

3)人員

職員 36人（う tぷ叩祖荻 :..:7人r.=::如毅9/、)
技工 60人，そ dバ也 Ir, !、

4)用地

68 ha, そのう tノヽゞ;;_::,歩・やじノ一;;:辞，:~-1:H,.,

その他はい、庄，屯免. H: 臣知也な 'C,

5) これまでの主要成果

A バイナップル関系

(I) 開英種バイナッ、9 八む!'~砂．；•神の•万走と優良品種「正常開英」の繁殖と普及 (ISl58)

(~) 密植栽培試験に成功

(3) 施肥標準を確定

i4) 尿素肥料の施用法を確:;i_

(5) 第 2年収祉増加の方法を確定

(6) 収穫期調節法OJ改善

(7) バイナップルf,fijの殺岱斉りを和fj

(8) 冠芽除去と品質収砒の関係解明

(9) 輸出用パイナップルの採収期判走法の確立

B 熱帝果樹関係

(1) 優良品種の選出

パバイヤて迂蘇魯］号と 9号(l956)レイ｀ンでは玉荷包，六月雪，桂美 (1968)など。

(2) バナナの加屯把料'lJ効果瀦明

c 士壊保全関係

(1) パイナップノ叶せの上壌保合法の確立

i2) 草帯法による・テラスの自然形成法に成功

(3) パナナ圏の」，．壌保全法の確立

］） 野菜関係

'.II 後及品神の庶出，有成

5̀
1 

例えば西瓜では密宝 (1959)'.硲光 (1961),富宝 (196;),鳳山種子無 1号 (1961),同3

妙 (191;5~, 花椰菜では鳳直早生，鳳山早生 (1955),鳳山中生 (1958),凰山晩生 (19

砂），その他各利灯i多数，

(2) クマネキ /}J~;五 r'r'iりI,'r'i /. "を早,/I ¥.. Jtj__ IIJ: を増加した。

叩 クマネキ/})ャ、屯ふ·_•••• t'Yf, を確定

!) _I• 鈴・拘 OJ咽,rr:.{:/ jん ． ．： 

・:・,1 .. 倍・休科d・なし両 ·Ji.,·,r\Ll't ぷ -if~:
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II l ., ミ・~＇ l ,J J笈礼＇，i店、＼：・ I -)・ー1J イガフム・ン ~}j除法の成功

(~) .,~-1 、 I I'l ,', I J JJ f /j ブ 1、ンと・z:;~'d-11和/_)00係解明

、;:i) / ;) I , ~ プ- IJ 1 I; ・ノムジ ~)j 除糾の確立

(ii) t14'l・レ，ヽ，U:.り],.';じ!,?(:}~し,_, (泊、i.

'.:i) 各廿 '.'I,I; tji_ J)・兌ぶ1じり除(、)、U;f:{i:・ヽ,

l•'l~、18'!Jill ! り｝・．．

~l'J~ ーザf・;.J)脱心JILiり、に成功し，脱水パイン，脱水バナナ，脱水野菜t.cどが実際に製造され，

称 !Hi::.l Lる 'l-cにな；た。

6) 最近 U);ぷ印班究f(I[ ! 

A 引紺ふ泊；

(l) バ f }ッ，/Jl I {雌豆恥りためのと株処珂試験

(~) ,,、）ーパ如）竹 _!c_t¥;こよるわ峨i'.)jIし効呆試険

1,:¥1 :1it /(f tt¥Jヽ／、イ -;f '/;  し悼lの L壌似f叫 ii:.試験

;， l) i叩，＇叶地束柑l 「屯 OJ 渋 t・~v「物栽培怯.,>\験

(;i) ;, /し閉テーノ・ブ、 0)'lifi済効果試験

(G) ::,.; 1、¥J也バ /・II応）土壌及食防止、試検

(7) 団斜地バナ｝け如）が生閉の効采試験

B 野＇：＇、式験

I I) ': --マンの台神試験

(:!.) ャュウリの台柚試験

:~) アスベラガスの母入と収磁品質に影響する要因の研究

(,l) 々マィ、ギの梱球の大小と栽植時期試験

¥r->) 野菜の導人と種子増殖

c 病虫甚試験

(1) パイナッフ＇しのし、腐病の発生と士壌湿度との関係の研究

(2) トマトの細南性潰瘍病の発生調査

(3) パナナのコナカイガラムシの消長に影響する諸要因の研究

D けrいいJrfJこ試験

(I) ,J知の罐詰閣屯法試験

U1 こンプン互湘；；古およひエンドウとの混合罐詰製造法試験

7) ¥Ii : l物

試験".'/報 (l95~ 年以降 1969年ま-e:に 60部刊行）

i土林園芸試験分所J
所(I:: i, i叫りし上林鎮憚林路232巷
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鬱忍疇

1)沿革

創立は日本時代の 1908年 1月で，台湾総怪府に属していた。戦後数度の改組を経て，台湾省農業試

験所の分所として今日に至っている。

2) 研究の主要目標

(1) 柑橘の砧木と育種

(2) 岡花品種の収集育種

3)人員

職員27人， うち技術員 18人，行政員9人．工友 112人

4) 用地• 施設

約 70ha,水田 0.1ha, 畑 24ha, 山休 36ha, 建物敷地9ha, その他1ha 

陽明山にほ柑橘展示圃がある。

5) 最近の研究項目

A 果樹試験

(1) 柑墳品種の収集と保存

(2) 柏墳根砧拭験

(3) 温熱帯果樹品種の収集と保存

(4) 果樹苗木の増殖

(5) 柑橘線虫病の研究

B 花類試験

(1) 洋蘭品種の調査収集

12) 蘭花交配繁殖試験

,_J) 菊花品種の収集と栽培試験

(4) 一般花類の導入と栽培試験

1.5) 花木の栽培試験

(6) Rhododendronの品種調査

c 庭園の設計と管理

ー

‘ヽ

2 農業改良場 (DAIs) I 
日本時代の州立農事試験場が農業改良場の前身であり，戦後農林総場，農林改良場などをへて民国49

年 (1960)現在の農業改良場となった。

農業改良場の組織規程によると「台湾省政府は各地方の農業試験および農業普及を強加するため下記

の各区農業改良場を設置し，農林庁に所属せしむ」（第 1条）とし，全省を 7地区に分けてそれそれの

地区に台北区農業改良場（三重市），新竹区農業改良場（新竹市），台中区農業改良場（台中市），台

南区農業改良場（台南市），高雄区農業改良場（屏東市），台東区農業改良場（台東市）花蓮区農業改

良場（花運市）を置いている。（図 26) 、r̀！；：
‘

9

9

.
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この地区分担は日本時代の州の

区分にのっとり，

同じで，圃場建物も引続き使用し

所在地も当時と

ている。

農業改良場における業務は次の

ようである（組織規程第 5条）。

農業，畜牧の試験に関する(1) 

事項

種子，種畜，穐禽等原原種

あるいは原種の繁殖に関する事項

(2) 

l3) 

事項

(4) 

(5) 

農業，畜牧の普及に関する

農業病虫災害の調査と防除

に関する事項

その他農業畜牧の改良に関

係ある事項

農業改良場の内部組織ほ共通し

て図 27.のようであり， それそれ
図 26。各農業改良場の分担地区

分場，試験地をもっている。

芸

0

0
区

農

業

改

良

場

農

畜

推
牧

広

課

課

課

分

分

場

場

総

安

主

人

務

全

計

事

課

組

室

室

業務検査室

図 27. 農業改良場の組織

この組織で注目すぺきは農芸と畜牧の研究 2課のほかに推広課（普及課）を持ち，普及のための事業

を行なっていることである。

次に訪門した農業改良場の慨要を述ぺる。

〔台北区農業改良場］

所在：台北県三重市重新路 4段 2号
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1) 沿革と組織

本場は日本時代台北州立農事試験場として民国 14年 (1925)創設されたが，戦後台北県農事卸験場

と改められ．その後台北県農林総場，台北区農林改良場をへて 49年 (1960)7月台北区農業改良場と

なり今日に到っている。なお 43年 (1954)1月に頭城試験地を置いたが， 47年 8月に羅東分場が設

立され頭城試験地を合併した。（写真27)

2) 位置と用地

本場は台北県三重市（畜牧課は台北市茎隆路3段 181巷），羅東分場は，宜蘭県羅東鎮中山西路岱6

号。本場の土地総面積約7.5ha(水田，畑各半分），羅東分場の耕地約 1ha 

3)担当地区

台北県，宜蘭県，台北市，基隆市，陽明山管理局とも計64郷鎮市区を担当している。

ll: 

4)研究の主要目標

単位面稜当りの収量増加(1) 

①

R

R

④

⑤

⑥

 

水稲の品種改良

水稲の耕種法改善

野菜の品種改良

(2) 

野菜栽培法改善

雑穀類の改善

低位生産地区の水稲栽培法改善

労働生産性の向上

①

R

↓

④

R

 

農業機械の綜合利用

林口台地の農畜綜合経営

水田裏作栽培

糊仔甘藷の品種と挿苗期試験

水稲の田植機試験と展示

(3) 経済作物の発展

アスパラガス栽培技術の改良①

R

③

④

⑥

 

(4) 

苺の育種と栽培法

西洋野菜の品種試験

菜豆の加工用品種試験

キュウリの育種と展示

生産費の低減

ヽ`

9
,

①

③

③

④

⑥

 

田植機の改良試験

田植機使用の株間と施肥量試験

田植機の経剤価値の研究

野菜の病虫害共同防除

農業経営の改良

5) 最近の業務概要と主要成果
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A 稲作改良

(I) 水稲品種の改良

豊産耐病性の優良品種を目標とし育成を進めている。近年の普及品種は309・号； 310号で，本年ま

た早生の 311号も普及に移すことにした。

(2) 北部水稲の栽培時期と冬裏作栽培との関係試験

第 2期稲の田植を10日早くすると慣行に比ぺ4.8'foの増産，第 1期稲の田植を10・日：晩くすれば14。1

'foの増産がえられると共に，このようにして裏作甘藷の生育日数を20日延長することにより''Jia当2!1.t 

の収駐をあげることが明らかになった。

｀ (3) 山間地区の水稲移植期が収載に及ぽす試験

北部山間地区においては水稲第 2期作の収最は第 1期作の50-60%tc.すぎない。これほ第2期作の生

育期期の低濫によることが明らかになったので，品種，移植期，施肥盤を変えた試験をしたところ，木

柵試験地では，台北 309号を用い移植期を慣行より20日早めた多肥区の成績が最もよ＜対照区に比ぺ19

％の増収となった。

(4) 北部沿岸地区の水稲耕種法改善試験

北部沿岸地区は秋季節風が強く第 2期作水稲の生育収量に影響するとこる大きく，その被害9辺0-40

％の多きに達する。そこで各穂耕種法の試験をしたところ，台北309号を用い移植期を11,51:l早めた区が

最もよく，対照に比ぺ28.8o/oの増収となった。

B 雑穀改良

(1) 糊仔甘藷の品種と挿苗期試験

当地区は気象条件の制約のため冬季の水田裏作甘藷の成績が不良なので．新品糧の採用と糊植時朗試

験を行なったと c..ろ，品種は新竹 1号が最高で23呪m曽産，糊植時期は水稲収穫前5-f)日がよく）• 30日前

に比ぺて 2-7%の増産となった。

(2) 茶園間作の甘藷と落花生試験

当地区には茶園が多いが，その畦間に他作物を植え土地利用率を増し農家瞑益を高めるため，各種作

物の品種，栽培時期の試験を行なったと C.な甘藷ほ台農6び号が最もよく， 21t.il;Ji収量をえ，ー在来種に

比ペ11%の増産．落花生は台南 7号が最もよく在来種に比ペ38o/oの増産となった。

c 園芸作物改良

(1) キュウリの育種

(2) 華の育苗試験

(3) アスパラガスの栽培技術改良試験

(4) 夏季野菜の普及

D 土壌肥料

(l) 水稲の窒息病防除試験

(2) 水稲力直リ施用法試験

E 植物保護

(l) 野菜の病虫害共同防除

(2) 赳害虫防除試験
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(1) 

(2) 

G
 
(1) 

(2) 

ー

l:＇[r・ 
H 

121 

農業機械

農業機械綜合利用試験

手押式田植機試験

農業経営

農業経営改善

林口台地農牧経営試験

畜牧改良

家畜改良

(2) 

ー

(I) 

家禽繁殖

普及教育

巡廻宣伝

(2) 

(3) 

(4) 

農業放送

家政教育

農業綜合技術訓練

この改良場は台北市の近郊にあるので，水稲の試験のほか，野菜栽培に力を入れており近年はまた人

力田植機の試験にも取組んでいる。

野菜栽培ではキュウリの品種改良に力を入れ，台北 1号， 2号， 4号などの優良品種を出しており，

最近では加工用品種の育成にとり組みA品系， M品系などの優良系統（収量指数それぞれ 201, 179) 

を育成した。またアスパラガスはもともと亜熱帯には不適な作物であるが，本場で留茎栽培法を開発し，

全省で栽培できるようになった。最近ではさらに栽植密度，収穫時期，留茎方法，施肥法などの栽培法

改善を行ない13--30o/oの増収をえている。台北市近郊地帯の夏野菜の普及につとめ栽培面積でu%,生

産盤で25o/oの増加を計画している。

這の田植作業ほ稲作全作業時間の20%を占めているが，最近の人手不足と賃金高のため田植に支障

を来たすようになったので, 1966年から手押式の田植機の研究をはじめたが，田植機利用により収量

で20o/o,賃金節約31%, 経営収益は41--62%増加したという。

6)刊行物

台湾省台北区農業改良場工作年報

〔台中区農業改良場J

所在：台中市西区向上路27号

1) 沿革と組織

創立は 1904年で，その後の沿革は他場とほ引同じ。組織も他場と同じであるが，北斗分場，信義分

場をもっている。

2)位置と用地

本場は台中市（畜牧課ほ台中市南屯区）で北斗分場は彰化県北斗鎮，信毅分場は南投県信義郷にある。

用地は本場のみで16.Sha,分場と畜牧課を合せて 51haである（試験用地35.Sha,種子増殖圃 5.0ha,

道路建物敷地等 10,Sha)。

ヽ
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3) 担当地匡

台中県，彰化県，南投県および台中市を担当し，総面和7,383K74である。（写真28)

4)人員

技術職65人，事務職 18人，労務職 101人

5) 研究の．—t翌目標

I. l) 多収・早熟。耐病性水稲品種の育成

(2) 水稲の栽培法の改善

(3) さび病耐病性・早熟小友品種の育成

(4) 冬期水田裏作用耐寒性甘語品種の選抜

(5) 水稲作間の糊仔甘藷 (J_)栽培法改善

(6) 菜種の優良品種の選抜

(7) 短稗・叢穂。多収の交雑ソルガムの育成

(8) ソルガムの栽培法改善

(9) 大豆と落花生の地区適応試験

(10) メロン，エンドゥ，ライマメなど野菜の適応試験と栽培法改善

(J.1) 有宅なピワとレイシの母樹の選抜

(12) 水稲の収穫機の改良と間作用播種機の開発

(13) 水稲収星に及ぽす深耕と燐酸施用の影響

(14) 除草剤の選択試験

⑮ プロイラー用育種のための白色プリマスロックと白色コーニッ

6) これまでの主要成果

(l) 戦後当場で育成された優良品種には次のものがある。

シュの選抜と交配

這（逹莱稲）：台中 178号， 179号， 180号， 184号， 186号

水稲（釉稲）：台中在来 1号，台中柚2号

小変 ：台中 31号， 32号， 33号

菜種 ：台中 1号， 2号 3号

大豆 ：世世

ソルガム：ウエルトランド，交雑ソルガム台中 1号. 2号

ライマメ：台中 1号

(2) 糊仔栽培 (relayinterplanting method) l'Cよる水田の多毛作体系の確立

(~) ソルガム脱粒機の開発

7) 最近の業務概要と成果

A 水稲

ll) 新品種の普及面積

第 1期

台中釉 2号 23,941 ha 

台中186号 1,780 

第 2期

14,850 ha 

8,635 

計

38,791 ha 

10,415 
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袖 2号の収最増加率は25%,台中 186号は23%であるから，

"' ゜
水稲灌漑法試験

濯漑に適時適度の排水を行なえば全期濯漑区に比ぺ第 1期作で7.9°lo, 

(2) 

た。

(3) 

な関係があることがわかった，

これらの品種の経済効果はきわめて大き

2期作で 12。3%の増産となっ

水稲深耕多肥と土壌肥力試験

深耕少肥は減産するが多肥の場合は増産の傾向は認められたが，深耕の効果は土壌の風化程度と密接

蓬莱稲の育成

短稗，耐病性，多収品種として台中育 192,

作から全省の地城試験に参加する。

(5) 釉稲の育成

短稗，耐肥，耐病性，良質多収品種として台中釉育21号が最もよく，

(6) 水稲直播栽培の品種と播種醤試験

供試8品種中，短稗穂数型の台中在来 1号および台中育 192号が最もよく，播種罷心戒究秒適当で

(4) 

193, 1 94 , 195号の 4系統を選出し， 1969の2期

次は台中釉試 149号がよかった。

あった。

(7) 水田除草剤の薬効および使用法試験

[
1
_
 

ヽ

B
 
(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

雑穀特用作物

1期 2期糊仔甘藷の品種改良

交雑ソルガムの品種改良

油菜の品種と耕種法改良

粟の品種改良

(5) 

(6) 

早熟トウモロコシの耕種改良

c
 

畑除草剤試験

園芸作物

(1) 

(2) 

(3) 

婉豆の品種改良

英豆の品種改良

濫室メロンの栽培

D
 
(1) 

植物保護

食用作物の病虫害研究

E
 
(1) 

土壊肥科

水稲深耕多肥と土壌肥力試験

二期改良糊仔甘藷の施肥時期試験(2) 

(3) 

(4) 

F

G

 

稲の窒素用量試験

高梁（ソルガム）交雑種の窒素施用時期試験

農業経営

農機具

-70-



(l) (dj梁（ソルガム）脱粒機

(2) 糊仔甘比作畦器

(3) 油菜点播磯

JI 畜牧改良

(1) 豚ヽ ＇）肥育と飼料

l 

(2) 豚の繁殖

(:1) 鶏の父郊試験

(I¥) 種雛OJ繁殖

(5) 飼料作物

普及教育

(1) 綜合訓練

1968年： 4期，受睛生205人，傍聴40人

(2) ラジオ教育

1968年：ラジオ原稿提供 67件，録音 23件

(3) 巡廻宣伝と映画教育

1968年：巡廻宣伝 88日，映画教育 70回 (23,000人余）

(4) 普及輔導と農業技術指導

1~68 年： 251回

(5) 家政試験および専門訓練

(6) 製民参観および成果展覧

1969年 2月 4日台中区農業展覧大会において農業改良館に出品して好評を博した。

(7) 講習会および展示圃参観会

(8) 技術普及ピラの編集と印刷

(9) スライドおよび図表作製

〔台南区農業改良場）

所在：台南市東門路 480号

1) 沿革と組織

沿革は他の改良場とほぽ同様である。当場は本場のほか嘉継。朴子および新化に3分場を持っている。

本場はすぺて畑地なので，畑作物，野菜の試験および畜牧の業務を行ない，i嘉義分場は専ら水稲の改良

を，朴子分場はトウモロコシの研究センクーとして活躍している。また新化分場は熱帯果樹の試験と繁

殖を行なっている。（写真 29.30) . ・ -

2) 位置と用地

本場は台南市にあるが，嘉義分場ほ嘉躾市民生南路208号，朴子分場は嘉義県朴子鎮徳興里12'0号，

新化分場心台南県新化鎮にある。

用地ほ，全体で 68.5haである。

3) 担当地区

雲林県，嘉義県，台南県，台南市を担当している。嘉南平原に位置し，台湾省の農業の重要区である。
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耕地面積は 26万 ha余で全省の約 30%である。

4)人員

職員屯技術者 58人，臨時の技術者25人（農復会の補助），行政職 16人，臨時雇員 6人，他に技

工，エ友など計 69人，合計 174人

5)最近の業務概要と成果

A 農作物

(1) 品種改良

最近育成した主要作物の品種ぱ次表の通りである。

表 14. 台南区農業改良場育成の優良普及品種

作 物 別 品種名
育成および

普 及 面 序t (1969) 
普及年度

台南 1号 1 9 59 
全省 71,730ha (12。9%)

本区 24,613 (1 7 .5 ） 

水

台南 3号
全省 6,309 (1。1 ） 

I 9 6 I 
本区 (6.5 650 ） 

稲
台南 5号

全省 199,476 (35.5 ） 
1965 

本区 (65 8 ） 92,581 

落 台南 6号 1960 本区 32,000 (58.0 ） 

花 台南 7号 1960 本区 7,500 (14. 0 ） 

生 台南選9号 1967 本区 28,000 (56.0 ） 

甘 藷 台南 14号 1957 本区 3,000 （ 3) 

台南 5号 1960 本区 9.111 (80) 
トウモロコッ

台南 8号 1967 

＇ト

(2) 耕種法の改善

ァ．多くの研究成果がすでに広く農民に普及しているが，特に甘藷の水平浅植法，パイナップル

のカーパイト処理による開花促進法，落花生• 水稲・甘藷・パイナップルの密植栽培法などは農民がす

でに広く採用しているところである。

ィ．過去に行なわれたのは各種単1虫試験であったが， 1963年以来にれを綜合することをはじめ，

その成果を応用して集中的に展示栽培を行なったと C.る，対照区に比ぺて例えば水稲ぱ 64。3'?'o, 落花

生20%,甘藷80%のような顕著な増収を示した。現在積極的な拡大を推進中である。

ゥ．台湾省では水稲のすぺてと甘藷の一部を除いては，畑作物ほ全く降雨に依存しており，その

生産潜在力を発揮していない。 1963年より，農復会の補助と台湾大学，嘉南水利会の協力により畑作

物の灌漑試験を行ない，その成果は続々と普及に移され，畑作物の増産の潜在力を発揮せしめている。
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エ．新たに砂地農業の改良を取上げ漏水防止法やメロンなどの高級園芸作物の栽培試験を行ない

普及の準備をしている。

(3) 染業機械化の推進および森業経営の研究

i965年より 1968年にわたり大林鎮ほか 4町村に農業機械化推進センクーをもうけt.:.,また 1966

年から 67年にわたり 6町村に農業経営改良試険地をおき共同作業についての試験を中心K, 1968年

には 2町村を加え集団作業による共同経営および技術委托の試験を行ない現在の小農制度の下における

経営規模を拡大し。単位当りの労働収益を発揮する経営制度を追求したところ，経費を低減し収益を向

上することに成功した。

,i;...L_ --

(4) 植物保護

最も成果をあげたのはトウモロコシ蝶虫の有効t.c防除法，甘藷の貯蔵害虫の防除法の樹立と病虫害の

発生予察と速報制度の制定である。現在この制度はすでK1966年より各地で普遍的に実施されるに到

っている。

B 畜牧

;_ l) 豚および鴎の品種改良と繁殖

(2) 豚および鶏の飼養管理と畜牧経営指導

(3) 飼料および牧草の改良と普及

6) 現在の重要業務

A 農作物の育種

(1) 水 稲：耐病性・短稗。不到伏品種の育成

(2) 落花生：含油量高く，早熟で災害抵抗性の育種

(3) トウモロコ・ン：露萌病抵抗性品種，水田裏作用早生品種，および玉筍用多穂型品種

(4) 野 菜：クマネギの育成，メロンの一代雑種，および加工用トマト品種の育成

B 畑作灌漑試験

(1) 各種栽培要因と用水効率の関係

(2) 灌漑時期予測法の研究

C 砂地農業改良試験

(l) ピニール水田における水稲品種と灌漑排水試験

(2) 沿海砂地の特殊環境における高級園芸作物栽培の発展

(3) 短期人工防風設備の研究

D 植物保護試験

(l) 甘藷のウイルス病の研究

(2) トウモロコ・ン瞑虫寄生蜂の繁殖と耐虫性品種の選抜
うんか

(3)- 二化瞑虫，浮塵子類等主要水稲害虫の生理生態特性を研究し，発生予察の基礎とする

E 土壌肥料試験

水稲後期施肥法，砂地施肥法等施肥試験と展示， トウモロコシ等各種作物施肥法基準の決定

F 農業経営試験

義竹郷の試験を経続し 1969年度は集団栽培10班，畜牧共同経営16班，技術委托 3班を組織する。
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G 畜牧改良試験

(1) 種豚の検定

(2) 子豚の飼料試験，豚 o卵鶏の飼料費節約試験

(3) 飼料新資源の試験

H 農業普及業務

(1) 綜合訓練および各種専門訓練

(2) 巡廻宜伝，農業放送

(3) 農会普及業務の指導および家政普及

7)刊行物

台南区農業改良場研究彙報第 1号

1968年 7月

8)玉米研究中心 (CornResearch Center) 

所在地：嘉義県朴子鎖徳興里 120号

台南区農業改良場の朴子分場がこのように呼ばれている。朴子分場はトウモロコシの専門試験場とし

て有名であり，訪問時熱帯農業研究管理室から在外研究員として御子柴技官がここに滞在して， トウモ

ロコンの露菌病の研究をしていた。嘉義市の西方郊外朴子鎮にある（途中の道端に北回帰線の標識塔が

がる）。（写真31.32) 

朴子分場でトウモロコシの育種が始められたのは 1953年で，以後業務が軌道に乗り， 1956年から

農復会の補助を受けるようになった。 1958年有名な台南 5号を選出し， 1959年全省の展示に供し，

1960年から普及を開始した。これを機に朴子分場にトウモロコシの研究センクー（玉米研究中心）を

設置することとなった。

ォ子分場の国畿ほ育種，病理，害虫の 3研究室のほかに，種子生産係と展示普及係がある．圃場面積

は約lOha,場内ほよく整とんされ南国の樹の間に建物が配置され気持のよい試験場である。

ここの研究の中心はトウモロコシの育種であり，すでに台南 5号 (1960年），台南 8号 (1967年）

の2品種を出しているが，現在は露菌病抵抗性品種と水田裏作の短期品種の育成を重点として研究が続

けられている。研究報告どして玉米研究中心研究彙報がある。 1962年 8月に発刊され，現在 7号

(1969年 9月） まで出されている。（写真33)

〔高雄区農業改良場J

所在：屏東市民生路

1) 沿革と組織

本場は，日本時代 1903年に創設され屏東庁農会付設農場といい，後に高雄州農事試験場と改称され

た。 1923年彰湖分場（馬公分場）が増設された。

戦後高雄県農林総場と彰湖県農林総場に分れたが 1950年 11月また合併されて高雄区農林改良場J::t.r.

った。この際後者は本場管轄の彰湖普及所となった。さらに 1960年 7月高雄区農業改良場となり，膨

湖普及所は 1962年彰湖分場となった。

畜牧関係は 1910年日本時代に創設され， 1935年高雄州種畜場と改称されたが， 1944年連合軍の

爆撃を受け灰儘となっt..:.,戦後高雄県種畜場となったが 1947年10月高雄県農林総場ができるとその鳳

,-
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山t.i牧分場となった。

2)位隧と用地

l~50 年 11 月各区に梨林改良場が成立したさい卸枚課となった。（写真34. 35) 

本 場：屏.'-k市民I丑洛腹屯巷 1号

畜牧諜：凸雄県腿．山鋲和徳里£生明路 85

膨湖分場：彩湖県馬公鋲朝陽里 4号

用地面稜は， 本掲 13.9ha• 牧畜課 13.9 ha 彰湖分場8ha, 計 35。8ha

3) 担当地免

高雄県，

且4) 人

屏束県， 庇湖県， 邸雄市を担当し．耕地面積は合計 14万ha余である。

総員 112名．技正 9, 技--f:17(存任 6,委任 11)技佐 18,技工51,エ友 13,総務関係 14

5) 最近 i/.J~務慨要と成児

A
 
稲

¥ l) 

作

品柚改良

最近の成束として次の品種が普及に移された。

新品種名 育成普及年次 普及面積(ha)

1期： 10,189 

高雄 l: ぅ6号 1965年 2期作 2期： 5,982 

計： 16,171 

1期： 1,927 

高雄 1:17号 1966年 2期作 2期： 2,224 

計： 4,151 

ゞ

高雄柚 2号 1968年 1期作 1期： 100 

現在継続している研究項目は次のようである。

ァ．短稗，耐病，耐肥性で早生多収品種の育成

水稲品種適応性比較試験

水稲品穂地域試験

ィ．

ゥ．

工．

才．

ヵ．

キ．

(2) 

水稲品種特性調査

在来稲の改良試験

水稲の品種保存

導入日本稲の適応試験

水稲栽培試験

ァ．水稲の広巾密植栽培を普及し，単位面積の収量を約 10%増加した。`

ィ．肥料分施法を推進し，後期施肥法が全面普及した。このため収量が約7%増加した。
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ゥ．低位生産地区の排水を推進し収位を 2倍とした。

工．健苗および密植を含む柚稲の栽培技術を改善し，収量約 5%増加した。

ォ．改良技術綜合栽培を普及し乎均30茄の増収となった。

B 畑作物

0) 品種改良

最近の成果として次表の品種が普及に移された。

表 I5. 本地区の優良大豆品種の普及表

品 種 名 普及年度 普及面積 (ha)

和 歌 島 1957年 18,341 ha 

十 石 1957年 10,655 

百 美 豆 1956年 4,017 

台大高雄 5号
1960年 ． 

台農 3号

3,667 

KS 167, 64,104 
1966年

（新品種）

在 来 種 3,120 

計 39;800 ha 

'
‘
,
＇-
l
‘

、
~
\

n

、

(2) 耕種法改善

ァ．本地区の大豆品種は極めて雑多であり，綜合展示ゃ品種展示を利用して調ぺたとこる，和歌

島，台農 3号，十石，百美豆等が優良品種であるということになった。

ィ．大豆栽培試験によると収量は播穴ごとの株数と密接な関係があり，ー1tには 3....,4株がよい。

c 植物保護

(1) 線虫研究

(2) 水稲の病虫害防除研究

(3) 畑作物の病虫害防除研究

(4) 果樹の病虫害防除研究

D 農業経営および農業機械

(1) 農業経営改善試験

(2) パイナップル栽培用機械の改良

(3) 甘藷収穫機の研究改良

(4) 大豆栽培の機械化

E 土壌肥料
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(1) 水稲，大豆の好適施肥量

(2) 水稲施肥法

(3) 窒息病防除法

(4) 水田七壌地力速測法

F 畜牧

: 1) 本地区 7村の固J,業生産計画を指導

(2) 肯貯飼料の普及利用

{3) 白兎，大鶏の育種繁殖

(4) 豚の飼養試験

G 普及教育

(1) 専業訓練

(2) 巡廻教育

(3) 農業放送

{4) 農業陳列室 (1968年 7月落成）

(5) 農業放送テスト

（新竹区農業改良場］

所在：新竹市浦雅街9号

この改良場は訪問._t.cかったが，資料を入手したので，それにより紹介する。

1)沿革と組織

他の改良場と同じ。

2)担当地区

桃園，新•竹および苗栗の 3 県。

3) 最近 3カ年の主要成果

A 農作物品種改良

作物の品種改良ぱ本場の重要業務の一つであり，本地区の環境と冬の裏作需要が多くなったことから，

育種目標を早熱。耐病性・短稗・耐風• 多収においている。

近年育成された優良品種は次表のようである。
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表 16. 最近育成普及に移された優良品種

作別 品種名 育成年次 普及地区・面積

新竹 62号 I 965 新竹地区

1 期 ： 882 ha 

水 稲 2 期 ： 793 

新竹 63号 1968 普通前，展示段階

大 豆 新竹 1号 全省地域試験中

油 菜 新竹特 2号 1966 試験 中

アスパラガス 加州大学309号 アメり力より導入 新竹地区および各地

五峰早生 （美濃早生） 全省砂質壌土
秋冬季栽培約 200ha

大 根

改良四真大梅花 （四真大梅花） 秋全冬省季約2,500ha 
栽培―

馬鈴薯 五 峰 種 （愛野系 4号） 北中部栽培地

四川芥菜 五 峰 種 （香港より導入）

J
 

B 耕種技術の改善

(1) 石門水庫灌漑区の茶園転作肥科展示

土壊分析によ・り有効燐酸含有量を知り，これから土壌ごとに燐酸肥料の施肥量を示した。これにより

無燐酸区より 2倍,_,3倍近い増収をえた。このことを糧食局に建議し燐酸肥料の増配が決った。

(2) 新竹式の糊仔甘藷改良栽培法

水稲早生品種を 4列ごとに 1列空けて，ここに水稲収穫50日前に短苗を密植する。この方法では耕転

機の耕作ができ培土労力が節約できる。在来法に比ぺ全収量は44o/o, 塊根収量ほ63o/o,純収益は71o/oの

増収となった。

(3) 水稲生産技術の改良綜合展示

1965 ,_, 68にわたり 24町村で現地展示をし，この間の総乎均 1期30o/o, 2期'Zlo/oの増収となったo

(4) 糊仔甘藷生産技術綜合展示

対照区に比ぺ純収益の増加は 6,175元になった。

(5) 落花生・大豆・油菜，• トウモロコッの生産技術改良綜合展示
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(6) アス.,,・ミラガスグ淮雄株の収量比較と母茎摘茎試験

維株0.)方力灘株に比ぺ2Uo/o収呈の高いこと．不摘茎の方が名母茎を摘茎するものより18%増収するこ

とが明らかになった。

(7) 蓉 0)マルチ栽培試験

黒色ポリマルチをして49%の増収，除草費2,500元の節約となった。

゜
植物保護

(l) 落花生ウイルス病＂）研究

(2) 甘藷ウイルス病の研究

(3) 病虫発生予察と農作物災害報告

(4) 主要作物病虫害防除試験

(5) 水田除草剤試験

/_|'

~•9 

D 農業機械

{1) 農業機械化推進センクーの指導

(2) 水稲直播機の研究

E 畜牧

(1) 導入緬羊の後代飼養調査

(2) 家鴨の人工授精試験と普及

F 農業普及教育

(1) 水稲の綜合展示圃観察会の開催

(2) 普及員専門訓練

(3) 農民講習会講師派造

(4) 農業放送

(5) 巡回教育

(6) 農事解答およびパンフレットの刊行

(7) その他

G 種子，種畜念¢の普及

4) 現在の重点業務

(1) 水稲早期栽培法の研究

新竹区は冬季低湿で季節風強く，第 1期作の田植は 3月中下旬に延びる。

水稲単位面積当収量と土地利用率を向上さ生るため，第 1期作の低温環境下の育苗技術（保温畑苗代）・

により，耐寒性強く生育力旺盛な苗を育成し，深層あるいは晩期追肥等栽培技術と品種改良を再検討し，

第 1期および第 2期作の栽培を早め，短期畑作物の冬季裏作栽培を推進し，収蜃を増加しようとする。

(2) 新作物油用ヒマワリの試験と普及 ・

ヒマワリの油成分は多元体不飽和脂肪酸を主としているが，これは中年老人の健康によく，またその

しぽりかすは食油や飼料として品質がよい一方ヒマワ 1)は土壊と気候の適応性が大きく，かつ生育期間

がわずか~o日前後で耐旱，耐霜性などの特性をもっている。

本場では，カナダ，アメリカ，南アフリカ等の国から14品種を収集し，観察の結果Anneriric 品種
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が生育甘数90日，収祉，含油旦もすぐれており，冬期の裏作あるいは輪作田の短期輪•（乍物として適して

おり，食用油の増産，土地利用上きわめて価‘包あることを認めた。

引続き一代維種の育種研究，各種栽培技術，病虫害，機械化の研究なとを推進し， 1~69 年冬から，

全省各区で地方試作を開始した。

(3) 加工冷凍野菜の研究

ア 加工冷凍用新品種の育成

イ 省内用冷凍野菜の周年栽培

(4) 砂地農業の開発研究

ァ 園芸作物の砂地灌漑栽培法の試験

イ 海岸砂地の淡水貯蔵現象の研究

ゥ 砂地栽培に適した牧草を収集し，砂防，防風効果と飼料価｛盲とみる。

工 高潮による水稲被害様相とその耕種的対策研究

(5) 農牧綜合経営試験

(6) 機械化栽培試験

(7) 集団栽培および共同出荷

5)刊行物

新竹区農業改良場研究専報第 1巻第 1期 1967年 11月

5 農林庁種子検査室

所在：台中市向上路 1段 27号

1) 沿革と組織

｀この検査室ほ民国48-年 (1959)9月，台中区農業改良場の構内に設置され，延建坪 473而である。

農林庁農産科に属しており，種子の水分含羅．純度，病害の有無，発芽力などの測定に必要な各種新式

の備品と設備を備えている。

2) 種子検査の系統

その品種の遺伝性を保持し無病で優良t.c種子を農民に渡すために種子検査を行なっている。その検査

には圃場検査と室内検査がある。これらの関係を次図に示す。
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図 28. 現行の優良種子繁殖と検査系統
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3) 種子検査の順序

(1) 圃場検査

圃場検査は各級の繁殖圃において関係者立合いの下に農林庁農産科が，次の項目について行なう。

① 品種特性および隔離状況

R 雑草および異品種の混入状況

③ 病虫害防除と管理状況

圃場検査を合格したものには合格通知書が検査員から発行され，そのものについて室内検査を始める。

(2) 室内検査

圃場検査に合格した種子からサンプリングして検査室に送るが，検査室では次の順序で室内検査を行

なう。

-81 -

,,-一



検査種子

[i1 、

1
,
1
|
l
j

水分測定 純潔度分析

純潔種子 他作物種子 雑草種子 央雑物

A
U
 

発 芽試験 千粒重 種子健康検査

図 29. 室内検査の順序

(3) 合格証の発行

室内検査に合格したものには農林庁から関係機関に通知されるとともに，合格証を発行するか袋に

合格証明章を付ける。不合格のものには関係機関に，種子には供しえないことを通知する。

(4) 取扱についての種類

秤マ検査を行なっているのは，水稲・甘藷・落花生・小麦・大豆・トウモロコシ，棉花・油菜 ソル

ガム。ジュート ケナフ 亜麻。大麦。野菜類である。室内種子検査の合格率は次表のように大体80

-90 %である。

表 17. 最近の種子検査合格率

年 次 検査数 合格数 合格率（％）

1962 4,837 4,316 89.2 

19 63 3,222 2,905 90。2

1964 3,503 3,078 87.9 

1965 3,040 2,575 84。7

1966 3,001 2,425 80.8 
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4 台湾省茶業改良場

所在：桃園県揚梅鋲

1.) 沿革

当場は戦前台湾総督府殖産局の草浦披製茶試験所として 1903年設立され. 1 9 1 0年安平鎖茶

樹栽培試験場となる。 19 2 1年には台欝総督府農業試験所の支所となり終戦を迎えた。

戦後は台湾省農業試験所平鎖茶薬試験支所となったが. 1 9 4 8年からは台湾農林股扮有限公司茶業

分公司乎鋲茶業試験所となった。 1 9 5 5年 7月農林公司を民営に移したので．この時-再び台誇省農業

試験所の平鋲茶業試験分所とな......ナこ。

1 9 6 8年魚池茶業試験分所と共に農業試験所から独立，平鋲が台清省茶業改良場の本場re,魚池は
魚池分場（南投県魚池郷）となった。

2) 組織

当場の組織は下図のようである。

化学研究室

製茶課-{:質二：
製茶工場

茶作課

場

長

育種研究室

生理研究室

栽培研究室

病虫害研究室

農機研究室

惟広課

魚池分場

総務課

主計室

人事室

業務検査室

安全組

各種委員会

図 3o. 茶業改良場の組織

f
 

3) 人員

本場の定員 34人であるが実員は 19人でその内訳は技正4人，技士8人，技佐4人，総務関係8

人である。その他技工 25人，事務士5人，農復会の補助経費による臨時技術員と技術助理員9人が

いる。

4) 土地・建物

土地：総面積 19 ha (8本時代： 6 ha) 
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建物面積： 2,5 4 711f(日本時代： 95311() 

5) 施設・備品

戦前は大したものはなかったが，戦後各種研究室，工場，倉庫．温室などを新築した。また研郊庸

品も整備した。主なものは光電比色計，熔光分析機高倍率顕微鏡化学天粍電動計算機などで，そ

の他多数の各型式の製茶機がある。

6) 主要研究課題

A 茶樹育種

(1) 茶樹開花習性調査

(2) 茶樹花部の形態的研究

(3) 茶樹交配試験

(4) 茶樹優良新品種の育成

(5) 茶樹新梢の茸毛の形態・変異とその遺伝的研究

(6) 茶樹葉部の石核細胞の形態と分布およびその茶葉品質との関係の研究

(7) 茶樹雑種優勢の利用研究

B 茶樹栽培

(I) 茶樹繁殖法の試験

(2) 剪枝試験

(3) 施肥試験

(4) 茶園設計および更新観察試験

(5) 幼木茶樹の生長比較試験

(6) 採葉試験

C 茶樹病虫害郵験

(1) 虫害試験研究

(2) 病害試験研究

(3) 茶園殺草試験

(4) 茶樹農薬散布後の残留毒性研究

D 茶葉機械試験

(1) 茶樹の深剪台刈機の設計

(2) 動力採茶機の試験

(3) 機械剪枝の茶樹生長に及ぼす影響

(4) 茶樹の抜根機の設計

E 製茶試験

(1) 緑茶製造法改良試験

(2) 包種茶および烏龍茶の製造法改良試験

(3) 寿眉茶製造法試験

(4) 紅茶製造法改良試験

(5) 茶葉貯蔵試験
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(6) 茶葉品質鑑定

F 土壌肥料

(1) 士壌肥料試験

(2) 茶固緑肥試験

(3) 植物分析

(4) 土壌保全観浪IJ試験

G 普及槃務

7) 刊行物

茶業改良場年報（毎年）

試験報告 (l9 6 7年 3 7号まで）

調査報告 (19 6 6年 9号まで）

魚池分場 l

所在：南投県魚池郷日月濯名勝巻 6号

農業試験所の分所であったが; 1 9 6 8年新設された茶業改良場の分場となった。訪＇問したときは．

本館の新築中で，事務所は雑然としていたが，場所が高台にあり周囲の傾斜に圃湯が開けており，
なが・

出席
めは非常によい。育種のための品質検定室製茶工場を見学する。分場長は茶の研究の全国会議に

中で不在。（写真 36. 37. 38) 

1) 主要研究項目

A 茶樹育種試験

(1) 原種茶樹収量試験および良種茶苗繁殖

(2) 茶樹交雑後代の観察試験

(3) 茶樹の自交と雑交の研究

(4) 茶樹の無性繁殖試験

B 茶樹栽培試験

(1) アッサム茶豊凶要因測定試験

(2) アッサム茶樹の剪枝周期比較試験

(3) 新品種適応試験

(4) 幼木茶園の間作緑肥品種の観察試験

(5) アッサム茶樹の栽培管理法改良試験

(6) アッサム茶園の除草法比較試験

(7) 茶樹施肥量試験

(8) アッサム茶樹の施肥回数と時期試験

(9) 山地特用作物による水土流去量の観測

C 茶樹病虫害試験

(1) 埴里茶区の特殊病（蛙頭病）の発病環境と病源調査

(2) 茶の天牛（カミキリムツ）防除のためのアッサム茶樹主幹ヽの薬剤散布試験

(3) 中南部地域の茶樹病虫害調査と防除試験

,ILS 
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D 紅茶製造試験

(1) アッサム紅茶製造法改良試験

(2) 砕型紅茶製造試験

(3) 紅茶製造法と品質成分の相互関係研究

2) 施設・備品

立派な製茶工場と茶の品質徴蓋検定装慨などが主なものであった。

3) 刊行物

台湾省茶業改良場魚池分場年報

5. 畜産試験所

所在：台南県新化鎮牧場路 15号

1) 沿革

8本時代は種馬場であったが，戦後馬の用途が少なくなったので豚を主とした台湾省農林庁種畜揚

となった。その後 I9 5 4年農業試験所の畜産分所となり. 1 9 6 0年独立して畜産試験所となり現在

に至っている。（写真 39) 

2) 組織

現在の組織は下図のようで，本所のほかに恒春分所（屏東県恒春鋲墾丁里）と楊梅分所（桃園県楊

梅鎮上湖里）の 2分所がある。本所には技術関係の系（部）が 1.分所にはそれぞれ畜産系と飼料作物

系の 2系がある。

養 牛 系

養 豚 系

家・ 禽 系

加 工 系

家畜栄養系

飼料作物系

人工授精中心 「恒春分析
秘

総 務 課 L楊梅分析
書 L主 計 室

人 事 室

業務検査室

安 全 組

図 3 1. 畜産試験所の組織
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3) 人員

しー一•●ー・・

職員数は約 24 0人うも技術関係者は 57人である。その所属は次のようである。

表 18 畜産試験所の人員

技 正 技 士 技 佐 技術助理員 小 計

本 所

養 牛 系 1 1 2 4 

養 豚 系 1 2 2 5 

家 禽 系 1 2 1 1 5 

力1l 工 系 1 3 4 

家畜栄養系 1 2 3 1 7 

飼料作物系 4 1 5 

人工授粁沖心 2 2 2 6 

（小計） (5) (I 3) (1 1) (1) (3 I,) 

恒春分所

畜 茜 系 2 3 2 1 8 

飼料作物系 1 1 2 1 5 

（小 計） (3) （唇） (4) (2) . (1-3) 

楊梅分析

畜 産 系 2 1 1 4 

飼料作物系 1 2 1、 4 -

（小 計） (3) (3) (2) (8) 

計 1 1 2 0 1 7 ， 5'7・ 

4)  主要研究分野と課題

取扱っている家畜• 家禽ほ．牛は肉牛・乳牛を本所で．肉牛を恒春分所（これまで役牛を取扱って

いたが最近変更）．乳牛を楊梅分所で研究している。豚は本所で研究。これまで抵抗力が強く．産む子

が多いことから在来種を使っていたが．最近は外国種を導入し．それらとの 3代雑種を重視している。

その他鶏を本所で，緬羊を恒春分所で研究している。その他本所．分所とも飼料作物の研究を行なって

いる。

本所の飼料作物系でほ牧草品種の導入と品種選抜を中心に研究を進めており．例えば外国から導入し

台湾でのその適性を試験したもの． イネ科牧草では 32 属• 7 6風 27 0亜諷，豆科牧草では 4(!)属．

1 3 3 種• 3 7 4亜種に及んでいる。これらのうち適応区城および適用品種系統が明らかにされたもの

が多い。主要研究課題を示せば次のようである。
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＇ ＇ 
(l) 牧草品種の導入

ア・

ィ．

イネ科牧草品種の導入

豆科牧草品種の導入

(2) 牧草の品種選抜および栽培試験

ア．牧草品種地域比較試験

高海抜牧草品種比較試験ィ．

ウ．

エ

オ．

カ．

キ．

ク．

ケ．

コ．

5) 予

Napier grassの品種および畦巾比較試験

Pigeon 

Napier 

grassの品種および畦巾比較試験

grass.Pigeon grass窒素追肥試験

イネ科牧草と豆科牧mの間作試験
Pangola 

耐塩性牧草品種の観察試験

grass と豆科牧草の混植試験

多年生熱帯型豆科牧草の品種比較試験

銀ネムの品栢比較試験

算

'
‘
,
｀
：
患
ょ
1

、
＇
~
急
｀

（写其40) 

予算は農林庁， JCRRおよび会社などからの依頼研究費によっている。炭林庁と JCRRとの予

算の割合は年によって違うが大体 60 : 4 0程度ということである。本年の農林庁予算は 2分所分を含

め研究費で L1 0 0万元程度である。依頼研究はほとんど栄養方面の試験で，

油蚕白の試験がある。

6) 施設および主要研究機械

特別目新らしいものはないが，

燥絋 飼料分析機

などがある。

研究用としてはホーレージ＾ーベスクー，

例えば石油会社からの石

スプリンクラー，

牛乳各種加工装置．牧場管理方面としては針金を引く機械，

これらはいずれも 3節で述べる UNOPが持って来たものである。

電気乾

セメント柱を作る機械

7) 刊行物

台湾畜産試験所年報

台湾畜産研究

（毎 年）

（不定期）

6
 
林業試験所 (TFRI) 

所在：・台北市南海路植物園内

1) 沿 革

｀
 

日本時代 18 9・5年苗圃として設立され． 1 9 1 1年に台蒟総督府の林薬試験所となる。 1 9 2 1 

年には農業試験所などと共に中央研究所の林業部（農業試験所はこのとき農業部）として統合されたo

その後 19 3 9年には中央研究所が解体し再び林業試験所となり終戦まで続いた。

戦後は台湾省林業試験所となり，今日に到っている。（写真4l) 

2) 組 織

本所には 7つの研究系があり， 地方に 7つの分所を持つ。その様子を下図に示す。
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森林生物系

植 林 系

森林管理系

森林利用系

木材化学系 t中埴分所
木材繊維系 蓮花池分所

所 l L森林淮広系 恒春分所

太麻里分所

長 1 t 総主 務 課 「J¥.仙山分所
秘 計 室 北港分所

人 事 室 六亀分所

書 L業務検査室
安 全 組

各種委員会

図 32。林業試験所の組織

3) 研究の主要目標

(1) 最高の経済収益をあげるための広葉樹林と針葉樹林の管理法の改善についての強力な研究. , 

(2) 将来の増植計画に対する林学的情報をうるための在来ならびに外来の経済林木の種類についての

詳細な研究

(3) 採種．播種．育苗．定楓管理．伐採ら利用の諸問題に関係する主要樹木の種類についての系統

疇究

(4) 病虫害防除についての集中的研究

(5) 森林生産の物理的．機械的，化学的資材についての．とくに木材の利用，貯蔵乾燥に関連した

系統的研究

4) 各系の主要課題

A 森林生物系

(1) 森林動植物の分類．生態．分布についての研究

(2) 主要および特殊な森林動植物の生理学．遺伝学，育種についての研究

(3) 森林病害虫の研究

(4) 植物標本室の管理

(5) 試験所の築庭法

(6) 温室の栽培と管理

(7) 台北植物園の管理

B 植林系

(l) 経済樹林の播種．定植．自然林の更新についての研究
ー，＇

9，
9
9
0
1
"
,
I
L
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(2) 外来樹種の植林の研究

｛ (3) 林木種子の収集処理，貯蔵発芽の研究

(4) 林木種子の検査

(5) 林木種子の低濫貯蔵

(6) 森林土壌の調査研究

(7) 土壌保全の研究

(8) 森林気象学．季節学の研究

(9) 風致木と薬用木の増殖と栽培の研究

(10) 森林副産物栽培の研究

C 森林管理系

(l) 手入れ法の研究

(2) 自然林の改善と管理の研究
， 

(3) 生長と収量の研究

(4) 植林体系の研究

(5) 保安林の管理の研究

(6) 出費と利潤の研究

(7) 森林経済と行政の研究

(8) 森林火災の研究

D 森林利用系

(1) 林木と竹の組織学と鑑定の研究

(2) 麻と竹の物理。機械的性質の研究

、..,) 木材乾燥法の研究

(4) ポリウッドの糊の研究

' ，. 
(5) ポリウッドの物理特性の研究 ; 

I 
(6) ポリウッドの試験製造とパイロット工場の管理 f 

' (7) 木材と竹と防腐法の研究 I 

,I ¥ 

(8) 昆虫と菌による木材と竹の劣悪化の研究 し、

E 木材化学系

(1) 森林生産物の成分測定の研究

(2) 森林生産物の特殊成分の抽出と精製の研究

(3) 木材の炭化の研究
/~ l 

(4) 森林生産物技術の研究

(5) 人造樹脂の研究 I 
＼ 

(6) リグニンとその誘導体の利用研究

~ ＇ (7) 森林用の殺虫剤・殺菌剤・殺草剤の研究

F 木材織維系

(1) 木材と竹の繊維の研究 I 
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(2) 木材と竹のパルプから人絹を製造する研究

(3) 廃棄液の利用の研究

(4) 紙および他のバルプ産物の研究

(5) 紙の物理性の研究

(6) バルプと紙のパイロット工場の管理

G 森林惟広系

（技術指導股）

(1) 研究結果の普及展示

(2) 柑・I木の種子・種苗の普及と交換

(3) 最新森林科学の導入

(4) 森林の映画，写真，スライド．模型．図表の作製と展示

(5) 公有，私有林の調査に関する通信組織の樹立

(6) 森林普及材料の収集と調製

(7) 森林管理技術の指導と相談

(8) 森林労務者の訓瀬i

(9) 展示林の設立と助言

(10) 私有林の管理の指導

(11) 育苗圃の調査と設立

（図書・刊行股）

(I) 書籍の収集と保管

(2) 書籍の目録作成

(3) 試験所の刊行物の編集

(4) 刊行物の認可のための発送と原稿の保管

(5) 刊行物の発行と交換

(6) 図書館の関覧室の管理

H 中哺分場

(1) 中央台湾の在来樹種の植林研究

(2) 外来樹種の地域植林研究

(3) バラゴムの木の植林と乳液の採取とカnIの研究

(4) 土壌保全の研究

(5) 樹木園の管理

(6) 経済樹種の生育，植付け，普及

(7) 実験林の手入れと保護

(8) 森林気象観測

I 蓮花池分所

(1) 自然林植生の手入れと改善と更新の研究

(2) 重要林の手入れ法の研究
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(3) 在来樹種の植林研究

(4) 外来樹種の地域植林研究

,si m要樹種の生長の研究
(6) 実験林の手人れと保護

(7) 森林気象観測

J 恒春分所

(I) 南部台湾の在来樹種の植林研究

(2) 導入樹種の地城植林研究

(3) 熱帯樹種の苗圃管理

(4) 熱帯樹種の生育•植付け・普及

(s) 恒春熱帯植物園の重要樹種の生育の研究

(6) 実験林の手入れと保護
J 

(7) 森林気象観測

K 太麻里分所

(1) 東部台湾の在来樹種の植林研究

(2) 外来樹種の地城植林研究

(3) 薬用樹の栽培と増殖

(4) 氾濫原の植林の研究

(5) 重要樹種の生長の研究

(6) 実験林の手入れと保護

(7) 東部台湾の重要樹種の生育・植付け・普及

(8) 森林気象観測

L 八仙山分所

(1) 松の分布調査

(2) 松と香り楓の植林研究

(3) 松脂精の収集と分析

(4) 樹の特殊成分の抽出と分析

(5) 台湾紅イトヒバ材の乾燥蒸溜

(6) 森林気象観測

M 北港分所

(I) 防風垣樹種と砂防植物の収集・分類•生態調査

(2) 防風垣の造成と砂丘の安定の研究

(3) 防風垣の防風効果の展示

(4) 防風垣用樹と砂防植物の生長と普及

(5) 公共防風垣造成の指導と援助

(6) 防風垣の病害虫防除の研究

(7) 森林気象観測
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N 六亀分所

（］） 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

キナ樹の生育•植付け••利用の研究

中部および南部台湾の在来樹種の植林研究

外来衡種の地域植林研究

森林植物園の管理

重要経済樹種の生育•植付け・普及

実験林の手入れと保護

森林気象観測

森林生産物の処分

実験林の植生の分類と生態研究

5) ~l 行 物

年報のほかに棠報， 専報を発行している。また．普及のバンフレットを出している。

7し 台湾糖業試験所(-TSES) 

所在：台南市生産路 54号

1) 

ったが，

革

本所の前身ほ 19 0 3年に設立された台湾総督府糖業試験所である。戦後は台湾省糖薬試験所とな

1 9 4 8年 1月台湾糖業公司に統合され台湾糖業試験所と改称された。

沿

2) 組 織

次のような組織のもとで仕事を進めている。

所

長
（技術服務）．

育種系

農芸系

植物保護系

工芸化学系

科学賓料中心

儀器服．務中心

化験服務中心

推広講習中心

農場管理中心

虎尾実・験場

新営実験場

屏東実験場

高・雄公証処

総

人

会
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図 33. 台湾糖薬試験所の組織
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遭
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最近組織の整備統合が行なわれ．科学研究については 4つの系に統合し．研究室を整備した。技循服

務についてほ以前 5つあった蕪作改良場を 3つに整理し実験場とした。

また以前事務管理にあった農場管理を技術服務の方にセンクーとして吸収した。

科学研究のための 3階建の新研究棟が圃場の一部をつふして 19 6 9年春竣工し，育種系を残して全

部これに移転した。

科学研究の各系の研究室構成は次のようである

＇ 冒

ヽ

細胞遺伝研究室

品種改良研究室

育種場（后里．万丹．昌隆の 3ヵ所）

交配圃（四重渓恒春の 2ヵ所）

南投露菌病抗病測定苗圃

植物生理研究室

蕪作栽培技術研究室

土壌肥力研究室

農土水利研究室

農薬多角経営研究室

土壌理化研究室

耐病育種研究室

植 薬剤防虫研究室

物 生物防虫研究室

保 ウイルス病研究室 l 護 害虫生態研究室

系 甘蕪線虫研究室

l 雑草防・除研究室

農業気象研究室

飼料及生化栄養研究室

工 蕪品開発研究室

芸 粗砂精煉品質研究室

化 製糖方法研究室

学 食品化学及加工研究室

系 砂糖化学研究室

図 34. 各系の内部組織
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3) 人員・用地

現在の人員は職員 24 9人．エ員 17 7人で計42 6人で年々減少、の傾向にある。近く 40 o: 人位
k減少するよう本社から言われている妃研究員は少たくしないようにすると置所長はい....ていた0

丑は全体で 56 5 haあるが台南の本所は約 10 0 haである。建物敷地は3、3,350耐である。
（写真 42. 4 3) 

4) 研究の目標

(1) 農民の単位面積収量を高め甘蕪生育期間を短縮すると共に菖甘薫園の間作体系を改善する。

(2) 製糖エ塙，直営農場の土地生産力の向上

(3) 製糖工場の製糖効率の向上

(4) 製糖工場の農工設備を活用し多角経営を発展さ士る。

S) 研究の主要成果と今後の課題

（甘蕪品種改良〕

品種改良ほ余分の投資がなくて栽培者の収益を増すことができるので．もっとも歓迎される。当試

験所でももっとも重視している研究分野である。

品種改良の中心は新品種の導入交雑育種および突然変異の誘発であるが，戦後N;0 o 3 :i: o. H 3 7-

1 9 3 3, N : C a 3 3 4 等が導入普及されたが．そのうちN:Oo3iOがもっとも成功し• 1_953年
-1  9 6 5年の間は台湾の甘蕪はこの品種によって支配されていたといってよい。

当所の交雑品種は戦後 Fl35--161の 27種に及んだが．そのうちF1 4 6, F 1 5 z. F 1 5 6な
どはもっとも成功した品種で． とくに F146, F156は今なお面積が拡大している5最近できたもの

ではF158, Fl61なども有望であり．系統の中ではs3-9 4 s. s s-・2 4 o oなどに期待がか
けられている。

ふ ',,C —-, , , 

品種改良として今後努力する方向としては次の事項があげられる。

(1) 地城別選抜を継続強化する。

(2) 育種期間を短縮する。

(3) 種苗繁殖を速める。

(4) 放射線利用により突然変異を作出する。

(5) 選抜材料を拡大し遺伝生理研究を増強する。

C甘蕪栽培法改善）

戦後甘蕪栽培法で最大の改善ほ宿根（株出）栽培の発展である。この栽培法の普及により生育期間が・

1 8カ月から 14カ月に短縮した。この 4カ月間に他作物を 1作生産できるようになった。

栽培法改善での今後の努力方向は次のようである。

(1) 育種研究との協力を強化する。

(2) 新品種種苗の繁殖を速める。

(3) 甘蕪栽培での間作休系を改善する。

(4) 甘蕪の栽培管理法を改善する。

(5) 甘蕪の生育・収量の予想法を強化する。

(6) 台湾の他の農業研究機関との協力の強化に努める。
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（甘蕪の栄養施肥改善〕

戦後甘蕪の土壌および施肥技術は①地力と植物栄養の研究ならびに長年にわたる各地の圃場試験の結

果．場所ごとに最適施肥法を勧めることができるようになったこと・R石灰必要度の調査により石囮糾

用による酸性土壌の改善法が実施されるようになったこと．により大きく前進した．，

今後の改善点は次のようである。

(I) 育種研究との協力に一層努める。

(2) 土壌調査計画の完了を急ぐ。

(3) 加里および燐酸肥料使用のための土壌検査事党を拡大する。

(4) 栄養診断のための植物分析を強化する。

(5) 放射性物何利用による甘蕪の栄蓑研究を強化する。

(6) 土壌の有機質の研究を強化する。

(7) 土地改良法の研究を強化する。

〔甘蕪の病虫害防除〕

台湾の主要病害虫はモザイク病，矮化病，パイナップル病．赤腐病， 葉焼病．線虫害および根部を害

する地下害或葉部を害する綿アプラムシ．茎部を害するムラサキメイガと野鼠などである。これらは

いずれも初切な防除法が確立されている。とくに当所で開発した野鼠退治法は政府の採用するとこると

なり，全省に普及されている。

戦後，新品種の導入あるいは育成のため，また土地利用形態や栽培技術の変化などのため，甘蕪の新

らしい病害虫が発生して来ている。病気では葉焼病，露菌病，矮化病，白葉病などがはげしく，害虫で

はカンショノコギリカミキリ，ニカメイチュウ，クサセミなどであり，ニカメイチュウとクサセミの適

切な防除法はまだ発見されていない。

'-:)ように病虫害は随時変化するため．防除法の強化が必要であり，今後の研究方向として次の事須

があげられる。

(1) 外国からの導入品種の検疫と新品種の耐病性の検定

(2) 各種重要病害虫の防除法の研究。

(3) 甘蕪病虫害による損失量の推計。

（製糖法の改善〕

当所は製糖技術ではすでに次のように成果を修めている。

(1) 炭酸稀釈汁液の処理にイオン交換樹脂を用い蒸発錮の垢を少なくする。

(2) 第 2炭酸汁液と糖漿の処理に素焼の管フィ）レクーを．また第 1炭酸汁液の処理に連続ペルト型の

真空フィルクーを用い糖分の漏失を防いだ。

(3) 蕪汁膠質性の制御系統を設計することにより．石灰法による精糖過程における季節性を除去する

ことに成功した。

(4) フィルクー・ケイクからワックスを抽出する工程を完成した。

製糖技術では，今後次のような事項に注意を向けたい。

(1) 石灰法および炭酸法による精糖の研究を継続し，精糖性能を改善し，上白糖の貯蔵性を向上する。

(2) 蕪糖化学の研究を強化する。

ご`f`
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〔證酵化学）

この方面では．①新苗種と新型通風機により酵母の生産効率を高めた。③糖密からブクノールとアセ

・トンを作ることに成功した。③蕪糖からクエン酸を作る研究を完成した。

今後の努力は次の事項に向けられている。

(1) 食用酵母の製造技術の改善とその品質の向上の研究を続ける。

(2) 酵母の核酸から 5―"ヽ 0s1nic acidと 5-guanyl1c acidを抽出する。
〔甘蕪搾粕（ベガス）の利用）

この方面では① alkaline chlorineを発明して搾粕（バガス）から紙パルプや純繊維を製造でき

るようにした。②両面に光沢のあるペガス硬板を製造する際の問題点を解決した。③尿素樹脂生産の研

究を完成した。④ベガス板の美化と力血こ利用の方法を研究した。

今後の問題としては

(1) 吸音板の品質の改良

(2) 尿素樹脂の品質の改善と適合した接着剤の研究

(3) ベガス成分の系統的分離法の研究

(4) ベガス板の利用範囲の拡大

8. 国立台湾大学農学院

所在：台北市羅斯福路4段

1) 沿革

本校の前身は日本時代の台北帝国大学である。戦後国立台湾大学に改組改名された。

2) 組織

台筒大学の組織はきわめて大きい。その概要を下図に示す。
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図 35. 国立台湾大学の組織

注：農業研究中心は省立中興大学と省農業試験所との合弁で．本校が主管機関
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このうち数学，化学．農薬の 3研究センクーは， 1 9 6 5年 7月にできたものである。農業研究センク

ーは台湾大学と省立中興大学および台湾農業試験所との合弁であるが，本校が管理機関であるので．

組織図の中に入れられている。

農学院の組織は下図に示すようである。
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農工両学院付設水工試験所

航空測量中心

図 36 農学院の組織
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(2i 

農芸研究所．農業化学研充所，植物病虫害学研究所には博士課程を設けている:I>-

航空測量中心は農林庁の航空測且朦と中国撮影測量学会との合弁。

終戦直後の農学院には農芸学，農業工学．農業生物学。森林学．畜牧獣医学．農業経済学園芸学の

7系があ.....たが．次のような変遷を経て今日に至っている。 19 4 6年に農業化学系ふ 1 9 6 0年に

農業淮広学系が増設された。また 19 4 9年には農業生物学系は植物病虫害系と， :t9 5 l年には農業

工学系は農業工程学系と改称された。畜牧獣医学系は 19 5 9年畜牧学系と獣医学系に分れた。

次に研究所は， 1947年，農業化学，

1 9 6 0 年農村社会経済研究所• 1 9 6 4年森林学研究所．

1 9 6 8年獣医学研究所がそれぞれ設立され今日に到っている。

植物病虫害学の 2研究所が新設され， 19 s s-年農芸学研究所．

1 9 6 6年農薬工程学研究所； 1 9 6 7年

園芸学研究所．

なお1968年にはこれらのうち，

た。

農芸学， 農業化学， 植物病虫害学c$研究所に博士課程が設けられ
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実験林管理処はもと束京帝大の演叱淋でちったものを戦後台粥行政府が接収し，林務局の第 1模

範林場で度ったの~. 1 9 4 9午本校に引継き．その際l日名の演習林としたが. 1 9 5 fl年尖験林と改

称し，その管理処を南投県竹山鋲lieillいた。

場所は南投尿信義水里鹿谷の 3究にまたがり．面積 33, 5 2 2 ha , 椋邸 22 0 mから 3,9 9 7 

mの新和山の山峰に全る雄大なものである。したがって森林梢物の垂酎分布は葱椛亜熱帝，品帯，痙

帯の梢物を備え．林学の'k料研究には狸和的な出所で友る。

農業試験場は日本時代の炭事試験場を引継いたものであり， 1 9 5 7年それまでの111共. ~I芸，農工，

ti牧．の4組を殷楊ff理，製芸， [.;ti芸， iti牧，森林，柏物病虫寝牒光化学．腹哭工和の 8組に改組し

た。均長は牒学院長が兼任している。

面積は元来 13 haあったのを 1964~1966年の間に新店鋲安坑IIC17ha求め合計 30 ha 

である。水稲，雑穀花類，野菜食用せi, 妾鶏農場一般作業の 7組に分れている。耗党は独立採算

制で産物の一部は職員に安く提供されている。

家畜医院は l9 5 2年に設立された。その目的は炭学院の獣医学系の学生臨床実習のためであったが，

1 9 5 5年からは家畜の医療亮務も始めた。場所は本校の東南隅で，面稽は約 1ha。

霧社山地農場は，台北帝大時代の I9 3 7年に設立されたもので，南投県仁愛郷にあり．面梢),2 40 

haあった。戦後は予算不足でそのまま利用されなかったが， 1 9 5 5年再建の必要を認め 19 6 1年

ようやく正式に成立し．事務所を仁愛県春陽村に囮いたが， 1 9 6 6年から実験林管理処に編人されたo

褻湯は 3区分し第 1~第 3炭場といわれている。

地勢急なところでは造林を進めているが．山麓の平坦地では果樹園を開き落葉果樹を栽培するととも

に，夏季野菜を間作している。夏休と冬休には学生実習を行なっている。

農業陳列館は 19 6 4年に設立された。農学院学生の教育研究の仕か一般に公開展覧に供している。

設立以来，参観者は毎年平均 5,000人以上で，うち外国人が 60彩を占めている。

建物は 3階建で. 1階のテーマは「台湾省の農業環境」. 2階は「台湾省の土地改革」， 3階は「台

湾省の農業生産」で，それぞれについて詳細にわかりやすく展示されている。

水工試験所は 19 5 0年農学院と経済部中央水利実験処との共同利用施設として本校にできた。水工

試験所がその前身で，それをゆずりうけ 19 6 1年農学院と工学院の両院に付設する水工試験所として

設立された。試験室が 2棟あり合計面積 Ll25Tlfで．外の試験場まで入れると 2,00 0 TTfに達する。

この試験所の主要目的と薬務は次のようである。

① 水工試験の教育に関する事項

R 水工学術理論と・実験に関する事項

③ 公私水利工程機関から委託される水工研究に関する事項

航空測量センクーは 19 5 9年農学院と農林庁農林航空測量隊および中国撮影測量学会の共同で本校

に設立されたものである。

3) 学生

農学院の学生は 19 6 7年度 I, 5 8 0人である。 19 5 7年の 882人, 1 9 5 2年の 50 3人，

1 9 4 7年の 15 2人に比べると急激に学生数が増えていることが明らかである。

しかし 19 5 4年，大学，専門学校以上の入学試験が全省同一日，同一問題という制度になって以来，

,[ 
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戸筐

女子学生の入学者が急に多くなったことが注目されている。

刊行

農学院の刊行物にほ研究報告，専刊，

研究報告があり．また農業淮広叢刊もある。

〔台湾殿業研究中心、人工制御気候室）

4) 

雑刊．年報などがある。実験林管理処からは別に林業叢孤

1) 沿 革

この人工制御気候室(Phyto tron)は 19 6 3年 11月合清大学農学院温室設計小組により企画

建物および地下土木工事が 19 6 5年完行した。建築贄は 13'5万元で，米国の農業教育計画のされ．

補助を受けた。 1 9 6 5年 9月 18日に農業研究中心が成立したが．このセンクー審議会で人工制御気・

饂の未完成工事を継続することが決定され， 1 9 6 6会計年度国家科学委員会（当時は国家長期発展

科学委員会といっていた）と農復会の予算 5万ドルをえて．米国のヨーク会社から人工気候室の必要機

械器具を購入した。 1 9 6 8会計年度にも 33 4万元の予算が付いて米国のヨーク会社台湾総代理店西

螺会社と契約し．内部機械器具と土木工事と植物栽培用の照明設備の工事を行なった。

全工事は 19 6 9 年正月に完工し．関係機関の作物生理• 生態および栄養生理などの試験研究に用い

るよう正式に開放された。 （写真44. 4 s. 4 6, 4 1. 、̀‘

2) 設 備

人工気候室ほ台北市基降路 3段 13 8巻 19-A号（台湾大学東南隅）にあり．建物敷地8741fl.

内部に自然環境制御室 6室．人工照明室4室暗室2室および事務室調査室実験準備室消毒室

管制室各 1室ある。 なおこの他に機械室．浴室 宿直室などがある。（平面図参照）

28.8 m 

“ “ 巖 5

調査室

口
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ロロロロ
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図 37. 農業研究中心人工制御気侯室
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(I) 自然環境制御室(01ass 

建物の南側に設骰された 6室の大ガラス室が列んでおり．

room) 

各室長さ 5.2 m, 巾4.8 m, 

各室内の温度． 湿度は下表のように調面できる。

表 l9 各室の調節範囲

温 度
温度差 湿 度 湿度差

日 温 夜 温

第 1 室 I 5℃ 1 2℃ 士 1℃ 70~9 0彩 士 5℃

第 2 室 2 0 1 5 士 1 7 0~9 0 士 5

第 3 室 2 0 1 5 士 I 70~90 士 5

第 4 室 2 5 20 士 1 7 0~9 0 士 5

第 5 室 2 5 2 0 士 1 7 0~9 0 士 5

第 6 室 3 0 2 5 士 l 7 0~90 士 5

室内には自動調酷器があって温度湿度が一定に保たれるようにしてある。

(2) 人工照明室(Lighting

面積25 wt, 

人工照明室は 4室あり．

今

J

用電灯が設えられ．

りである。

表 20 各室の調節範囲

湿 度 湿 度 最高照度

第 1 室 0℃ 士 1℃ 6 5 ~ 9 0彩 1 5,0 0 0 lux 

第 2 室 10 士1 6 5 ~ 9 0 2 o.o O 0 
第 3 室 1 5 士］ 6 5 ~ 9 0 2 5,0 0 0 

第 4 室 20 士 1 6 5 ~ 9 0 3 o.o O 0 

(3) 暗 室（

日長と照度が調節できる。各室の温度．

Dark 

暗室は 2室あり，

room) 

各室は長さ 3.6 m, 

room) 

各室は長さ 3.6m. 

巾2.8m, 

巾2.8m, 面積 10 rrt。室内温度は第 1室は一 5~2℃，第

2室は 3~9℃にすることができる。

(4) 機械室

機械室の面精は 33 6元

handling unit)が 10 台ある。空気圧縮機は自然環境制御室~

するために調節噴頭で各室に噴霧するのに使われる。

室内に空気圧縮機(air

面殿 10 11f. 

湿度の調節範囲および最高照度は下表の通

com press ar 

冷風機1台ごとに 2個の密閉水冷式圧縮機(water cooler 

室内は日光の代りに植物栽培

）が 1台と冷風機(air

人工照明室，

condenser) 

暗室内の湿度を維持

があり． 自然環境室
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6室， 人工照明室 4室の温度調節を行なう。冷風機には散熱器が並置されており，冬季温度を上げるの
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に使う。

暗室にほ室ごとに専用の扇型冷凍圧縮機が 1台置かれており．各室の所要低温を維持するのに使われ

る。

(5) 管制室 (Oontrol room) 

管制室は人工制御気候室の中枢である。管制盤により機械室内の各種機械の姶動と停止ができると

ともに自然衷境制御室．人工照明室．暗室の温度•湿度および人工照明室の照度を調節できる。また管

制盤にほ濫湿度自動記録計があり．各室の温湿度の変化情況を連続自動記録して実験する人の参考に供

することができる。

(6) 消毒室

室内には消毒設備と薬品があって．作業員が人工気候室に入るときに病害虫の消毒をする＿•ことがで

き．また使用土壌と器具の消毒もできる。

(7) 水と電気設施

水道の中断にそなえ人工気候室には深さ 75mの深井戸が一つあり，毎分400£の水を供給する

ことができる。また 3つの貯水池と 1つの冷却・塔があり機械の冷却用に循蓑使用している。

電力は人工気候室の一切の機械ならびに作物栽培の照明用のため 75KVAの変圧器6楓総電力

4 5 0 KVAが使えるようになっている。毎月の基本電力費ほ!lO O 0元で・全運転すると毎月 6万元

にもなるので，電力費が気候室維持費の最大項目である。

9. 省立中興大学農学院

所在：台中市国光路 250

1) 沿革

日本時代に台北帝大の付属高等農林学校として創立し, 1 9 4 3年に独立して台中農林専門学校と

なった。

戦後は 19 4 6年省立農学院といったが. 1 9 6 1年法商学院（台北にある）運工学院を合せて中興

痔（綜合大学は 3学院ないとなれないので）ができ．その農学院として現在に至っている。 19 6 9 

年には文学院が新設され現在は 4学院で構成されている。

2) 組織

農学院の中には 11の学部がある。すなわち農芸学采森林学采農業化学系農産製造組，同系土

壌肥料組．植物病理学系．農業経済学系．園芸学系．農業教育学采畜牧学系．昆虫学系．水土保持学

系。以上のほかに現在．農業経済研究所．糧食作物研究所．植物病理研究所の 3研究所がある。

研究所が整備されると大学院マスクーコースが開設されることになる。したがっで現在マスクーコー

スがあるのは上記 3分野である。・なお, 1 9 7 0年には土壊研究所が設立される予定である。

試験農場は学内にあって 12 ha , また 8,2 0 0 haの演習林が埴里にある。

3) 学生と予算

中興大学全体で．昼間学生(4年制） 5,0 0 0人夜間学生(5年飢ib2,soo人農学院学生は
L 8 0 0人。

予算は教育に関係するものはすぺて教育庁から出るが，研究経費は教育庁の往かに国家長期発展科
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主要研究課題とその成果

染芸学系

(1) 水稲放射線誘変育種と突変性状の遺伝研究

台中 65号の突変早熟品種G1 1 o. 0 1 2 3. 

種H 2 0 7などがえられた。またこれら突変について早熟性．

0190, Gl 95等 嘉南 8号の突変多収品

栽培特性．脱粒性．倒伏性などの遣伝の

研究を進めている。

栽培稲起源の研究

稲品種改良のための放射線処理利用の研究

水稲早熟遺伝因子とそれが生産性能に及ぽす影響の研究

自然および人為選抜に対する野生稲集落の反応の研究

野生稲の細胞遺伝的研究

稲のTrI som1cs(三染色体性）についての細胞遺伝学的研究

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(10) 

(l l) 

(12) 

(13) 

B
 
その他の系

(1) 

ことが，

(2) 

(3) 

JC  RR. 塁会．粗食局．

大小麦の放射線による誘変交雑育種

大豆の放射線処理とその後代変異の研究

大豆の交雑育種，

大豆栽培品種と野生種の形態学．細胞学的研究およびその相互間交雑後代の変異の研究

農業機械化の研究

除草剤の研究

種間交雑試験

その他糖業公司． 肥料公司等各種団体~

植物病理学系では各種作物の病気の研究を行なっているが．

台湾で始めて発見され．浮鹿子で媒介されることを明らかにした． 稲の葉でも昆虫でもウイル

スを電子顕微鏡で見ることはできたが．分離はできていない。

昆虫学系では各種果樹．野菜の害虫の研究を進めているが．

ムン）類の研究が詳細に行なわれている。

会社などから出

水稲の黄葉病がウイルス病である

なかでも果樹類の天牛（カミキリ

園芸学系では山地園芸の開発に力を入れており，台湾山地における落葉果樹の導入．品種試験，

苗木繁殖試験．果樹園管理の研究が行なわれている。すなわち最初に 19 5 5年から 3カ年にわたり夏

休暇を利用し，園芸学系の教官．専攻学生全員で中央山地帯を調査し．~ 栗，胡桃，草果，水密~

楓李，柑橘類， トマト，馬鈴颯夏野菜の適地を指摘すると共に開発上の問題点を明らかにした。結

果の一部はすでに普及に移されているが．なお引続いて研究が行なわれている。
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第 3節海外技術協力

1. 中華民国の海外技術援助

1) 国際経済合作発展委員会（経合会）

中華民国の海外技術援助はかなり計画的のようである。中央政府の行政院の中に国際経済合作発展委

員会(CIED=,Commi ttee of International Economic Corporation and Develor-

ment)が作られており，外交部と経済部の共管である。この委員会は副総統が委員長をつと以外

国の資金や技術の使用応用を全面的に管理し，中国とアメリカ等諸外国とのあいだの経済協定を執行し．

これによって経済建設計画が円渭に行なわれるようにするものである。

この委員会はとかくエ哭方面の仕事が中心になりがちで．農業関係のことはJCRRtcまかせた形に

なっている。すなわもJCRRに国際技術合作小組が置かれ，農業関係の国際協力はすべてここで行な

われている。

2)  中非技術合作委員会

数年前から正式に作られた委員会で，最初はアフリカ諸国に対する技術援助であったが，最近では

アフリカ以外の国にも広ろげられている。この委員会は外交部．経済部，農復会．経合会，農林庁など

各機関の代表が集まって組織されている。実際の手続きは秘書処がやっている。援助の方法はいるいろ

あるが漿耕隊および農要技術団の派進先方の技術者の受入れ教育などが中心である。農耕隊は 10名

程度のチームを作って派遺するが，特殊農耕隊として 20 0名という大部隊もあった。編成は高等農林

出身者が中心である。先方の国では．実際に優良技術を展示することにより．農家および技術担当者の

技術向上をはかることを目的としている。派遺国はアフリカ大陸が中心で，中共が入っている国以外は

ほとんどの国に派遣されている。チームの専門は稲作と畑作が中心である妃エチオピャほ獣医が中心

となっている。

農業技術団も 10名程度のチームで派遺される。先方の国の技術指導を行なう。このチームの編成は

大学出の者が中心になる。派遺先ほフィ I)ピン． クイ・イラン，南ペトナムなど主して東南アジアであ

る力ら南米ドミニカやプラジルに派遺したこともある。派遺の手続きは中非委でやる尻人選について

はJCRRでやっている。

外国人の技術研修は台南農業改良場の構内に最近建設された研修施設で行なわれる。これは主として

農耕隊を脈遺した国々からの人を受入れて. 6カ月間ここで農業技術の研修を行なっている。 UN(国

連）あるいは FAOを通じて入って来る。（写真48) 

以上のような中華民国の海外技術援助につき．行政院長の厳家治氏は昨年末(12月25日）次のよ

うに述ぺている。（聯合報. 4 4年 12月 26日）

嘩在わが国からアジア汎アフ,,カ州およびラテンアメリカ州に派駐している農耕示範隊およ

ぴ各種技術隊は遂次増加し， 82カ国， 89隊，人員にして L2 0 0余人に達した。また外国からわが

国に訓練を受けに来ている研修生は 5,00 0余人に及んでいる。

このような技術研修と友情の交流を浸透することにより≫ 彼我両国の友好関係を設立し．我々は国際
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間にあって．更に多くの支持国をえ．更に有力な支持すうるように努力しているのである』と。

2 中華民国が受けている海外技術援助

JC RRを中心とするアメリカの技術援助が大きいものであるから．そのほかにも直接外国の特毎目

からあるいは国連などの国際組織からの援助があるようであるが詳細は不明である。ただ山地牧畜に対

する技術援助チームのあることを．畜産試験所を訪問した際知ることができたので概要を記しておく。

〔聯合国協助台湾発展山披地畜牧開発執行処）

畜産試験所の中に駐在して．台湾の傾斜地牧畜の開発に協力している外人チームである。牧畜とい＾

ても牛が専門で豚や鶏には関係ない。対象分野ほ牛の飼養。加工．飼料作物で，これらの研究・展示・

普及を行なう。 UNDP(UnltedNations Development Program)によって行なわれているも

ので， 1 9 6 5年から始められた。予算は国際連合と中華民国とから出す。現在は下記の 9名が活動し

ている。

名 前 国 名 専 門

Mr. a.Mrs. A. R. De I I ey オーストラリヤ 執行人（マネージャ＿）ー）

Dr. a.Mrs.N. C. Fry イ ギ リ ス 獣 医

Mr. a.Mrs. C. Dickerson イ ギ リ ス 農業経済

Dr.H. K. Kiltz ド イ ツ 獣 医

Mr.H. E. Langball e デンマーク 乳牛飼蓑

Mr.a.Mrs.E. J. Johnston オーストラリヤ 飼料作物

Mr. a.Mrs.H. C. Hildreth ニュージランド 牧場営理

ワr.P. B. 0. Donovan アイルランド 家畜栄養

Mr. a.Mrs. Gillincham ニュージランド 牧場管理（恒春）

これらの人は1年ないし 2年で交替して．すでK 1 1名の外人が入換ったが．重要な人はこの事業が

始まって 5年になるがずっと動いていない。

3. わが国との技術研究協力

台湾の農業および試験研究機関を短期間でほあるがみた印象としてほ．熱帯。亜熱帯特有の作物を除

けはあらゆる点で日本とよく似ていることである。農家の農業技術もよく進歩しているし，試験研究

機関の活動も立派なもので．あらゆる分野で自国の力で向上発畏できる能力を十分に具備しているもの

と考えられた。各分野の研究者も高い教養と能力をもち，意欲的に研究を進めている点は尊敬に値いす

る。ただ戦時中のためか．研究予算面での不足をかこつ研究者が多かった。事実各試験研究機関とも新

らしい研究施設。研究機器には見るぺきものはなく，その新設購入には強い要望があった。我国でで

きしかも先方に喜こばれる技術援助ほ，研究予算あるいは最新の研究施設，研究機器の贈与ではなかる

うか。

今後我国との研究協力については．情報交換を一層改善することと．互にその立場を尊重した技術協

カ体制を強化することが大切と考えられた。我国の技術者．研究者は熱帯気候下における農業研究の経
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験が乏しく，また多くの人が外国人に接する機会が少ない。台跨はこれらの条件をそたえており．我国

の若い技術者．研究者をこのような点で研修するには格好な場所のように思われる。

我固が今後東南アジア諸国の塁業技術協力を租極的にかつ効果的に推進するためtcf't.長期的視点に

立--t.::.計画的人員の養成が必要と考えられるが．そのような訓練の場所として台湾の協力がえられれば

幸である。熱帯奥業研究七ンクーの在外研究員の派迫についても．直接特定国に入る前の研究場所とし

て台湾では在外研究員が直接技術援助活動を強制されることはないので．テーマによ.,.て好都合な点が

多いはずである。このような勝手な希望を台湾が受入れてくれるかどうか不明であるが．このような具

体的な仕事を通じ技術研究交流が盛んになることが望ましく．可能であるう。積極的に検討してみたい

ことである。
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（参 考 資 料〕

1. 主要地点の気候

2。主要農作物の生産状況

3. 最近 10年の主要作物の生産状況

4 .. 第 1期水稲と第2期水稲の比較
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1. 主要地点の気候

(1) 台北 Taipei 

(25°02'N. 121°31'E. 9mH) 

(2) 宜蘭 YiIan 

(24゚46'N, 12 1°4 5 1 E。9mH>
e、;

~ 月
気濫

降水最 降水
気平均最高 最低 冨 日数
温気温 気湿

1 15.2 19。1 12.3 91 12 

2 15-4 18. 6 12-0 147 13 

3 17. 5 20.9 13. 9 164 14 

4 20. 9 25.0 17-3 182 12 

5 24.S 28。5 20 -6 205 13 

6 26-8 31.5 23-0 322 13 

7 28.4 33。2 24-6 269 12 

8 28.3 32.9 24•2 266 12 ， 26.9 31。O 22・6 189 11 
10 23.3 21. 2 19・8 117 11 

11 20.5 23。8 16-9 71 10 

12 17。2 20。7 13-9 77 10 

年 22。1 26。O 18。42100 143 

ぐ月
気 温

降水量 降水
平均 最高 最低 1/llll 日数
気温 気湿 気温

1 16.0 19 • 1 13. 3 1 46 25 

2 16 .o 19-4 13•0 128 20 

3 17.4 20。7 14• 4 178 24 

4 20. 7 24.4 17• 3 119 15 

5 23.8 27 .4 20, 8 227 22 

6 26 .s 30 .2 23・1 191 16 
7 27.6 31 ,4 24•2 151 11 

8 27 .1 30 .9 23-9 216 17 ， 25。6 29.3 22. 5 296 1 9 
10 2 3.0 26.5 19-9 362 21 

11 19 .8 23 .o 17•2 282 23 

12 l"I • 3 20 .o 14• 9 240 24 

年 21。7 25。2 18• 7 2536 237 

(, 

（注） 最高。最低気温は日最高． 日最低気温の月平均

（出所） アジアの気候古今書院， 1 9 6 4 (以下同じ）

Ci) 基降 Keelung 

(25°08'N. 121°45'E. SmH) 

~ 
気温

降水量 降水
平均最高最低 霞霞 日数
気温気温気温

1 15ヽ4 18.2 12. 8 299 23 

2 1 5・2 l8c0 12.6 289 21 

3 16-6 19.7 13.8 316 21 

4 20 .2 23。7 17. 1 210 18 

5 2 3. 6 27.1 20.5 267 18 

6 26-5 30,6 23.3 240 15 

7 28-2 32 .3 24-8 129 10 

8 27.9 32.2 24. 7 171 13 ， 26.5 30, 1 23.6 241 15 
IO 23.3 26。2 20.8 228 18 

11 20.0 22 .9 17.6 227 20 

12 17. 2 19.9 14.1 293 23 

年 21. 7 25.J 18.9 2910 215 

(4) 台中 Taichung

(24°09'N, 120°41'E. 78mH) 

;:: 気温 降水量 降水
平均最高最低 鵞霞 日数
気温気温気温

1 15.7 21. 8 11.5 33 4 

2 15.6 21.3 11.7 64 7 

3 18.1 23。5 14-4 11 4 10 

4 22.0 27。O 18.2 126 8 

5 25 .2・ 30 .o 21.5 221 10 
6 26.8 31. 5 23,2 359 13 

7 27.7 32.5 24.0 297 12 

8 27.4 32. 3 23.9 336 13 ， 26 .5 31.7 22. 7 136 6 
10 23.7 29。7 19 .6 23 2 

11 20 .4 26.6 16.3 16 2 

12 17.3 23.4 1 3 .1 25 3 

年 22.2 27。6 18-3 1750 90 

4
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(5) 台南 Tainan

(22°57'N, 120゚ 121E.17mH) 

;( 
気濫

降水最 降水
平均最高最低 四塁 日数
気濫気濫気温

1 17. 1 2 3-7 12.7 20 2 

2 17・1 23・8 12-6 36 4 

3 19・7 25-9 1 s. 2. 47 5 

4 23-4 29-0 19. 0 68 5 

5 26-3 31-2 22.2 180 8 

6 27. 4 31.6 2 3. 9 384 13 

7 27-8 32-2 24.3 434 13 

8 27•4 31・7 24.2 431 15 

， 27•2 32・0 23.4 161 7 

10 24-9 30-7 20. 5 36 3 

1 1 21-7 28-0 17.2 16 2 

12 18-9 25•0 14.2 18 2 

年 23・2 28°7 1 9 .1 1831 79 

(7) 花蓮 Hwalen

(24°01 I N。121°371E.14mH> 

;( 気湿 降這 降水
平均最高最低 冨霊 日数
気濫気濫気温

1 17。4 21。1 14. 3 59 11 

2 17。8 21。3 14.4 84 14 

3 19。5 22.7 15。9 112 13 

4 21。9 25。7 18~5 106 14 

5 24.6 28。1 21.1 180 18 

6 26。3 30. 3 22.9 210 13 

7 27.6 31。5 23.5 203 ， 
8 27。4 31.4 23 .4 244 ， ， 26-4 30。4 22.5 362 12 
10 23。9 27。9 20.3 255 11 

1 1 21-6 25.2 18. 0 174 ， 
12 19-0 22。6 15. 8 89 ， 
年 22-8 26。5, 19.2 2078 142 

(6) 恒春 Hengchun

(22~0 O~N."120°451 E.2位)ff)

- - - ---

~ 
気．温. ·• . .. ← 

降 蘊降8水
平均最気高最低皿 数

気温 温気温～
1 20。6 23.9、 11。8 17 4 

2 21。2. 24。4. ”。2、 26 4 

3 22.8 26. 6 19囀4 21 3 

25.0 28, 9 ｀ 4 21' 。6 53 4 

5 27-1 so. 5. 23.3 . ISi ， 
.' 

6 2.7-7 30. 5 :24.4, 466 14 

7 21 .a 3t.l 25,0 5,84 17 

8 27.6 30 .• 5_ 24 .4 538、 18 

:, 9. 27.1 3Q. S、. 23.9 357 13 

10 25.7 2~. 9 2~.8 137 7 

・23.9 26..6 . 2i.1 
,,  

67 5 11 
●’ .'J  

12 21 .6 24, 4--lif. 9 25 3 

年 24。8 28-3 21.6 2462 101 

(7) 台東 Taiton

(22°461 N, 121°061 E.45mH) 

~ 
気温

降水量 ？嚢平均最高最低 -気温気温気温

1 18。9 23。3 15. 6 37 6 
o, 

2 18. 9 23•3 15. 5 44 6 

3 20. 0 24 .9 17。2 64 8 

4 23。1 27。4 19。6 71 
， 

5 25。2 29•3 21•8 170 13 

6 21.0 31°0 23• 3 198 10 

7 27。5 31•5 23•8 327 10 

8 27.2 31。3 23•7 280 10 

， 26.4 30•7 23•1 267 11 

10 24. 5 28°6 21•2 173 ， 
11 22.2 26• 3 11。9 61 6 

12 20.0 24• l 16・6 36 6 

年 23.5 27-6 20•0 1728 104 
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(9) 阿里山 A I isan 

(23°31'N, 120°481 E,2408mH) 

~ 
気温

降水量 降水
平均最高最低 llll!l 日数
気温気温気温

1 5.8 10。5 1. 8 61 10 

10。9
I 

2 6。1 1.7 181 11 

3 8。3 12. 0 4.9 254 18 

4 10。7 15.0 6.6 257 14 

5 12。8 16 .9 9 .1 422 22 

6 13。8 17.6 10 .3 733 24 

7 14。O 18. 1 10.3 1044 28 

8 13。9 17. 9 10.3 838 26 

， 13.4 18. 2 9.2 372 22 
10 11。6 17.3 6.7 138 14 

11 9。6 16 .0 4-2 22 7 

12 7。8 13. 4 3.2 90 10 

年 10。6 1s.-3 6.5 4-112 206 
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2 主要農作物の生産状況

(1) 作付面釈(lO O O ha) 

•• 

1 9 5 0 ~5 2 1 9 5 6 1 9 6 0 1 9 6 4 1 9 6 8 

作 物 平均 A次4年計り
/2次4年計り・一'e次4年計り f4次4年計画）(4年計画以前） ＼の最終年 ＼の最終年 の最終年 、の最総年

米 781. 7 783.6 766.4 764-9 78"9.9 

甘 諾 232.6 230. 2 235.4 246-2 240.3 

,J, 麦 15. 8 15-6 25.2 9. 5' 7.7 

大 豆 22. 6 37.5 59.7 51-0 49.s 

落 花 生 83.I 98.3 100.s 100.9 95.3 

tょ t.::. オょ 1.8 2.8 5.4 19-6 2.9 

ソ Jレ ガ ム 2.7 3.8 3.2 3.3 4.3 

とうもるこ し 5. 1 7.7 13.. 9 20.6 21.4 

甘 庶 SQ .. 5 84.7 89.9 89.0 91.3 

茶 36. 1 43.3 45. 7 35.2 34。3

ク .、． コ 6.2 8.3 8.0 8.7 11. 1 

‘’‘ 一 1 ン 5.5 6.4 9.7 10,5 11.8 

’‘ ． ナ ナ 15. 0 9-6 12.7 18・1 43-8 

柑 橘 4.7 5.8 8.1 13.4 19.1 

ツ 卜 ロ ネ フ 19。1 16. 1 13. 5 22.s 11.l 

黄 麻 12.5 13. 7 16.3 8.2 8.0 

亜 麻 o.6 I. 6 2。6 4. 5 4.5 

サ イ ザ Jレ 1.8 2.8 6.3 8.7 8.6 

マッツュルーム ・o. 6 1.3 

キ ヤ ツ サ― ’‘ ． 8.9 10. 6 13.0 1'1.3 21.0 

野 菜 76. 7 81.9 91. 6 101。1 l 18.1 

ア .,,,•一、 ，，ヽ． っ， 0.3 6.2 

玉 ね ぎ 1.1 o.s 1.9 0.7 

ま ゆ 8.0 27-5 19. 2 17. 1 14.2 

! 

（注） まゆは蚕種枚数（単位 1,0 0 0枚）
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(2) 生産盤(LOOOt)

1950~52 1 9 5 6 l 9 6 0 I 9 6 -i 1 9 6 8 

作 物 平均 ぐは;::~ (2次 4年:n!!i)(3次 4年計画 ("次 4年計画）(4年計画以前） の最終 の最終年 J の最終年

米 1,492. 1 1,789.8 1,912.0 2。246。6 2,518.l 

甘 藷 2.104.3 2,568.1 2,978.7 3。347.8 3,444.6 

小 麦 17.0 27. 1 45.6 19.7 I 7. l 

大 豆 13.5 26-4 52.7 57. 6 73.0 

落 花 生 59.4 81. 8 102 .2 115. 7 106. 6 

な た ね 0.5 1.0 4-5 27.3 3.5 

ソ Jレ ガ ム 0.8 1.6 2.9 2.5 6.6 

とうもるこ し 6.7 10. 6 20.7 42.l 51. 5 

甘 蕪 502. l 786.9 792.1 799.4 866. 1 

茶 10.6 13.4 17.4 18. 3 24.4 

ク -~ コ 8.6 15.2 15.9 19.4 20.6 

ノミ イ ン 53.6 83.1 166-7 226. 7 311.4 

，＜ ナ ナ 108-0 58.7 114. 2 267.9 645.3 

柑 橘 27.8 35-3 52.9 102.3 l"/ 5. 6 

ツ 卜 ロ ネ -, ヽ 1.9 2. 1 I. 7 2.8 I.3 

黄 麻 12.1 17.5 20.s 16.5 13. 3 

亜 麻 1.3 4. 1 7.7 15.2 14.3 

サ イ ザ Jレ 1.2 l。2 6,3 8.7 9. 4 

マッシュルーム 22.7 52.4 

キ ヤ ッサバ 98.5 120. 5 159 • .0 241.8 341.9 

野 菜 608.5 670。5 802. 8 973.9 1,209。3

ア ス ，，ミ ， ヽ 0.6 51.5 

玉 ね ぎ 12.4 11 .5 63.0 25.6 

ま ゆ so 211 168 194 150 

Jf 

ヽ
r̀ 

｀ ヽ

（注） まゆの単位は 1t 
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(3) ha 当り収俎： (k9) 

1950-52 1 9 5 6 1 9 6 0 1 9 6 4 1 9 6 8 

竹 物 平均
ぐの次最4辱終年涸i） 色の4辱涸‘ (3次4辱直‘ (4の次最4旱終暉年i） 

(4年計画以前） 最終年） の最終年ノ

米 l, 927 2,284 2,495 2,937 ・3.188 

甘 諾 9,044 11.154 12,654 13.607 14,334 

小 麦 1,080 1. 735 1,808 2,097 2,219 

大 豆 599 705 882 1,132 1,476 

落 花 生 715 833 1,017 1,148 1,117 

tょ tこ ね 272 346 826 1.395 1,227 

ソ ｝レ ガ ム 311 422 ¥)05 855 1,543 

とうもろこ し 1。309 1,372 1.495 2.103 2.407 

甘 蕪 6,382 - 9• 450 8.883 9,109 9,599 

茶 293 310 380 520 712 

ク ≫ミ こ 1。381 1,836 1,993 2・,231 1,853 

.,.、． ィ ン 9。698 12.897 17.108 21,635 26,293 

’ ． ナ ナ 7。198 6. 131 8.987 14,813 14,736 

柑 橘 5。887 6 .083 6,527 7,660 9. 114 

シ 卜 ロ ネ フ 83 131 128 127 114 

黄 麻 967 1, 2'7 3 1,278 2.009 1,666 

亜 麻 2.on 2,589 2,898 3,368 2 •. 9_64 

サ イ ザ Jレ 655 449 1,250 1.324 1,099 

マシュ Jレー ム 38,190 41,900 

キ ヤ ッサ
，、． 11。101 11.408 12,240 13,968 16 •. 283 

野 菜 7,930 8,190 a. 764 . 9 1632 10,243 

ア ス .,.、． っ， 2,280 8,314 

玉 ね ぎ 10,850 22,424 32,724 37,964 

ま ゆ 625 765 874 1.・139 1,060 

（注） まゆほ蚕種 1枚から生産されたまゆの量
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a 最近 10年の主要作物の生産状況

(1) 米 （水。陸稲計） (2) 米（水稲）

｀作付面稜 収穫量 収盤/ha
年 次

作付面絞 収穫祉 収量/ha
年 次

(J.000h a) (].000t) (t) (1,000ha) (LOOOha) (t) 

1 9 5 9 776。1 1.856.3 2. 39 1 9 5 9 759. 3 1.837。5 2。42

1 9 6 0 766。4 1。912:0 2。50 1 9 6 0 747.1 1。888。5 2.53 

1 9 6 1 782.5 2,016。3 2.58 1 9 6 1 762. 5 1.991。7 2。61

1 9 6 2 794。2 2,112.9 2.66 1 9 6 2 775。O 2.091.3 2。70

1 9 6 3 749.2 2.109.0 2. 82 1 9 6 3 733,1 2.093。1 2-86 

1 9 6 4 764.9 2,246.6 2.94 l 9 6 4 751.0 2.230.0 2.91 

1 9 6 5 772.9 2,348.0 3.04 1 9 6 5 760。4 2。332。1 3.07 

1 9 6 6 788。6 2,379。7 3.02 1 9 6 6 775。3 2。361-1 3。05

1 9 6 7 787。1 2,41-3。8 3。07 1 9 6 7 775。O 2,396。5 3。09

1 9 6 8 789。9 2,518。1 3。19 1 9 6 8 778。O 2。500。O 3。21

（出所：台湾省農業年報（以下同じ）

(3) 甘藷 (4) 小麦

作付面積 収穫量 収量/1la 作付面積 収穫量 収量/ha
年 次 年 次

(l,OOOha) (1,000t) (t) (J,OOOha) (1,000t) (t) 

1 9 5 9 226。5 2,894。1 12。8 1 9 5 9 22。8 43。O 1-88 

1 9 6 0 235。4 2.978.7 12。7 1 9 6 0 25.2 45。6 1. 81 

1 9 6 1 235。8 3。233。6 13。7 1 9 6 1 21.8 44.2 2. 08 

1 9 6 2 233。7 3.079.6 13。2 1 9 6 2 20.4 42.1 2.07 

1 9 6 3 235.7 2,148.2 9.5 1 9 6 3 16.5 18.7 1. 30 

1 9 6 4 246.2 _3,347.8 13.6 1 9 6 4 9.5 19。7 2. 10 

1 9 6 5 234.1 3,131.1 13.4 1 9 6 5 11. 1 23.5 2. 11 

l 9 6 6 235.6 3,460.1 14.7 l 9 6 6 14.5 28.5 1. 99 

1 9 6 7 236. 8 3,719.9 15.7 l 9 6 7 11。9 23.9 2. 01 

1 9 6 8 240。4 3,444.6 14.3 1 9 6 8 7。7 17.1 2. 22 
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(5) 大豆

作付面槙 収穫盤 収黛/ha
年 次

(1.000ha) (].000t) (t) 

l 9 5 9 53.8 44.5 0.83 

1 9 6 0 59。7 52。7 0-88 

1 9 6 1 59。6 53.9 0. 91 

1 9 6 2 55.0 53.0 0。97

1 9 6 3 55 2 52.6 0。98

1 9 6 4 51.0 57。6 1.13 

1 9 6 5 53.2 65.7 1。24

1 9 6 6 51。3 63.3 1.23 

1 9 6 7 52.3 75.2 1。44

1 9 6 8 49。5 73。O 1。48

(7) ソルガム（高梁）

作付面稜 収穫量 収量/ha
年 次

(I,OOOha) (1,000t) (t) 

1 9 5 9 3.7 3. 3 0.89 

1 9 6 0 3.2 2,9 0.91 

1 9 6 1 3。4 4。4 1.29 

1 9 6 2 3。4 4,2 1。21

1 9 6 3 3。4 2。4 0。80

1 9 6 4 3。3 2.5 0。86

1 9 6 5 4.1 6.5 1。59

1 9 6 6 5。1 7.5 1.47 

1 9 6 7 5. 1 9.5 1。88

1 9 6 8 4。3 6。6 1.54 

(6) 落花生

年 次
作付面積 収穫量 収 a

(1,000ha) (J,OOOt)、 (t) 
一、

1 9 5 9 99.1 97.0 0.98 

1 9 6 0 100 .• 5 102。2 h02 

1 9 6 1 98.6 104.6 1.06 

1 9 6 2 96. 3 95.5 O:. 9~ 

1 9 6 3 97.7 91.4 0。97

1 9 6 4 100.9 115。7 _ 1. 15 

1 9 6 5 103. 6 125。8 .1。21

1 9 6 6 _ 98.2 115•。 0 ・1. 17 

1 9 6 7 ,97. 9 1'37.0 l.40 

1968 95.4 10.6. 5 1。12

(8) とうもるこし

• 一 • ← 

年 次
作付面積 収穫量 収量fta

(l,OOOhal (J,OOOt) , (t) 

1 9 5 9 11。6 17。1 1.48 

1 9 6 0 13,9 20。7 t.50 

1 9. 6 1 15。3 27.1 l-。77

1 9 6 2 18-4 36。3
1. 98 

1 9 6 3 19.9 34. 5 1。80

1 9 6 4 20。6 42。1 2.10 

1 9 6 5 18.7 41。1 2。21

1 9 6 6 22.3 51。6 2.32 

1 9 6 7 24.0 64.l 2。67

l 9 6 8 21.4 51。5 2.u 

-117 -



-------;c J?',, 

(9) 茶 (10) 甘蕪

摘葉面積 収穫量 収量/ha
年 次

(l,OOOha) (l,OOOt) (t) 

1 9 5 9 45。3 16. 5 364 

1 9 6 0 45。7 17.4 380 

1 9 6 1 45。O 18.1 402 

1 9 6 2 36.0 19.8 548 

1 9 6 3 36.3 21.1 581 

1 9 6 4 35。2 18.3 520 

1 9 6 5 34.6 20.7 599 

1 9 6 6 34。5 21. 5 623 

1 9 6 7 34.5 24-4 707 

1 9 6 8 34。3 24。4 712 

(11) クベコ

作付面積 収穫量 収量/ha
年 次

(1,000ha) (l,OOOt) (t) 

1 9 5 9 8。4 16. 4 1。96

1 9 6 0 8.0 15.9 1. 9 9 

1 9 6 1 7.7 15.9 2。06

1 9 6 2 7。5 16。1 2-14 

1 9 6 3 8.7 17.4 2-0 0 

1 9 6 4 8。7 19.4 2-2 3 

1 9 6 5 s.o 16. 3 2. 0 4 

1 9 6 6 7 .6 . 15.1 1-9 8 

1 9 6 7 10.0 17.7 1. 7 8 

1 9 6 8 11。1 20.6 l• 8 5 

年 次
収穫面積 収穫量 収量/ha

(J,000ha) (LOOOt) (t) 

1958--59 99.2 8.093。4 81.6 

1959~60 95.5 6.736。2 70. 5 

1960--61 100.2 7.922.4 79.1 

1961----62 93.5 6,142.4 65.7 

1962 .__ 68 94.1 6,506.6 6ヽ9。1

1963 ....... 64 95。O 6,747.0 71-0 

1964--65 110. 7 9,489。8 85.7 

1965...., 66 105。7 8,923.6 84.4 

1966.....,67 90.2 6,744.5 7 4. 8 

1997--68 95。9 8.268。4 86°2 

（注｝ 白糠，赤糖の合計

(12) キャッサぺ

収穫面積 収穫量 収:1:/ha
年 次

(J,OOOha) (1,000t) (t) 

1 9 5 9 11. 9 147。3 12.3 

1 9 6 0 13.0 159.0 12。2

1 9 6 1 17.2 225.6 13。1

1 9 6 2 18.2 223.S 12。3

1 9 6 3 17.3 217.2 12。5

1 9 6 4 17.3 241.8 14.0 

1 9 6 5 18.4 264.S 14。4

1 9 6 6 17. 4 264.3 15.2 

1 9 6 7 19.1 298.8 15.7 

1 9 6 8 21。O 341。9 16。3

,．
 

-118-

ヽ

—.. ーペょ盆//.1(',jj



(13) 亜麻 (14) 黄麻

作付面粗 収穫量 収量/ha
年 次

(l,OOOha) (LOOOt) (t) 

1 9 5 9 2.4 8.0 3.30 

1 9 6 0 2.6 7.7 2.90 

1 9 6 1 2-4 7.8 3-24 

1 9 6 2 3. 1 9。3 3.01 

1 9 6 3 4.0 13。O 3.25 

1 9 6 4 4.5 15。2 3.37 

1 9 6 5 5.5 16ft 7 3.02 

1 9 6 6 4-2 12.s 2。99

1 9 6 7 4.0 11. 7 2。96

1 9 6 8 4。5 14。3 3。18

(15) サイザル

作付面積 収穫量 収遭t/ha
年 次

(LOOOha) (1000 t) (t) 

1 9 5 9 6.1 6.6 1.08 

1 9 6 0 6.3 7-8 1°25 

1 9 6 1 7.0 8°7 1・2 4 

1 9 6 2 7.4 7.7 1-04 

1 9 6 3 8. 1 10-0 l•24 

1 9 6 4 8n7 11・5 1•32 

1 9 6 5 8.6 11・2 1•30 

1 9 6 6 9.0 10・7 1。19

1 9 6 7 9.0 10-4 l•16 

1 9 6 8 8。6 9。4 1•10 

年
作付面積 ・1収―穫量 収量/ha

次
(J,000ha) いOOOt) {t) 

1 9 5 9 17。9 2;.-4' .、0 - 1.34 
" 
,. 

1 9 6 0 16. 3・ '.20。8 1.28 
. 

l 
1 9 6 1 11.1 13'. 8 ・i。25

1 9 6 2 7.7 lb. & 1. 40 
,,'  ： 

1 9 6 3 ・&。7 9 •. 9 1.48 
I 

f.93 1 9 6 4 6。8 13-1 

1 9 6 S 7.5 13.5 r. 19 

1°9 6 6 
． 

I 

f.64 .6、6 、10.s
~,. 

1 9 6 7 5.3 ・10.0 ・t. 88 
＇、

~1 .. 63. 1 9 6 8 6。$ 11。O

{16) ットロネラ

年 次
収穫面積 収穫量 収 /ha

(LOOOha ) (J,,OOOt) . (t) 

1 9 5 9 15.7 84.5 5。38

1 9 6 0 13。5 73.4 $•42 

.1 9 6 1 13. 8 80。3 5°80 

1 9 6 2 14。3 91.3 5°38 

1 9 6 3 18。4 1_33。2 7。26

1 9 6 4 22。5 U4.5 5. 53 

1 9 6 5 22.s 1.32.4 5. 39 

1 .9 6 6 19 。~4 107. 3 , 5. 53 

1 9 6 7 15.4 so. 4 5.2・1 

1 9 6 8 11。1 58・,3, 5°2 3 
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(l'I) ペナナ (18) バイナップル

収稜面積 収稜最 収最/ha
年 次

(1,000ha) (J.000t) (t) 

1 9 5 9 13.0 104.S 8.06 

1 9 6 0 12. 7 114-2 8.99 ． 
1 9 6 1 14。8 129. 7 8.79 

1 9 6 2 14。9 140.9 9.47 

1 9 6 3 14.7 132. 5 9.00 

1 9 6 4 18.1 267.9 14. 81 

1 9 6 5 27.4 460 .1 16.77 

1 9 6 6 36. 5 527.7 14.45 

1 9 6 7 44.1 653。8 14-75 

1 9 6 8 43。8 645。5 14-74 

(l!& 柑類

次
収穫面積 収穫量 収量/ha

年
(1000ha) (1,000t) (t) 

1 9 5 9 7.4 42.6 

1 9 6 0 8. 1 52.9 

l 9 6 1 9.0 54. 9 

1 9 6 2 10 .2 67 .I 

l 9 6 3 11. 3 78. 7 

l 9 6 4 13. 4 02.3 

1 9 6 5 14。7 14.4 

1 9 6 6 16.0 36.7 

1 9 6 7 11.1 55.3 

1 9 6 8 19。1 75。6

収穫面稜 収穫掻 収量/ha
年 次

(L000ba) (J,OOOt} (t) 

1 9 5 9 8.9 145.9 16. 4 

1 9 6 0 9.7 166.7 17。1

1 9 6 1 9.7 173。5 1 7. 8 

1 9 6 2 10. 5 192.3 18。3

l 9 6 3 9.6 163.3 17。1

1 9 6 4 10.5 226. 7 21。6

1 9 6 5 11.1 231.0 20.s 

1 9 6 6 12。O 270 .4 22。5

1 9 6 7 11。9 296 .1 25.0 

1 9 6 8 11.8 311.4 26。3

仮り ポンカン

次
収穫面積 収穫量 収量/ha

年
(LOOOha) (L000t) (t) 

1 9 5 9 2,7 16.0 5.86 

1 9 6 1 3-1 20.1 6.57 

1 9 6 1 3.3 20.0 6。10

1 9 6 2 3.6 25.l 6.89 

19 6 3 3.9 30.1 7.72 

1 9 6 4 4.5 40.5 8.95 

1 9 6 5 4.7 47. l 10。00

1 9 6 6 5.3 56.5 10 .65 

1 9 6 7 5.8 64.9 11。19

1 9 6 8 6.0 70。6 11。67

‘’ 
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(21) クンカン (22) 野＂菜

収穫面稜 収穫撮 収籠/ha
年 次

作付面積 収穫量 収量/ha
年 次

(LOOOha) (].000 t) (t) (J.000hJ~ _(J.O~OJ!t) _(t) 

1 9 5 9 3-2 16-4 5.10 1 9 5 9 87. 3 749.2, 

1 9 6 0 3-5 20.1 5.70 1960 91.6 802. 8_, 

1 9 6 1 4•1 20.8 5.10 1 9 6'1 90.6 BU。2、 --｛ 

I 9 6 2 4:7 27.3 5.84 1 9 6'2 so.• 
’、曹

94。2 ''  .... 
r 」'

1 9 6 3 5。3 32.0 6。10 1 9 6 3 101.7 910. 7 -
; ,, 

1 9 6 4 6-4 43.4 6.78 1964 101。1. 973. 9 . .... 

1 9 6 S "1-1 45.4 6.40 1 g 6・s .ゞ 108. 8£ 、• 968.2' ' ... 
1 9 6 6 7。4 52.2 7 ... 07 112.~-· -'-C r_一~ 1 9 6 6 ,963.g 

1 9 6 7 8-0 56-3 7.05 . 114~8-' ~; 泊 ~J•.~-
に・△ ・

l 9 6 7 

-— 1 9 6 8 g.5 60.5 7.10 1 9 6 8 118.5 11.209。3、
．． 

(23) たまねぎ (24) 7スパラガス

-. 
作付面戟 収穫量 収盤/ha

年 次

-' 

年 次
作付面積 収穫量 収 a

.. 

(1.000ha) (1000t) (t) (l,OOOha) (J,0.00tl (t) 

1 9 5 9 389 5.5 14。1 ・1 9 5 9 ~ 

1 9 6 0 511 11. 5 22.4 1 9 6 0 ''、

1 9 6 1 362 9. 1 25-1 1 9 6 I 
~ ., 

1 9 6 2 424 8.0 18. 9 1 9 6 2 

I 9 6 3 696 20.0 28.7 1 9 6 3 

1 9 6 4 1,925 63.0 32.7 1 9 6 4 ・270 0.6 2.28 

1 9 6 5 577 19. 3 33.4 1 9 6 5 9.533 16.8 1.76 

1 9 6 6 71!9 18。6 25.9 1 9 6 6 10,877 44.1・ 4.06 

1 9 6 71 595 22.4 371. 7 1 9 6. ・7 8,002 31.0 . 3. 88 

1 9 6 8 674 25.6 38.0 1 9 6 8 &. 385 : 51.6, 8.08 
一→

ーー

-121-



4• 第 1期水稲と第2期水稲の比較

J

、(1) 作付面積(1.00 0 ha) 

次
蓮 茉 米 在 来 米

年
ムロ 期 期 ムロ 期 期計 1 2 計 1 2 

1 9 3 8 301. 4 162。4 139. 0 247.S 103. 9 143. 6 

l 9 4 6 196.0 84。4 111.6 329-4 115.5 214.0 

1 9 5 2 400 .o 187。1 212.9 313.2 130. 4 182 .8 

1 9 5 6 450.8 198。4 252。3 280。3 124.3 155. 9 

1 9 6 0 467.8 205。8 262.0 263。〇 114。8 148.2 

1 9 6 4 503.7 199。8 303。9 231. 6, 124。2 10 7. 4 

1 9 6 8 568.6 222。5 346。1 193.Q 109。1 83。9

ヽ

(2) 生産量(1,000t)

年 次
蓮 莱 米 在 来 米

ムCl 計 1 期 2 期 A Cl 計 1 期 2 期

1 9 3 8 753。8 440。9 312.9 515。6 235。9 279.7 

1 9 4 6 314。5 155。6 158.9 535.0 221。6 313.5 

1 9 5 2 874。5 443.8 430. 7 604。8 273.8 331.0 

1 9 5 6 1,092.0 562. 6 529. 4 629。8 318。8 311. 0 

1 9 6 0 1,217。3 582。2 635.1 632. 9 297. 0 335。9

1 9 6 4 1。519.9 669。3 850. 5 668.4 410. 8 257。6

1 9 6 8 1. 852。8 812。3 1,040。5 600ヽ 0 382。1 217。9

(3) ha当り収量(1t) 

年 次・
蓮 莱 米 在 来 米

ムCl 計 1 期 2 期 ムCl 計 1 期 2 期

1 9 3 8 2。50 2。72 2.25 2. 08 2。27 1。95

1 9 4 6 1。61 1。84 1。42 1。62 1。92 1.47 

1 9 5 2 2.19 2. 37 2。02 1。93 2。10 1.81 

1 9 5 6 2.42 2。84 2。10 2.25 2。56 2.00 

1 9 6 0 2。60 2。83 2.42 2.41 2.59 2.27 

1 9 6 4 3。02 3.35 2。'so 2.89 3. 31 2. 40 

1 9 6 8 3。26 3.65 3。01 3.11 3。50 2。66

‘̀ 
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1 第 1期作用の共同苗代（屏東付近） 4民雄郷の井戸 (1)

2 甘庶の牧穫風景（台南付近） 5民雄郷の井戸 (2)

3 甘庶の間にキヤペツの作付（台南付近） 6 屏東平野の井戸（個人）

し，" ー・~--



------_, ,. 可―-1

」
1 

7 屏東平野の井戸（共［パ］）

8 烏山頭水系の幹線水路

こ、ユ~巫二~i.J-.:.ー以,,.査蕊士誓ト・ヽふ需'」

10 桃園地区の貯水池

11 輸流力・んがいの分水施設

ぐ

、ゞ

9 烏山頭水系の未端水路 12石門水卯

J 1-4-

・ニ瓜三



刑,,

'' 
/, 
’’ 

13 糾 ft局の融如こよる小I塁住宅 16 大股家の住•宅 (2)

14 大 g~ 家の住宅 (1) 17 標準的農家の住宅

---,---, ・==--- ー・一・

15 同上．応接閻 18 腹業試験評議委貝会

一



19 巾華民国とアメリカの国旗が

はためく J塁復会 (JCRR)

20 I災会の中心，台洒省農会
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22 私義伐業，試験分,(斤本誼

~` 
ヽ

23 ii―, iiiの交配風：批

21 台湾省農業試験所本館 24 パナナの品種圃場

＇二も

"'-



25 センイ検定屯の 1部 28 台中区農業改良場

一., 
, :~-.,I-

-,,,,,,.. 
--ー・

ぐ、、～

2(う パイン畑のI.:壌没食，試験 29 台南区農業改良場

~ 

27 台北区,:印業改良場玄関 30 台南区股業改良場嘉義分場



J-‘ 
J
-

31 玉米研究中心入口

胃

32 玉米研究中心研究棟

33 露菌病検定圃場

34 泊1~jfi区股業改良場の i'ii代

~ 

ヽ

、、

35 場且の1-(共の托児所(rl,央（呆母さん）
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36 品質検定室と製茶工場（中央）

I z_~ 

ふ患



37 品質検定の少巫検定装『l

38 場内および付近の茶園

39 畜産試験所入口
（この突当りに庁舎がある）

40 

41 

42 

飼料作物の試験圃

林業試験所植物園は濯所長）

台湾糖業試験所の玄関前にて

（右副所長）

~-: 



-~ 

し、

43 新築の研究棟 (f清棚菜試験充

44 台誘大学の人「気象空

45 ガラス '.-½1)f/の東f( ↑'i'flf!:t: ff (台舷大学）

46 機械主内部（台烈｝、●●` 芹）

＼
 

＇ 

47 ガラス屯の内部（台訥大学）

48 台南区 IJ~哭改良場にで§ たliJf修施設
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